
耐震補強工 一 式

　

工

事

概

要

福山市上下水道局

２０２６年度

神島中継ポンプ場耐震補強工事

福山市山手町五丁目地内



現場説明書（技術的事項） 

 

工事名称  神島中継ポンプ場耐震補強工事 

 

1 現場の状況 

工事場所は、福山市山手町五丁目地内に位置する福山市上下水道局敷地内です。 

神島中継ポンプ場は、供用中の下水道（汚水）施設であり、通常時は無人の施設です。 

 

2 工事内容 

ポンプ室の耐震化を行うものです。 

 

 

3 留意事項 

(1)  工事に当たっては、交通渋滞、騒音、粉塵、振動、汚染排水等により、近隣住民に迷

惑のかからないよう十分配慮してください。 

(2)  工事期間中も施設は稼働しているため、工事関係者はもとより、第三者への安全確保

に必要な対策を講じてください。 

(3)  事車両等の進入・退出・停車等に当たっては十分な注意を払い、通行者等の安全を第

一に図ってください。 

(4)  資材の搬入、搬出時にはシート等でカバーするなど、土砂・木片等が飛散しないよう

注意するとともに、タイヤ等に付着した土砂によって道路汚損等のないように注意し

てください。 

(5)  道路等を汚損した場合は、速やかに清掃等の復旧を行い、工事期間中の進入、退出路

に係る維持管理（舗装・構造物等の保護養生、補修等）は、受注者で行ってください。 

(6)  工事場所外においても、駐車違反、速度制限、積載制限等交通法規を遵守し、事故防

止に万全を期してください。 

(7)  工事に係る留意事項は、協力業者、資材納入業者等にも指導を徹底してください。 

(8)  工事現場内の資機材の保管等については、受注者において十分な管理を行い、各工

種・工程における廃材・ごみ等についても、受注者の責任において遅滞なく処理してく

ださい。 

(9)  実施工程表は、契約後１４日以内に提出し承諾を受けてください。また、施工関係書

についても速やかに提出し、承諾を受けてください。 

(10)  工事により周囲の建物や工作物に汚損等が生じた場合は、監督員及び施設管理者に

報告するとともに、受注者の責任で速やかに復旧してください。 

(11)  はつり工事等施設使用に影響を及ぼす作業については、十分な騒音・粉塵対策を講じ

てください。 

(12)  特定建設資材は再資源化に努め、産業廃棄物は関係法令に従い適切に処理してくだ

さい。 

(13) 工事施工に必要な官公署への手続は、受注者の責任において速やかに行い、手続を行っ

た場合は、速やかに報告してください。 



(14) 受注者は、地元企業、地場製品の活用に努めてください。 

(15) 受注者は、各種工事の職種を問わず、積極的に「技能士」適用に努めてください。 

  

4 特記事項 

(1)  工事現場における事故防止のため一般の立入りを禁止する措置を講じてください。 

(2)  本工事場所の進入口及び通路は、施設使用に際し工事期間中も確保する必要がある

ため、各入口や通路の通行と安全の確保を行ってください。 

(3)  工事期間中であっても、室内換気が使用できるように必要な対策を講じてください。 
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第３節 交通誘導警備員
1．

2．

3．

4．

5．

6．

台風等により暴風雨等が予測される場合は、保安施設（工事看板等）が頑丈に固定されていることを確認するとともに、設置場所等の状況によっては、

一時撤去し、飛散しないように最善の策を講ずること。

「警備員等の検定等に関する規則」により、広島県公安委員会から認定告示（2020年10月1日広島県公安委員会告示第73号）のあった路線に係る交通誘

導を実施する場合については、交通誘導警備員Ａを誘導日あたり１名以上配置すること。

交通誘導警備員Ｂとは、警備業者の警備員で、交通誘導警備員Ａ以外の交通の誘導に従事するものをいう。

特　　記　　仕　　様　　書

本特記仕様書は、福山市上下水道局施設部施設整備課の発注する工事に適用する。

施工にあたり、日本国の関係諸法令、諸官公庁の通達、施工に関する協定事項等を遵守し、諸官公署への届出及び許可等の手続きを速やかに行い、監督

員に報告すること。

契約約款第３条に基づき、契約締結後１４日以内に工程表を作成し、提出すること。

施工にあたり、必要な事項及び固有の条件等は、この特記仕様書によるもののほか、別紙、施工条件表のとおりとする。なお、施工条件に変更が生じた

場合は、監督員と協議すること。

本特記仕様書に記載のない事項については、「福山市建設工事請負契約約款（契約書を含む）」、「設計図書（別冊図面、仕様書、現場説明書及び現場
説明に対する質問回答書をいう）」、「福山市上下水道局建設工事施行規程」、「福山市上下水道局工事検査技術基準」、「福山市下水道構造標準
図」、「下水道土木工事共通仕様書(案)-2021年版-〔 (公社)日本下水道協会〕」、「広島県土木工事共通仕様書（令和7年8月）」、その他関係規則によ
るものとする。

施工に伴い事故が発生した場合は、迅速に所要の措置を講じるとともに、事故発生の原因及び経過、並びに事故による被害の内容等について、速やかに

「事故等速報」等により、監督員に報告すること。

片側交互通行及び通行止め等の交通制限を行う場合は、関係官公署の許可条件を遵守し、安全かつ円滑な交通を確保して事故発生のないように努めるこ

と。

保安施設は、「広島県土木工事共通仕様書」による現道工事における保安施設配置図（案）及び保安施設設置基準を基本とし、現場条件等に応じ適切に
実施すること。ただし、「工事表示板」及び「工事情報看板」、「工事説明看板」、「まわり道案内表示板」の標準様式については、次のとおりとする

こと。なお、この標準様式によらない場合は、監督員と協議すること。

路面の補修及び転落防止対策に努めるなど、交通及び保安上の十分な措置を講じること。

施工に伴い通常避けることができない地盤沈下、振動等を原因として生じた、建物等の損害等の補償に関しては、「福山市上下水道局建設工事損失補償

事務特記仕様書」によるものとする。

作業時間外（夜間等）に交通制限を行う場合は、その範囲を最小限とし夜間の保安施設は注意灯、回転灯及び防護柵等を設置して十分に配慮すること。

着工前に地元関係者と本工事の施工方法等について、十分に打合せ等を行い理解を得て円滑に工事が完成するよう努めること。

　専任が義務付けられた工事に配置される技術者の専任期間について、次に掲げる場合で、打合せ簿等により、その旨を明確にしたときは専任を要しな
いものとする。なお、工期の終期が到来する前に工事完成検査が終了した場合の配置期間は、引渡しを受けた日までとする。

主任（監理）技術者の変更の特例

④工事完成後、検査が終了し、事務手続きなどの残務があり、引渡しを受けるまでの期間

②受注者の責によらない理由により工事中止または工事内容の大幅な変更が発生し工期が延長されたとき

｢工事表示板｣、「工事情報看板」、「工事説明看板」、「まわり道案内表示板」の標準様式については、次のとおりとする。なお、看板の寸法は、現場条
件等に応じて適切な大きさとすること。

交通誘導警備員を配置するにあたって、安全かつ円滑な交通が確保できるよう状況を十分に把握し、現場条件に応じた適正人員の確保及び配置を行うこ

と。また、交通誘導警備員に対して、現場条件に関する教育等を行うこと。
受注者は工事現場の交通状況を十分に把握し、交通誘導警備員の休憩、休息時間において交通誘導警備員が必要な場合は、監督員と協議を行って交替要

員を配置するものとし、必要と認められる場合は契約変更できるものとする。

工事開始日以降４０日以内に着手すること。

　次に掲げる場合で、打合せ簿等により、その旨を明確にしたときは、主任（監理）技術者の変更ができるものとする。

主任（監理）技術者の専任期間等

本工事は、法定外の労災保険契約の保険料を見込んでいる。

施工に伴い止むを得ず路面に段差が生じた状態で交通開放する場合は、通行者に周知が図れるよう警戒看板等を設置するとともに、通行者の安全に十分

配慮すること。

作業休止中（休日等）で通行に支障のない場合は、作業のないことの周知が図れるように標識等を撤去またはシート等でかくす等、措置すること。

保安施設のうち工事情報看板の設置時期については、工事現場周辺の住民及び道路利用者等に十分周知の図れるよう事前に設置すること。また、その他

の保安施設の設置時期は、現場着手にあわせて適切な時期に設置すること。

交通誘導警備員の積上げ人数は、交通誘導の対象となる施工量に対し、作業日当り標準作業量から必要な人数を見込んでいる。従って、正当な理由があ
る場合を除き、施工実績等による交通誘導警備員の積上げ人数の増員に対する変更は行わない。また、工事実績の交通誘導警備員が減となった場合は、

実績数量により変更を行なう。ただし、交通誘導警備員の対象となる施工量に増減等が生じた場合はこの限りでない。
交通誘導警備員Ａとは、警備業者の警備員（警備業法第2条第4項に規定する警備員をいう。）で、交通誘導警備業務（警備員等の検定等に関する規則第1

条第4項に規定する交通誘導警備業務をいう。）に従事する交通誘導警備業務に係る一級検定合格警備員又は二級検定合格警備員をいう。

発注者が近接する建物等の調査を実施する場合は、受注者は発注者の行う調査の範囲を把握し、近接する区間の施工には、細心の注意をはらい施工する

こと。
発注者が調査を実施しない建物等について、受注者は必要に応じて事前に建物等の調査を実施すること。なお、調査箇所等については、監督員に協議を

し確認すを求めること。
事業損失が発生する可能性があるときは、監督員と協議すること。

②工事用地等の確保が未了、自然災害の発生又は埋蔵文化財調査等により、工事を全面的に一時中止している期間
③橋梁、ポンプ、ゲート、エレベーター等の工場製作を含む工事であって、工場製作のみが行われている期間

　なお、工場製作の過程を含む工事の工場製作過程においても、建設工事を適正に施工するため、主任（監理)技術者がこれを管理する必要があるが、

　当該工場製作過程において、同一工場内で他の同種工事に係る製作と一元的な管理体制のもとで製作を行うことが可能である場合は、同一の主任

　（監理)技術者がこれらの製作を一括して管理することができる。

①契約書上の工期の始期から現場施工に着手するまでの期間（現場事務所の設置、資機材の搬入または仮設工事等が開始されるまでの間）

作業現場、作業用地内の整理整頓に留意して必要な安全施設の設置等を行い、関係者以外の立入りを禁止して危険防止に努めること。

③橋梁、ポンプ、ゲート、エレベーター等の工場製作を含む工事であって、工場から現地へ工事の現場が移行する時点

　なお、いずれの場合も発注者と受注者との協議により、交代の時期は工程上一定の区切りと認められる時点とするほか、交代前後における主任（監

　理）技術者の技術力が同等以上に確保されるとともに、工事の規模、難易度等に応じ一定期間重複して工事現場に設置するなど、工事の継続性、品

　質確保等に支障がないと認められることが必要である。

①技術者の死亡、傷病、出産、育児、介護による就業不能、または退職等の真にやむを得ない理由により交代が必要と認められるとき

新しい路上工事看板（工事中看板）
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（工事情報看板） （工事説明看板）

円形管埋設工事（○○○-○）円形管埋設工事（○○○-○）

まわり道300m

福山市上下水道局施設整備課

期 間：○月○日～○月○日
時間帯：○:○○～○○:○○

電話 ○○○ー○○○ー○○○○

100m先下水道工事につき
まわり道をお廻りください

工事中通行止

現在地



第４節 管路及びマンホール
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第５節 現場管理
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第６節 地下埋設物
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第７節 環境対策
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第８節 工事用地
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第９節 情報共有システムの利用
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第３章 材料

第１節 埋戻材（処理土）
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第４章 建設副産物

第１節 建設発生土
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第２節 建設汚泥
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施工方法、建設機械の騒音及び振動の大きさ、発生実態、発生機構等について十分理解し、工事現場及び現場周辺の状況に留意して施工すること。

下水道用硬質塩化ビニル管は、JSWAS〔K－１〕（日本下水道協会）の規格によるものとする。また、その取扱い及び施工は、同規格書の〔参考資料3〕

「硬質塩化ビニル管の施工標準」及び「下水道土木工事共通仕様書（案）」に基づき適切に実施すること。

小黒板情報電子化対応ソフトウェアを使用する場合は、「土木工事共通仕様書（広島版）」に従い、工事契約後に監督員の承諾を得たうえで、使用する
機器・ソフトウェア等について工事着手までに提出すること。また、工事完成時に小黒板情報の電子的記入を行った写真の信憑性確認を行い、その結果

を監督員に提出すること。

下水道推進工法用硬質塩化ビニル管は、JSWAS〔K－６〕（日本下水道協会）の規格によるものとする。また、その取扱い及び施工は、同規格書の〔参考

資料４〕「施工上の留意点」及び「下水道土木工事共通仕様書（案）」に基づき適切に実施すること。

下水道用硬質塩化ビニル製小型マンホールは、JSWAS〔K－9〕（日本下水道協会）の規格によるものとする。また、その取扱い及び施工は、同規格書の

〔参考資料2〕「硬質塩化ビニル製小型マンホールの施工標準」及び「下水道土木工事共通仕様書（案）」に基づき適切に実施すること。

下水道小口径管推進工法用鉄筋コンクリート管は、JSWAS〔A－６〕（日本下水道協会）の規格によるものとする。また、その取扱い及び施工は、同規格

書の〔参考資料４〕「管の取り扱い及び管路の構成」及び「下水道土木工事共通仕様書（案）」に基づき適切に実施すること。

資機材等の運搬にあたっては、運搬経路及び作業時間帯に留意すること。

施工に伴う騒音、振動、大気汚染、水質汚濁等について、関係法令及び仕様書の規定を遵守の上、周辺地域の環境保全に努めるものとする。また、施工

計画及び工事実施の各段階において十分検討して必要な措置を講じること。
受注者は、大気汚染防止法に基づき本工事が特定工事に該当するかについて、事前調査（設計図書その他の書面による調査、特定建築材料の有無の目視
による調査等）を行いその結果を監督員に説明し、事前調査結果（受注者の名称、調査終了年月日、調査方法、調査結果等）を現場の公衆に見やすい場
所に掲示すること。なお、掲示物の大きさは長さ42.0cm以上、幅29.7cm以上（A3用紙以上、縦長横長問わず）とする。また、監督員への説明書面の写
し、及び事前調査の記録は、工事完了後３年間保存すること。

下水道用鋳鉄製防護ふたは、「福山市型鋳鉄製防護ふた仕様書」に基づき製作され、本局が承認した製品とする。また、その取扱い及び施工は、JSWAS
〔G－3〕（日本下水道協会）による〔参考資料1〕「鋳鉄製防護ふた施工上の留意点」及び「下水道土木工事共通仕様書（案）」に基づき適切に実施する

こと。

下水道用鉄筋コンクリート製円形マンホールは、JSWAS〔A－11〕（日本下水道協会）規格製品とする。また、その取扱い及び施工は、JSWAS〔A－

11〕（日本下水道協会）による〔参考資料1〕「設計及び施工上の留意点」及び「下水道土木工事共通仕様書（案）」に基づき適切に実施すること。
下水道用鋳鉄製マンホールふたは、「福山市型鋳鉄製マンホールふた（標準）仕様書」、「福山市型鋳鉄製マンホールふた（高機能）仕様書」に基づき
製作され、本局が承認した製品とする。また、その取扱い及び施工は、JSWAS〔G－4〕（日本下水道協会）による〔参考資料2〕「鋳鉄製マンホールふ

たの施工上の留意事項」及び「下水道土木工事共通仕様書（案）」に基づき適切に実施すること。

施工に伴い通常避けることができない損害等の発生が予見されるときは、速やかに監督員に協議すること。

必要に応じて試掘を実施し、その位置を確認すること。また、当該管理者との協議及び試掘の結果を発注者に提出すること。

施工方法、建設機械の騒音及び振動の大きさ、発生実態、発生機構等について十分理解して、工事現場及び現場周辺の状況に留意すること。

本工事に必要な現場事務所及び資材置場等の用地は、全て受注者の責任と負担において確保すること。

使用する処理土がセメント及びセメント系固化材を使用した改良土の場合、「セメント及びセメント系固化材を使用した改良土の六価クロム溶出試験実
施要領（案）」に基づき、建設発生土リサイクルプラントから試験結果の提示を受けるとともに、施工後に六価クロム溶出試験を実施し、試験結果（計

量証明書）を提出するものとする。

コーン指数

再資源化に要する費用（運搬費を含む処分費）は、広島県及び廃棄物処理法政令市が廃棄物処理法に基づき許可した適正な施設のうち受入条件が合うも
のの中から、運搬費と受入費（平日の受入費用）の合計が最も経済的になるものを見込んでいる。従って、正当な理由がある場合を除き再資源化に要す

る費用（単価）は変更しない。

１により使用することとしている処理土について、何らかの事情によりその使用が困難である場合は、設計図書の内容について協議すること。

建設汚泥は、広島県及び廃棄物処理法政令市が、廃棄物処理法に基づき許可した適正な施設へ搬出し再資源化しなければならない。

本工事に使用する購入土は、建設発生土処分先一覧表（広島県）に掲載された建設発生土リサイクルプラントが製造した処理土（改良土を含む。以下同
じ。）を使用するものとする。積算にあたっては、運搬費と処理土購入費（工場渡し）の合計が最も経済的になるものを見込んでいる。したがって、正

当な理由がある場合を除き購入土に要する費用（単価）は変更しない。

なお、工事発注後に明らかになったやむを得ない事情により、建設発生土処分先一覧表（広島県）に掲載されている建設発生土リサイクルプラント又は

建設発生土受入地(一時たい積を含む。)への搬出が困難となった場合は協議するものとする。

建設汚泥は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」（以下「廃棄物処理法」という）を遵守し、適正に処理しなければならない。

搬出先においては、処分状況が確認できるよう、写真撮影を行うとともに、計量伝票等を監督員に提出すること。

また、搬出先として、運搬費と受入費（平日の受入費用）の合計が最も経済的になる建設発生土リサイクルプラント又は建設発生土受入地(一時たい積を

含む。)を見込んでいる。したがって、正当な理由がある場合を除き残土処分に要する費用（単価）は変更しない。

基準値判定指標

工事完了時には、伝票及び試験結果等を提出すること。
処理土は、次の要求品質を満足したものを監督員の確認を得て使用すること。

情報共有システムとは、業務の効率化を図り、受発注者間の情報を電子的に交換・共有するものであり、本工事が対象であるかは施工条件表を参照する

本工事で使用する情報共有システムは次とする。

広島県工事中情報共有システム　http://www.hdobokuk.or.jp/koujijyouhoushisutemu2.html

搬出先においては、許可看板と処分状況が確認できるよう、写真撮影を行うとともに、伝票等を提出すること。また、必要に応じて現地確認、立入り調

査等を行なうこと。

50mm以下最大粒径
800KN/㎡以上

本工事により発生する建設発生土は、建設発生土処分先一覧表（広島県）に掲載されている建設発生土リサイクルプラント又は建設発生土受入地(一時た

い積を含む。)のいずれかに搬出するものとする。

受注者は、情報共有システムの利用に当たり、「情報共有システム利用手引(土木工事)」に基づき運用すること。

受注者は、情報共有システムの利用対象としないことを希望する場合は、契約後すみやかに発注者にその旨を協議し、承諾を得ること。
受注者は、情報共有システムの利用に当たり、(一社）広島県土木協会に利用申込みを行い、利用料を支払うものとする。

工事着手前には、地下埋設物及び地下構造物の調査を行うとともに、当該管理者に立会を求めてその位置を確認し、管理者の指示を遵守して埋設物及び

構造物に損害を与えないよう注意して施工すること。

広島県土木工事共通仕様書（令和7年8月）『1-1-1-34 環境対策』で使用を義務付けている排出ガス対策型建設機械においては、第3次基準値以上の建設

機械の使用に努めること。なお、使用する排出ガス対策型建設機械について、基準値による設計変更は行わない。

土留工の施工は、地盤変動に留意して適切に設置撤去すること。また、設置撤去の不良により地下埋設物、通行者及び隣接物等に損害を与えた場合は、

受注者の責任により速やかに対処すること。
埋戻工の施工は、十分な締固めを行うこと。また、埋戻し及び締固めの不良により地下埋設物、通行者及び隣接物等に損害を与えた場合は、受注者の責

任により速やかに対処すること。なお、運搬機械からの直接投入は行わず、機械投入とすること。



第３節 特定建設資材廃棄物（アスファルト塊、コンクリート塊等）
1．

2．

3．

4．

第４節 「広島県土砂の適正処理に関する条例」に係る届出及び許可
1．

2．

第５節 産業廃棄物の場外保管
1.

第６節 再生資源利用計画
1.

第５章 熱中症対策

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

第６章 その他
1.

搬出先においては、許可看板と処分状況が確認できるよう、写真撮影を行うとともに、伝票等を提出すること。また、必要に応じて現地確認、立入り調

査等を行うこと。

特定建設資材廃棄物は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」（以下「廃棄物処理法」という）を遵守し、適正に処理しなければならない。
特定建設資材廃棄物は、広島県及び廃棄物処理法政令市が、廃棄物処理法に基づき許可した適正な施設へ搬出し再資源化しなければならない。

本特記仕様書及び設計図書に明示していない事項、または、疑義が生じた場合は、その都度、速やかに監督員と協議を行うこと。

建設発生土について、事業区域外において土砂埋立区域の面積が2，000ｍ2以上となる土砂の埋立行為を行う場合は、土砂埋立区域ごとに福山市長の許

可を受けなければならない。

埋立行為（埋立て、盛土、たい積）

土砂の搬出
建設発生土について、500ｍ3以上（一時たい積場については500ｍ3/月以上）の土砂を事業区域外へ搬出するときは、「広島県土砂の適正処理に関する
条例」（平成16年広島県条例第1号、以下「広島県土砂条例」という。）第2章第8条に基づき、土砂の搬出に係る計画を定め、当該土砂の搬出を開始す

る日から起算して20日前（一時たい積場については、当該計画に係る月の初日の10日前）までに、福山市長へ届け出なければならない。

本工事により発生する産業廃棄物を事業場の外（建設工事現場以外の場所）において300ｍ2以上の面積で保管する場合には、保管場所を所管する都道府
県知事に事前の届出を行うこと。また、届出事項を変更する場合は事前に変更届を、保管をやめたときは30日以内に廃止届を提出すること。

ただし、産業廃棄物処理業等の許可施設における保管は届出対象外とする。

　本工事は、工事現場の熱中症対策に資する経費に関して、現場管理費の補正を行う工事である。
工期（工事の始期日から工事の終期日までの期間で、準備期間、施工に必要な実日数、不稼働日及び後片付け期間の合計をいう。なお、検査期間13日
間、年末年始6日間（12月29日～1月3日）、夏季休暇3日間（国民の祝日である山の日の次の日から土曜日、日曜日及び振替休日を除く3日間とす
る。）、工場製作のみを実施している期間、工事全体を一時中止している期間は含まない。）期間中の真夏日の状況に応じて、変更契約時に現場管理費
の補正を行うものとする。
真夏日とは、日最高気温が30度以上の日をいう。また、日最高暑さ指数（WBGT）が25度以上の日をいう。ただし、夜間工事の場合は、作業時間帯の最

高気温又は最高暑さ指数（WBGT）を対象とする。
気温の計測箇所及び結果は、施工現場から最寄りの気象庁の地上気象観測所の気温又は環境省が公表している観測地点の暑さ指数（WBGT）を用いること
を標準とする。

なお、本工事において、上記地上観測所及び観測地点は、｢福山｣とすることを標準とする。
受注者は、工事期間中における気温の計測箇所、用いる計測値及び計測期間（計測開始日、計測終了予定日）を明記した施工計画書を工事着手前に提出

し、計測結果を工事完成時までに監督員に提出すること。
受注者は、計測終了日について、工事完成時までに監督員と協議するものとする。
積算方法は次のとおりとする。
　（１）補正方法
　　　ア　受注者より提出された計測結果の資料を基に、補正値を算出し現場管理費率に加算する。ただし、現場管理費率の補正は、｢積算寒冷地域で
　　　　　施工時期が冬期となる場合の補正｣、｢緊急工事の場合｣及び本通知の補正値を合計し、2％を上限とする。
　　　イ　真夏日率＝工期期間中の真夏日÷工期
　　　ウ　補正値（％）＝真夏日率×1.2
　（２）補正値の計算結果は、パーセント表示で小数点3位を四捨五入して2位止めとする。
受注者より、熱中症対策に資する現場管理費の補正が不要である旨の協議があった場合は、補正を行う工事から対象外とすることが出来る。
検査員から修補の指示があった場合、修補期間は対象外とする。

受注者は、再生資源利用計画及び再生資源利用促進計画を工事現場の見やすい場所に掲示（デジタルサイネージによる掲示も可）し、公衆の閲覧に供す
るとともに、インターネットの利用により公表するよう努めるものとする。あわせて、500m3以上の土砂を工事現場から搬出する場合には、「再生資源

利用促進計画の作成に伴う確認結果票」について作成と現場掲示すること。

再資源化に要する費用（運搬費を含む処分費）は、広島県及び廃棄物処理法政令市が廃棄物処理法に基づき許可した適正な施設のうち受入条件が合うも
のの中から、運搬費と受入費（平日の受入費用）の合計が最も経済的になるものを見込んでいる。従って、正当な理由がある場合を除き再資源化に要す

る費用（単価）は変更しない。



施　　工　　条　　件　　表

　対象工事名　 ： 　神島中継ポンプ場耐震補強工事

項目 事　　　項 該　　当 内　　　　　　　　　　　　　　容

①
　
計
画
準
備
関
係

施工計画書等の提出
　　あ　り 　　な　し 現場着手に先立ち、「広島県土木工事共通仕様書」に基づき施工計画書を作成し、監督員の確認を得ること。

取付ますの設置

　　あ　り 　　な　し 現場着手に先立ち、「広島県土木工事共通仕様書」に基づき主要資材承認書を作成し、監督員の確認を得ること。

変更図面の作成 　　あ　り 　　な　し
設計図書に基づき現地の測量等を行い、試験掘りの結果及び地下埋設物等の状況について照査し、管路の法線及び高
さ等に変更が生じた場合は、変更図面を作成し、提出すること。

　　あ　り 　　な　し

取付ますを設置できる権利がある関係者に対し、あらかじめ取付管及び取付ますの設置に関して十分に説明し、設置
の有無及び設置場所の確認等を行い、「取付管及び取付ます設置確認書」を取得し、施工すること。また、取付ます
の深さについても、十分検討すること。
なお、取得した「取付管及び取付ます設置確認書」は、完成図書とあわせて提出すること。

誓約書の提出 　　あ　り 　　な　し

試験掘りに先立ち、水道管、ガス管、その他の地下埋設物に対し、施工による不測の事態に対処するため、各管理者
に誓約書を提出すること。また、その誓約書の写しを提出すること。
なお、福山市上下水道局に提出する誓約書には、福山市上下水道局指定の配水本管工事施工資格業者を誓約業者とし
て指定すること。

施工方法等 地元関係者（土木常設員、町内会役員、水利役員）、その他関係者への説明

関係法令 関係法令に対する、届出、許可など
沿線商店 車両出入口 施工時間及び作業時間外の交通規制形態
関係機関

情報共有システム 　　あ　り 　　な　し 設計金額３，５００万円以上の工事は、原則として情報共有システムを利用する。

段階確認 　　あ　り 　　な　し
施工の重要な段階において、監督員の段階確認を受け、適切に実施すること。
なお、段階確認の工種及び時期、箇所等については、監督員と事前に協議すること。

協議 　　あ　り 　　な　し

次のとおり、関係機関及び地域住民等との協議を行うこと。

関係機関 事項 協議の内容 備考

その他

1/8



項目 事　　　項 該　　当 内　　　　　　　　　　　　　　容

②
　
工
程
関
係

工事期間 　　あ　り 　　な　し

工事期間は、次のとおりの期間の合計としている。また、本工事着手までの準備期間とし４０日間を、検査期間は１
４日間を見込んでいる。
なお、この工事期間には、雨天、休日等（作業期間内の全土曜日及び日曜日、並びに休暇等）を含んでいる。

  水道管移設期間  

関連する別途工事 　　あ　り 　　な　し

本工事に関連して、次の工事が施工、施工予定とされているため、相互に連絡・調整等を密にし施工すること。

　　あ　り 　　な　し

  準備期間     本工事施工期間   建物等調査期間  　変更協議期間
  後片付け期間     検査期間    ガス管移設期間  

場所 制約の要因 制約の内容 備考
全体

関連工事の名称 発注者名 予定期間 備考

円滑な交通の確保 施工時間帯は昼間とし、道路使用許可条件を遵守するものとする。
制約条件 　　あ　り 　　な　し

施工時期、施工時間及び施工方法に制約条件があるため、次のとおり、適切な処置を行うこと。

③
　
用
地
関
係

借地 　　あ　り 　　な　し

次のとおり、借地を見込んでいる。

備考

場所 目的 面積 使用後の処置 備考

　　あ　り 　　な　し

工事用地 　　あ　り 　　な　し

工事区間において、次のとおり、一部未処理用地がある。

場所 面積 協議内容 完了見込時期

2/8



項目 事　　　項 該　　当 内　　　　　　　　　　　　　　容

④
　
周
辺
環
境
保
全
関
係

建設公害の処置 　　あ　り 　　な　し

騒音・振動・粉塵・その他の防止のため、次のとおり、適切な処置を行うこと。

項目 処理方法 備考
建設機械（全般）

調査内容 調査項目 数量 備考

排ガス対策型の使用

井戸の調査及び
その他の調査等

　　あ　り 　　な　し

一部の区間において、第三者に何らかの影響をおよぼすことが懸念されるため、次のとおり、事前に井戸調査及びそ
の他の調査等を実施し、調査結果（計量証明書等）を監督員に提出すること。
なお、調査箇所等を変更する必要がある場合は、別途、協議すること。

建物等の調査 　　あ　り 　　な　し

一部の区間において、第三者に何らかの影響を及ぼすことが懸念されるため、次のとおり、発注者において近接する
建物等の調査を実施する予定としている。
なお、調査箇所等を変更をする必要がある場合は、別途、協議すること。

調査内容 調査項目 数量 備考

備考場所 工種 配合設計段階検体数 施工後段階検体数 工法

　　あ　り 　　な　し

濁水・湧水の処理 　　あ　り 　　な　し 施工に伴い発生する濁水・湧水は、水槽等の沈砂池により適切に処理し、排水すること。

六価クロム溶出試験
の実施

　　あ　り 　　な　し

次のとおり、「六価クロム溶出試験」を実施し、試験結果（計量証明書）を監督員に提出すること。
試験方法は、セメント及びセメント系固化材を使用した改良土の六価クロム溶出試験要領による。
なお、土質条件、施工条件等により試験方法、検体数に変更が生じた場合は、監督員と協議すること。
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埋戻土量500ｍ3につき1回
ただし、50ｍ3未満の場合は
省略できる。

埋戻土量・試験回数

項目 事　　　項 該　　当 内　　　　　　　　　　　　　　容

⑤
　
安
全
対
策
関
係

近接施工 　　あ　り 　　な　し

重要施設に近接した施工となるため、次のとおり、適切に管理を行うこと。また、そのチェックリストを提出するこ
と。

作業時間内の埋戻復旧 　　あ　り 　　な　し

作業時間外は交通開放するため、掘削・埋戻は即日に実施すること。
また、作業時間内に埋戻し・仮復旧を完了させ、作業時間外は掘削に伴う開口部を残さないこと。
なお、不測の事態により、埋戻復旧ができない場合は、警察等の関係機関へ連絡し、監督員に報告すること。
掘削・埋戻・仮復旧に係る割増を見込んでいる。

（次のいずれか）

他工事名 搬入場所

場所 近接する施設 条件 備考

搬入時期 備考

(複数回の場合異な
る層、位置で実施)

⑥
埋
戻
関
係

処理土 　　あ　り 　　な　し 処理土の購入先は、広島県が公表する建設発生土ﾘｻｲｸﾙﾌﾟﾗﾝﾄを見込んでいる。

流用土（現場内流用） 　　あ　り 　　な　し

流用土（他工事流用） 　　あ　り 　　な　し

埋戻土は、次のとおり、他工事の発生土を流用する予定としている。
なお、止むを得ない事情により、これにより難い場合は、別途、協議すること。

品質管理 　　あ　り 　　な　し

真砂土 　　あ　り 　　な　し 埋戻土は、真砂土（購入）を使用すること。

簡易貫入試験 市道　14回以上/10cm
品質管理頻度 試験方法 (土研式円すい貫入試験) 県道　17回以上/10cm

現場密度試験 95％以上
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建設発生土 　　あ　り 　　な　し
　当該工事により発生する建設発生土は、広島県が公表する建設発生土処分先一覧表に記載されている建設発生土リサイ
クルプラント、建設発生土受入地又は建設発生土受入地（一時たい積）に搬出するものとする。

⑦
　
建
設
副
産
物
関
係

項目 事　　　項 該　　当 内　　　　　　　　　　　　　　容

建設汚泥（泥土） 　　あ　り 　　な　し

建設汚泥（泥土）は、次の運搬先を見込んでいる。

種別 搬出場所 運搬距離 備考

建設汚泥（泥水） 　　あ　り 　　な　し

建設汚泥（泥水）は、次の運搬先を見込んでいる。

種別 搬出場所 運搬距離 備考

種別 搬出場所 運搬距離 備考
ｺﾝｸﾘｰﾄ殻

福山市箕島町字長浜6184-1 仕様書のとおり

福山市加茂町字北山992 仕様書のとおり

広島県土砂の適正処理
に関する条例

　　あ　り 　　な　し 「広島県の土砂の適正処理に関する条例」に係る届出及び許可の対象となる工事である。

特定建設資材の廃棄物 　　あ　り 　　な　し

特定建設資材の廃棄物は、次の運搬先を見込んでいる。

　　あ　り 　　な　し

　　あ　り 　　な　し

建設副産物情報
交換システム

　　あ　り 　　な　し 建設副産物情報交換システムの登録対象工事である。
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立坑①、④ 鋼製　ｔ＝12mm 計画地盤-1.5ｍ 各1 基

項目 事　　　項 該　　当 内　　　　　　　　　　　　　　容

場所 仮設材料名 残置の形態 数量 備考

立坑⑤ 鋼製　ｔ＝6.4mm 計画地盤-1.5ｍ 1 基

次のとおり、工事終了後も仮設（土留）材料を残置すること。

立坑②、③ 鋼製ライナー 計画地盤-1.5ｍ

次のとおり、土留を見込んでいる。なお、開削工における建込土留については任意仮設とする。仮設方法は土質条
件・現場条件および周辺環境を考慮し施工管理・出来形管理を行うこと。

各1 基

場所

作業時間以外は交通開放するため、次のとおり、路面覆工を見込んでいる。

m
場所 覆工幅 覆工延長 仕様 備考

立坑①、③ 2.00 m 2.00 円形覆工板
立坑②、④ 1.50 m 1.50 m 〃

覆工材料の残置 　　あ　り 　　な　し

別途工事で引き続いて使用するため、次のとおり、工事終了後も覆工材料を残置すること。

場所 仕様 数量 付属部材 備考

水替 　　あ　り 　　な　し 施工に伴う湧水について、水替ポンプにより排水することを見込んでいる。

仮設電力設備 　　あ　り 　　な　し

次のとおり、仮設電力設備を見込んでいる。

場所 設備の種類 備考

搬入道路 期間 時間 工事中・後の処置 備考
全ての道路 工事期間 8時 ～ 17時 随時路面等の清掃、工事後舗装等の欠損部補修 処置は使用に伴い影響があった場合

一般搬入道路 　　あ　り 　　な　し

一般道路を搬入路として使用するにあたり、次のとおり、適切に処置すること。

仮設道路 　　あ　り 　　な　し

仮設道路を設置・使用するにあたり、次のとおり、適切に処置すること。

期間 安全施設 使用中の処置 使用後の処置 備考

⑧
　
仮
設
関
係

土留 　　あ　り 　　な　し

仮設(土留)材料の残置 　　あ　り 　　な　し

路面覆工 　　あ　り 　　な　し

工法 土留種別 備考
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No.1立坑 → No.2立坑 高耐荷力推進工法(泥水)

項目 事　　　項 該　　当 内　　　　　　　　　　　　　　容

場所 移設物件 移設の形態 設計見込金額（税抜）

場所 確認物件 方法 備考

本工事では、次の移設工事を含んでいる。⑨
　
工
事
支
障
物
件
関
係

試験掘り 　　あ　り 　　な　し

施工に先立ち、地下埋設物等の位置を確認するため、次のとおり、試験掘りを行うこと。

本工事に含まれる移設工事 　　あ　り 　　な　し

　　あ　り 　　な　し

工事支障物件 　　あ　り 　　な　し 場所 支障物件 内容 備考
開削部 水道、雨水管 試験掘等を実施し別途協議

次の物件について、工事の支障となる可能性があることを見込んでいる。
なお、試験掘り等の結果により、別途、協議を行うこと。

プラント 備考
立坑部 仕様書の通り 二重管ストレーナー(複相) 車上

⑩
　
地
盤
改
良
・
推
進
関
係

薬液注入 　　あ　り 　　な　し

次のとおり、薬液注入工法を見込んでいる。なお、注入対象範囲は標準的なものを表している。注入率・注入割合は
グラウト協会を参照している。現場条件に合わせて実施すること。

場所 数量・区分等 工法

区間 工法 備考

No.3立坑

坑口部 〃

次のとおり、推進工法を見込んでいる。

〃

〃 〃
管路部 〃 〃 〃

→ No.4立坑 〃
No.3立坑 → No.2立坑 〃

取付管①～⑤

　　あ　り 　　な　し

推進工法 　　あ　り 　　な　し

No.1立坑 → No.5立坑 鋼製さや管推進工法（ボーリング方式 一重ケーシング式）
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項目 事　　　項 該　　当 内　　　　　　　　　　　　　　容

⑪
　
そ
の
他

取付ますの請求額 　　あ　り 　　な　し
設置した取付ますについて、材料費等を含めた設置費用として、設置依頼者等に対して請求する額は、
￥２３，０００円（消費税を含む）としている。

工事完成のお知らせ 　　あ　り 　　な　し
完成検査が終了した後、工事沿線の関係者に対して「下水道工事完成のお知らせ」（別途、参考様式有り）を配布す
ること。

　　あ　り 　　な　し

　　あ　り 　　な　し

　　あ　り 　　な　し

その他の図面 　　あ　り 　　な　し 福山市上下水道局の「福山市下水道構造標準図」（２０２６年４月１日改訂版）に基づき、適切に実施すること。

マンホール及び取付管
の位置調査

　　あ　り 　　な　し
工事の完了に伴い、「マンホール及び取付管の位置調査」の記載要領に基づき、マンホール及び取付管の位置を記入
した図面を作成し、提出すること。

　　あ　り 　　な　し
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章 項　目 章 項　目特記事項 特記事項

縮尺率 図面No

A1=100%

A2= 71%

A3= 50%

建築工事特記仕様書　No-1

図面名称

工事名称

設計

福山市上下水道局施設部施設整備課

章 項　目 特記事項

への登録

テム（コリンズ）

工事実績情報シス

各
章
共
通
事
項

適用基準等一般事項

・

・

・

・

　図面、本特記仕様書、標準仕様書に記載のない事項は次の基準による。

登録

取扱い

書面の書式及び （１.１.５）情報共有システムの適用及び機能要件

機能要件（

・　する ・

・　適用する

（１.１.13）

平成12年５月31日建設省告示第1455号における区域

積雪荷重・

）Ⅳ・Ⅲ・Ⅱ・Ⅰ・地表面粗度区分（

風圧力・

関連法令等の遵守

（１.２.４）

無し・

（１.２.１）

（１.１.14）

・

実施工程表

適用する・

遠隔臨場の実施

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

工事の記録等

法令等の適用区分

　建築基準法に基づき風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

遠隔臨場の適用及び実施内容

概成工期

報告に用いる書式等

・

・

現場説明書による

「営繕工事写真撮影要領による工事写真撮影ガイドブック建築工事編及び解体工事編　令和５年版」

Ⅰ　工事概要

１．工事場所

２．敷地面積

３．工事種目

（１）

㎡

・「３．工事種目」のうち　　　　　　　　　の全てを工事範囲とする。

　ただし、その他の工事種目は全て今回工事範囲とする。

※「３．工事種目」全てを工事範囲とする。

Ⅱ　工事仕様

植栽及び屋上緑化工事

舗装工事

排水工事

ユニット及びその他の工事

内装工事

塗装工事

カーテンウォール工事

建具工事

左官工事

金属工事

屋根及びとい工事

木工事

タイル工事

石工事

防水工事

及び押出成形セメント板工事

コンクリートブロック・ＡＬＣパネル

鉄骨工事

コンクリート工事

鉄筋工事

土工事

地業工事

仮設工事

23

22

21

20

19

18

17

16

15

14

13

12

11

10

９

８

７

６

５

４

３

２

工事範囲工事種目

４．工事範囲

１．図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）

による。

２．電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、電気設備工事及び機械設備工事は それぞれの特記仕様書を適用する。

３．特記仕様書の適用は次による。

（２）特記事項は、・　印の付いたものを適用する。

・　印と　※　印の付いた場合は、共に適用する。

・　印の付かないものは、※印の付いたものを適用する。

（１）項目は、　　印の付いたものを適用する。・

令和７年版」（以下「標準仕様書」という。）

なお、電気設備工事の特記仕様書は（　　／　　）図、機械設備工事の特記仕様書は（　　／　　）図による。

１・

・

・

・

・

・

・

・ALC パネル及び押出

コンクリートブロック工事作業

パネル施工エーエルシー エーエルシーパネル工事作業・

・ブロック建築ブロック・コンクリート

工事成形セメント板

構造物鉄工作業・鉄骨工事 鉄工

工事
コンクリート圧送工事作業・送施工

コンクリート
コンクリート圧

型枠工事作業・型枠施工

改質アスファルトシート常温粘着工法防水工事作業・

FRP防水工事作業・

法防水工事作業改質アスファルトシートトーチ工

シーリング防水工事作業

セメント系防水工事作業

塩化ビニル系シート防水工事作業

合成ゴム系シート防水工事作業

アクリルゴム系塗膜防水工事作業

ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

アスファルト防水工事作業

・

・

・

・

・

・

・

・

防水工事 防水施工

・ALC パネル及び押出

適用

コンクリートブロック工事作業

パネル施工エーエルシー エーエルシーパネル工事作業・

・ブロック建築ブロック・コンクリート

工事成形セメント板

構造物鉄工作業・鉄骨工事 鉄工

工事
コンクリート圧送工事作業・送施工

コンクリート
コンクリート圧

型枠工事作業・型枠施工

鉄筋組立て作業・

とび作業・

鉄筋施工

とび

鉄筋工事

仮設工事

（１.５.２）

技能士

適用工事種類 職　種 技能検定の作業の種別

・

左官作業

内外装板金作業

鋼製下地工事作業

左官工事 左官

金属工事
建築板金

内装仕上げ施工

・

・

・

工事屋根及びとい 内外装板金作業

大工工事作業

タイル張り作業

石張り作業

木工事

建築板金

建築大工

タイル張りタイル工事

・

・

・

・石材施工石工事

建築塗装作業

ガラス工事作業

ビル用サッシ施工作業

金属製カーテンウォール工事作業

自動ドア施工作業

ガラス工事作業

ビル用サッシ施工作業

塗装工事

ル工事カーテンウォー

建具工事

塗装

ガラス施工

サッシ施工

ル施工カーテンウォー

自動ドア施工

ガラス施工

サッシ施工

・

・

・

・

・

・

・

内装仕上げ施工
木質系床仕上げ工事作業・

ボード仕上げ工事作業・

カーペット系床仕上げ工事作業・

作業

作業

造園工事作業

加熱ペイントマシンマーカー工事

溶融ペイントハンドマーカー工事

・

・

植栽工事 造園

舗装工事 路面標示施工

建築配管作業

壁装作業

排水工事 配管

表装

・

・

・

プラスチック系床仕上げ工事作業

内装工事

・

濃度測定

実施する段階（　　　　　　　　　　）

実施回数(　　　　)回・

・

中間技術検査 （１.６.２）技術検査

（１.５.10）

（１.５.５）

（１.５.７）

・現場説明書による・

測定対象室及び測定箇所

・パッシブ型採取機器による・

測定方法

・

スチレンホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチノレベンゼン、・

測定対象化学物質

・現場説明書による・測定時期

・適用する

濃度測定の実施化学物質の

関連工事等との総合試運転調整

見本施工の実施

総合試運転調整

・

しない・

・

施工の検査等

完成時の

提出図書

提出図書

※

・

※

種類、記入内容等完成図

提出部数（　　　　　）部

・

・

・

・

・

・

監督職員 （２.３.１）監督職員事務所等

建物

・　設置する ・　設置しない

工事用水 構内既存の施設

工事用電力 構内既存の施設

規模、仕上げの程度

・　現場説明書による ・

設備

※ 監督職員との協議による

・現場説明書による・

備品等の種類及び数量

・現場説明書による・

・利用できない ・

・利用できない ・

事務所等・

・

・

仮
設
工
事

２

完成写真・

撮影箇所

撮影仕様

（

（

（１.７.３）作成等

資料

保全に関する・

・

（１.３.５）

（１.３.３）

施工条件

・する

電気保安技術者 配置・

・

工事現場において再利用及び再資源化を図るもの

発注者に引渡しを要するもの

現場説明書による・

・

・現場説明書による・

特別管理型産業廃棄物の種類及び処理方法・

・現場説明書による・

・

（１.３.11）発生材の処理等 処理等・

③　安定的な供給が可能であること。

けた場合はこの限りでない。

あらかじめ監督職員の承諾を受

品質等材料の品質等 （１.４.２）

（５）製造業者等に関する資料の提出を求める材料

⑥　販売、保守等の営業体制を整えていること。

⑤　製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

④　法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。

②　生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。

①　品質及び性能に関する試験データを整備していること。

［（一社）公共建築協会が発行する「建築材料・設備機材等品質評価

の評価書の写し等）を監督職員に提出して承諾を受ける。ただし、事業」]

とし、その証明となる資料（外部機関

次の①から⑥の事項を満たすもの（４）本工事に使用する材料のうち、（５）に指定する材料の製造業者等は、

材料製造所の指定する工法とする。（３）標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については、

監督職員の承諾を受ける。

ものとし、同等品を使用する場合は

ものとする。

通常有すべき品質及び性能を有する

（２）備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用する

（１）本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能の他、

モルタル、グレーチング、屋上緑化システム、トップライト、ポリマーセメント天井点検ロ、床点検ロ、

仕切、トイレブース、煙突用成形ライニング材、断熱材、フリーアクセスフロア、可動間仕切、移動間

ガラス、現場発泡引戸機構、重量シャッター、軽量シャッター、オーバーヘッドドア、構、自閉式上吊り

ステンレス製建具、錠前類、クローザ類、自動ドア機系下地及び鉄骨下地）、鋼製建具、鋼製軽量建具、

製建具（コンクリート防水剤、アルミニウム製建具（コンクリート系下地及び鉄骨下地）、樹脂調整材、

クタイル、既調合モルタル、既調合目地材、ルーフドレン、吸水成形伸縮目地材、乾式保護材、セラミッ

ウト材、押出成形セメント板、　床型枠用鋼製デッキプレート、鉄骨柱下無収縮モルタル、無収縮グラ

て評価書が発行されている材料（一社）公共建築協会の「建築材料・設備機材等品質評価事業」におい・

鋳鉄製ふた

・

※ ・（ ）

・

・

・

・着手前・工事中写真

撮影仕様

提出仕様

提出部数

（

（

（

※

※

Ｌ判程度（カラー）

Ａ４判印刷、若しくはＡ４判写真帳

１部

）

）

）

・

・

・週休二日適用工事（・現場説明書による ）

・現場説明書による

この限りでない。

※ 建設副産物情報交換システム（ＣＯＢＲＩＳ）　　（財）日本建設情報総合センター

施工計画時・・・・・・ 工事完了時・・・・・・・

搬入・

搬出・

再生資源利用計画書・・

再生資源利用促進計画書 再生資源利用促進実施書・

再生資源利用実施書・・・

※

なお、本工事では広島県産業廃棄物埋立税相当額を含んでいる。

※

※ 竣工図

速やかに次の図書を提出する

Ａ３判を２つ折りにして製本　　　　　部

部

電子データ提出

ＣＡＤデータ（媒体（ＣＤ－Ｒ等）、データ形式等は監督職員の指示による。

一式（福山市竣工図電子データ作成要領による。）

、

（３）特記事項に記載の（　．　．　）内の表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図 又は当該表を示す。

建築物解体工事共通仕様書（令和４年版）国土交通省大臣官房官庁営繕部

営繕工事写真撮影要領（令和５版）国土交通省大臣官房官庁営繕部

建築工事標準詳細図（令和４年版）（以下「標準詳細図」という）

・　現場説明書による ）

（１.１.４）

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課

標準仕様書１.２.４（４）により整備する工事写真については次による

実施内容（　・　現場説明書による　　・　　　　　　　）

有り（　・　現場説明書による　　・　　　　　　）

標準仕様書１.３.５（１）以外の施工条件

する（適用箇所：　・　現場説明書による　　・　　　　）

行う（適用箇所：　・　現場説明書による　　・　　　　）

標準仕様書１.７.２及び１.７.３による

標準仕様書　表１.７.１による

提出仕様（　・　紙べース　　・　電子データ　　・ 　　　　　　)

完成図 施工図

（表１.７.１）（１.７.２）

提出仕様（　・　紙べース　　・　電子データ　　・ 　　　　　　)

利用できる（　・　有償　　・　無償　）

利用できる（　・　有償　　・　無償　）

福山市建築工事特記仕様書

・「３．工事種目」のうち　　　　　　　　　の工事範囲は次表のとおりとする。

・

※

・

作業時間は、原則午前８時から午後５時までとし、通学時間帯を考慮する。

日曜日及び祝日に作業を行わない。ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合は、

計画書（実施書）を提出する。なお、これにより難い場合は、監督職員と協議する。

　また、建設リサイクル法に規定する建設資材を搬入（搬出）する場合は、次表により

　本工事は登録対象工事であるため、受注者は、施工計画時、工事完了時及び登録情報の変更が

本工事で発生する建設廃棄物のうち、広島県内の最終処分場に搬入する建設廃棄物については、

広島県産業廃棄物埋立税が課税される。

適用する技能検定の職種及び作業の種別は次表による。

※

生じた場合は、速やかに当該システムにデータの登録を行うものとする。

工事請負契約締結後、監督職員から通知

形　式： 電子データ　JPEG フルカラー ・

本工事は、法定外の労災保険を含んでいる。

官公署の手続き１．

２．施工中の安全確保

監理（主任）技術者３．

現場代理人及び監理（主任）技術者は、工事現場内において工事名、

４．別契約の関連工事との調整等

別契約の関連工事受注者が足場などを使用する場合は無償とする。

別契約の関連工事受注者と工程を含めた総合的な打合せを定期的に行う。

５．施工管理

※ 施工体制台帳の写しを提出する。

工期、写真、所属会社名及び証明印の入った名札を着用する。

施工図及び施工計画書

提出した施工図及び施工計画書の著作に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に移譲する

保証書

引渡し後点検

・

・

引渡し後点検（第１次点検）　引渡しの概ね１年後

引渡し後点検（第２次点検）　引渡しの概ね２年後

６．

７．

８．

・

・

・

施工範囲は「工事区分表」による。

次の工事について保証書を提出する。

ものとする。

引渡し後、次の点検を行う。（○印のついたものを適用する。）

材料名 保証年限 備　　考

防水工事

屋根工事

防錆工事

特殊床工事

プール工事

植栽工事 活着 　1 枯死の場合

・ ｱﾙﾐ ・ ｽﾃﾝﾚｽ ・ FRP

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

塗装（通常塗装の場合）

プール本体

フローリング及び塗装

折板葺き

瓦葺き

長尺金属板葺き

塗膜防水

合成高分子ルーフィング防水

改質アスファルト防水

アスファルト防水 10

10

10

10

漏水の場合等

漏水の場合等

漏水の場合等

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

・

 工事区分

受注者は、発注者が行うとされている関係官公署への必要な手続きを代行する。

本工事の工期は、設備工事の工期及び工事検査期間として14日を含んでいる。

本工事は、交通誘導員として　 　 人を見込んでいる。

（官公署手続きは監督職員の承諾後とする。）

交通誘導員の配置については、実施伝票（原本）及び配置状況の分かる立会写真の撮影を行い監督職員に提出する。

Ⅲ　福山市建築工事仕様

本特記仕様書において、「監督職員」と記載があるものは「監督員」と読み替えるものとする。

提出仕様（

・図示による・設計ＧＬ・

検査後１４日以内に提出する。

※ 電子データ アルバム（Ａ４判程度）　1部・写真帳　1部・

電子データ形式等は、監督職員の指示による。

）

）

）

工事完成時に次の完成写真を撮影し、監督職員に提出する。

・外景 4500×3000ピクセル以上で画像補正を行ったもの画質等：

各室 1280×960ピクセル以上かつデジタルカメラの設定のうち最高の画質・

・

※

・

Ver.2512

広島県福山市山手町五丁目地内

452.99

耐震補強工事　開口部閉塞（窓2箇所、出入口1箇所）

図示による

図示による

図示による

図示による

図示による

図示による

風速（Vo＝　32　m/s）

別表（　34　）

耐震補強工事箇所（外部・内部）

提出部数（　　1　　）部

神島中継ポンプ場耐震補強工事

２０２６年　９月

福山市上下水道局 １

Ａ

※補助色表記としているため、印刷時は対象の記載のみ文字色の変更を行ってください。



（６.２.５）（表６.２.５）

章 項　目 章 項　目 章 項　目 章 項　目特記事項 特記事項 特記事項 特記事項

図示による

土
工
事

埋戻し及び盛土

※

・

・

・

・

Ａ種

Ｂ種

Ｃ種

Ｄ種

施工箇所（

施工箇所（

施工箇所（

受渡場所（

施工箇所（

）

）

）土質（

）

）

）

建設発生土の処理 （３.２.５）

材料及び工法

標準仕様書　表３.２.１による

地
業
工
事

処理

・

・

・

構内指定場所に堆積・

試験及び報告書等 （４.２.１）

・

試験掘り（根切り底の状態の確認等）

・図示による・

支持地盤の位置及び土質（基礎底部の位置含む）

直接基礎・

行う・行わない

位置等・図示による・

・

・図示による

図示による・

・・

・杭基礎

支持層の位置及び土質（杭先端の位置含む）

試験杭の位置、本数及び寸法

構内指定場所に敷均し

構外搬出（搬出先：　　　　　　　）

・地盤の載荷試験 （４.２.４）

適用する・ ・適用しない

載荷試験の方法

平板載荷試験

・

・

載荷試験の位置、載荷荷重

報告書の記載事項

図示による・ ・

・

地盤工学会基準JGS1521による

（４.２.３）杭の載荷試験・

・適用する・適用しない

載荷試験の方法

報告書の記載事項

図示による・

・

・

・

水平載荷試験・

・

・

・鉛直載荷試験

・

・

載荷試験の試験杭の位置、本数及び載荷荷重

地盤工学会基準JGS（　　　　　）による

地盤工学会基準JGS1831による

・特定埋込杭工法

（４.３.３）既製コンクリ

ート杭地業

・

杭の種類

・遠心力高強度プレストレストコンクリート杭（ＰＨＣ杭）

・プレストレスト鉄筋コンクリート杭（ＰＲＣ杭）

・外殻鋼管付きコンクリート杭（ＳＣ杭）

ＳＣ杭の鋼管材料

材料

・図示による・

杭の寸法、継手の箇所数等

・図示による・

杭先端部形状

・開放形・半開放形・閉そく形・

（４.３.３）

杭の性能及び曲げ強度等による区分等

工法

（４.３.１）（４.３.４）・セメントミルク工法

掘削深さ

・図示による

杭の支持層への根入れ長さ

・図示による

杭の水平方向の位置ずれ精度

・

根固め液及び杭周固定液の管理試験

※

・

・

・

・プレボーリング拡大根固め工法

中掘り拡大根固め工法・

・

）γ=（）、β=（）、α=（

値を採用できる工法

・

・

継手

杭の継手の工法

・溶接継手

溶接材料

・標準仕様書７.２.５（１）（２）による

・

機械式継手・

鋼杭地業 材料 （４.４.３）

鋼杭の材料・図示による・

工法

特定埋込杭工法

・

・

用できる工法

α=（ ）、β=（ ）、γ=（ ）

中掘り拡大根固め工法・

・

うちα、β、γが以下の値を採

場所打ちコン

クリート杭地業

材料その他

鉄筋の種類

種類の記号

・

・

・

呼び径（ｍｍ） 備考

（４.５.４）

（４.５.４）

（４.５.４）

（４.５.４）

帯筋の加工及び組立

・図示による ・

鉄筋の最小かぶり厚さ

・ ・

鉄筋かごの補強

・図示による ・

組み立てた鉄筋の節ごとの継手

※ 重ね継手

重ね継手の長さ

※ 標準仕様書 表５.３.２による ・

（４.５.４）

（４.５.４）

主筋の基礎底盤への定着長さ

・図示による ・

セメントの種類

※ ・

・図示による ・

コンクリートの種別

・Ａ種 ・Ｂ種・評定等の内容による

スランプ

・・（ ）cm

※ ３N/mm2

・図示による ・評定等の内容による ・

高炉セメントＢ種

※

コンクリートの設計基準強度(Ｆｃ)

構造体強度補正値(Ｓ)

鋼材部分の材料

・図示による ・

工法 （４.５.１）（４.５.４～４.５.６）

・

・

・

アースドリル工法

リバース工法

オールケーシングエ法

・場所打ち鋼管コンクリート杭工法

・

・拡底杭工法

・

鋼管の種類

杭の支持層への根入れ長さ

・図示による

杭の水平方向の位置ずれ精度

・

・

・

孔壁の確認（超音波測定器による）

・行う・

測定箇所

・試験杭（ ）箇所、本杭（ ）箇所・

砂利地業 材料

・再生クラッシャラン ・切込砂利 ・切込砕石

※ ・

範囲

・基礎下、基礎梁下、土に接するスラブ下、土間コンクリート下

図示による・

砂地業 材料

・シルト ・山砂 川砂・ ・砕砂

（４.６.２）

（４.６.３）

※ ・

範囲

・図示による

捨コンクリートの厚さ （４.６.４）

※ ・

範囲 （４.６.４）

・基礎下、基礎梁下、土に接するスラブ下

・図示による

コンクリートの種別

※ 普通コンクリート

（４.６.２）

（４.６.３）砂利地業の厚さ

・

砂地業の厚さ

捨コンクリー

ト地業

設計基準強度

※

スランプ

※

・図示による

床下防湿層

21cm 18cm

（４.５.４）

（４.５.４）

地盤改良（深層

混合処理工法）

材料

固化材の種類 ・セメント固化材

（４.７.２）

工法

方式

※ 機械撹拌方式 ・

改良体の設計基準強度(Ｆｃ)、改良体長さ、改良率、改良体幅

・図示による ・

材料

※

範囲 （４.６.５）

（４.６.２）

・建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下（ピット下を除く）

・図示による

防湿層

・適用する

・

（４.６.５）

（４.７.３）

継手

・

・標準仕様書７.２.５（１）（２）による

・

・機械式継手

溶接継手

溶接材料

杭の継手の工法

杭頭の処理等

・処理する・処理しない

処理方法（切断に伴う補強方法含む）

・図示による・

（４.３.８）杭頭の処理

・処理する・処理しない

処理方法（切断に伴う補強方法含む）

・図示による・

・図示による

固化材の配合量及び水固化材比を決定するための対象とする地層

図示による・

室内配合試験における一軸圧縮試験の供試体数

特殊な地盤等での試験施工

・図示による

改良工事完了後の試験

一軸圧縮試験の検査対象、コア採取方法、供試体数、検査方法

・図示による

六価クロム溶出試験

・適用する

鉄筋 鉄筋の種類 （５.２.１）

・

・

・

・

種類の記号

・

・

呼び径（mm） 備考

混合処理工法）

材料

固化材の種類 ・セメント固化材

工法

方式

※

地盤改良（浅層

（４.８.３）

（４.８.２）

原位置混合方式

・図示による

・図示による

図示による・

室内配合試験における一軸圧縮試験の供試体数

改良体の設計基準強度(Ｆｃ)、改良対象土、改良範囲、改良厚さ

固化材の配合量を決定するための対象とする地層

改良工事完了後の試験

一軸圧縮試験の検査対象、コア採取方法、供試体数、検査方法

六価クロム溶出試験

・適用する

・図示による

溶接金網 鉄線の形状等 （５.２.２）

・溶接金網

種類 種類の記号 使用部位

加工 鉄筋の折曲げ形状及び寸法

・

（　　）以上

（５.３.２）

鉄筋の継手の方法等 （５.３.４）

部位

柱及び梁主筋

耐力壁の鉄筋

基礎、耐圧スラブ、土圧壁

上記以外（　　　　　　）

・

・

・

・

・

ガス圧接

溶接継手

重ね継手

重ね継手

重ね継手

・

・

・

・

・

機械式継手

重ね継手

ガス圧接

継手の方法 呼び径（mm）

継手位置 （５.３.４）

・図示による

柱及び梁主筋の重ね継手の長さ

・

（５.３.４）

鉄筋のかぶり 最小かぶり厚さ（目地底から算出を行う） （５.３.５）

※

・ 使用箇所（ ）

軽量コンクリ－トの適用の有無

・ ）

・

・

最小かぶり厚さに加える厚さ（ ）mm

耐久性上不利な個所の有無（塩害等を受けるおそれのある部分等）

・ ）

・

・

最小かぶり厚さに加える厚さ（ ）mm

各部配筋 各部配筋

・図示による

・図示による

（５.３.７）

抜取試験

※ 超音波探傷試験

・引張試験

試験方法等

継手及び定着

・

・

・

・

・図示による・

耐力壁の重ね継手の長さ

※ 標準仕様書５.３.４（３）（ア）による

・図示による

（５.３.４）

・先組み工法等で、柱及び梁の主筋のうち、隣り合う継手を同箇所に 設ける場合

・図示による

・

・

鉄筋の定着長さ （５.３.４）

※

・図示による ・

標準仕様書５.３.４（５）（イ）の場合の折り曲げ定着の方法

※ 標準仕様書図５.３.３により５.３.４（５）（イ）を全て満足する

・

機械式定着工法

・適用する

（５.３.４）

標準仕様書 表５.３.４による

・適用しない

適用箇所

種類 ・

・図示による

図示による

・

・

厚さ及び間隔

（溶接金網を含む）

標準仕様書 表５.３.６による

有り

有り 適用箇所（

有り 適用箇所（

・

圧接完了後の

圧接部の試験

・図示による

SD295

SD345

D16以下

D19以上

鉄線の形状、網目寸法、鉄線の径（mm）

・

鉄
筋
工
事

機械式接手

（５.５.３）

（５.５.３）

（５.５.３）

（５.５.３）

適用箇所

・図示による ・

・Ａ級・

機械式継手の種類

・図示による ・

鉄筋相互のあき

・評定等の内容による・図示による

工法

（５.５.５）施工完了後の継手部の試験

外観試験

試験項目及び合否判定

※

図示による ・・

※

外観試験で不合格となった場合の措置 （５.５.６）

図示による・ ・

・　超音波測定試験

試験対象

・図示による ・

・図示による ・

超音波測定試験で不合格となった場合の措置 （５.５.６）

溶接接手 （５.６.３）

適用箇所

・図示による ・

・Ａ級・

工法

（５.６.３）

・図示による ・

鉄筋相互のあき

・図示による

溶接継手の工法 （５.６.３）

（５.６.３）

・・

ひび割れ誘発目地の位置、形状

・図示による

標準仕様書９.７.３（１）（ア）による

・

※

・図示による・

スラブ、壁梁又は基礎の上端※

柱及び壁

・図示による・

スパンの中央又は端から１／４の付近※

梁及びスラブ

打継ぎの位置打継ぎの位置、

コンクリートの

調合

調合管理強度

構造体強度補正値(Ｓ)

※ 標準仕様書 表６.３.２による

・

（６.６.４）

（６.３.２）

地、打継目地

ひび割れ誘発目

目地の寸法

縮尺率 図面No

A1=100%

A2= 71%

A3= 50%

図面名称

工事名称

設計

福山市上下水道局施設部施設整備課

建築工事特記仕様書　No-２

６． コンクリートの

※

・

Ⅰ類（ＪＩＳ Ａ ５３０８への適合を認証されたコンクリ－ト）

Ⅱ類（ＪＩＳ Ａ ５３０８に適合したコンクリ－ト）

・普通コンクリート

・軽量コンクリート

コンクリ－トの類別

・

適用箇所（ ）

（６.２.１）

構造体コンクリ

ートの仕上り

合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ

・

・

・

適用箇所種別

Ａ種

Ｂ種

Ｃ種

・

・

・

適用箇所種別

コンクリートの仕上げの平たんさ

・

・

・

図示による

図示による

図示による

・

・

・

ａ種

ｂ種

ｃ種

・

・

・

図示による

図示による

図示による

・

・

・

普通エコセメント・

フライアッシュセメントＢ種・

高炉セメントＢ種・

普通ポルトランドセメント、高炉セメントＡ種、シリカセメントＡ種又はフライアッシュセメントＡ種※

種類セメント

）・※　下記以外全て適用箇所（

）適用箇所（

）適用箇所（

）適用箇所（

骨材

）適用箇所（適用する・

フェロニッケルスラグ骨材、銅スラグ細骨材及び電気炉酸化スラグ骨材 （６.３.１）

・適用しない

再生骨材Ｈ（普通エコセメントを使用するコンクリート） （６.３.１）

）適用箇所（適用する・

・適用しない

Ｂ・Ａ※

（６.３.１）アルカリシリカ反応性による区分

混和材料

（６.３.２）標準仕様書６.３.２（イ）（ｆ）の①～③以外の混和材料

（６.３.１）

（６.３.１）

混和材料の適用及び種類

混和材・

混和剤・

標準仕様書６.３.１（４）（ａ）による※

混和剤の種類

標準仕様書６.３.１（４）（ｂ）による※

混和材の種類

使用方法及び使用量

種類

設計基準強度（N/mm2） スランプ（cm） 適用箇所

・

・

・

・

※

※

・

・

・

・

基礎、基礎梁、土間スラブ

柱、梁、スラブ、壁

15又は18

18

コ
ン
ク
リ
勖
ト
工
事

・監督職員の承諾による※

・

３・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

４

５・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

（表３.２.１）（３.２.３）

・

４

 (４.２.２)(４.３.４)(４.３.５)(４.５.５)(４.５.６)

・　SKK400　　・　SKK490・

杭径の１/４かつ100mm以下・

標準仕様書４.３.４（６）（コ）による

平成13年国土交通省告示第1113号第６による地盤の許容支持力 式でα=250を採用できる工法

平成13年国土交通省告示第1113号第６による地盤の許容支持力 式のうち、α、β、γが以下の

（４.３.５）（４.３.１）

（７.２.５）（４.３.６）（４.３.３）

（４.４.４）（４.３.５）

平成13年国土交通省告示第1113号第６による地盤の許容支持力式でα＝250を採用できる工法

平成13年国土交通省告示第1113号第６による地盤の許容支持力式の

（７.２.５）（４.４.５）（４.４.３）

（４.４.６）（４.３.８）

（５.２.１）（４.５.４）

SD295

SD345

100mm

（４.５.４）

（４.５.４）（５.３.４）

（５.３.４）

（表４.５.１）（４.５.４）

SKK400・SKK490・

杭径の１/４かつ100mm以下

60mm

60mm

50mm

標準仕様書 表６.２.１以外のコンクリートを用いる場合

18N/mm２

15cm又は18cm

・

・

・

・

・

・

（６.14.１）（４.６.４）

（６.14.１）（４.６.４）

（６.14.１）（４.６.４）

（６.14.１）（４.６.４）

ポリエチレンフィルム厚さ0.15mm以上・

・

・

・

・

・適用しない

・

・

・

・

・

・

・適用しない

鉄筋の折曲げ角度が90°未満の折曲げ内法直径(Ｄ)

柱及び梁の主筋にD29以上の使用の有無

主筋のかぶり厚さを径の1.5倍以上確保する

標準仕様書５.４.10（イ）（ａ）による

（５.４.11）（５.４.10）

平成12年建設省告示第1463号に適合する性能

標準仕様書 表５.５.１～表５.５.３による

標準仕様書５.５.６（１）による

平成12年建設省告示第1463号に適合する性能

（表６.２.１）（６.２.１）

（表６.２.２）（６.２.１～６.２.４）

（６.10.２）（６.２.１）

建築基準法第37条第二号の規定に基づき認定を受けたコンクリート

（表６.２.４）（６.２.５）

（９.７.３）（６.８.１）（６.６.４）

Ver.2512

構造図による

神島中継ポンプ場耐震補強工事

福山市上下水道局

２０２６年　９月

２

Ａ



（表９.２.７）

（表９.２.４）

章 項　目 章 項　目 章 項　目 章 項　目特記事項 特記事項 特記事項 特記事項

・・・

打放し仕上げの打増し厚さ（内部に面する部分に限る）・

・・

打放し仕上げの打増し厚さ（外部に面する部分に限る）

（６.８.１）

・

打増し厚さ

（打放し仕上げ部）

打増し厚さ

・図示による・

打増し範囲

型枠 せき板の材料 （６.８.２）

※ 標準仕様書６.８.２（１）（ア）、（イ）による

・

・

軽量コンクリート 適用箇所

・図示による ・ （６.10.１）

種類

・１種・２種

気乾単位容積重量

・（　　　　　）t/m3

スランプ

※

寒中コンクリート 適用期間

・図示による ・

（６.11.１）

構造体強度補正値（Ｓ）

・標準仕様書６.11.２（３）（ア）による

・積算温度を基に定める（ ）

（６.11.２）

暑中コンクリート

）・

・断熱材を兼用した型枠

使用箇所

・ ・

・ＭＣＲ工法用シート （６.８.２）

適用箇所

・図示による・

図示による

スリーブの材種・規格等 （６.８.２）

・図示による ・

・

型枠の最小存置期間

セメントの種類が普通エコセメントの場合（ ）

（６.８.４）

・

マスコンクリート 適用箇所

・図示による ・

（６.13.１）

構造体強度補正値（Ｓ）

※

（６.12.２）

標準仕様書 表６.12.１による

スランプ

※ ・

・

形状および寸法

・図示による ・

板厚方向に引張力を受ける鋼材の試験

・行う（適用箇所： ）・行わない

（７.２.１）

（７.２.10）

高力ボルト 高力ボルトの種類

・

・

・

・

JIS形高カボルト

溶融亜鉛めっき高カボルト

建築基準法に基づき認定を受けた高カボルト

ボルトの寸法

ねじの呼び・図示による ・

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲ－ジ等

・図示による ・

（７.２.２）

（７.２.２）

（７.３.２）

摩擦面の性能及び処理

・すべり試験

試験の方法等

・図示による ・

・溶融亜鉛めっき面の摩擦面の処理方法

※ 標準仕様書７.12.５（１）（ア）、（イ）による

（７.４.２）

（７.12.５）

・

JIS形高カボルトの締付け（本締め） （７.４.７）

ナット回転法の場合で、ボルトの長さがねじの呼びの５倍を超える場合の回転量

・図示による ・

普通ボルト ボルト及びナットの材料 （７.２.３）

※ 標準仕様書表７.２.３による ・

ボルトの形状及び寸法

ねじの呼び・図示による ・ （７.２.３）

（７.３.２）

・図示による ・

※ ねじの呼び径＋1.0mm

（７.３.８）

アンカーボルト 種類

・構造用アンカ－ボルト

（７.２.４）

・ABR400

・

・ABR490 ・

・建方用アンカ－ボルト

・SS400 ・ ・

アンカ－ボルト及びナットのねじの公差域クラス及び仕上げの程度

※ 標準仕様書表７.２.３による

・図示による ・

溶接材料 溶接材料

※

・図示による

標準仕様書７.２.５（１）、（２）による

（７.２.５）

（７.３.２）

ターンバックル 種類

建築用タ－ンバックルボルト

（７.２.６）

※ 羽子板ボルト・

建築用タ－ンバックル胴

※ 割枠式 ・

ねじの呼び等

・図示による ・ （７.２.６）

床構造用デッキ 材質、形状及び寸法 （７.２.７）

・

・

・

デッキプレ－ト単独の構法

デッキプレ－トとコンクリ－

トとの合成スラブとする構法

備考適用箇所 材質・形状・寸法

鉄骨部材への溶接方法 （７.７.８）

・図示による ・

スタッド 種類等 （７.２.８）

呼び名

・

・

・

16

22

19

呼び長さ（mm） 適　用　箇　所

柱底均しモルタル

トルシア形高力ボルト

プレート

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲ－ジ等

母屋又は胴縁の取付けに使用するボルトの孔径

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲ－ジ等

・

鉄骨の仮組 （７.３.10）

仮組を行う範囲

・図示による ・

仮組の実施

する・

調合等

・標準仕様書７.２.９（１）によるモルタル

・無収縮モルタル

無収縮モルタルの材料、調合等

※ ・標準仕様書７.２.９（２）による

（７.６.３）

溶接接合 開先の形状

・図示による ・

試験の要領 図示による・

行わない・行う・

技量付加試験溶接作業を行

う技能資格者

・

（７.６.４）

鋼製エンドタブを切断する箇所及び切断範囲

・図示による ・

切断面の仕上げ

※ 標準仕様書７.６.７（１）（カ）（ｂ）②による

低応力高サイクル疲労を受ける部位

図示による・ ・

（７.６.７）

（７.６.７）

・

スカラップの形状

図示による・ ・

（７.６.７）

溶接部の試験 溶接部の外観試験 （７.６.12）

・「突合せ継手の食い違い仕ロのずれの検査・補強マニュアル（鉄骨製作管理技術者登録機構）」

３.５.２受人検査による。

・

抜き取り検査②※ 抜き取り検査①・

平成12年建設省告示第1464号第二号に関する試験

試験の方法等

・完全溶込み部の超音波探傷試験 （７.６.12）

工場溶接の場合

AOQL（％） ※

検査水準

節・全て

※ 第６水準

・

錆止め塗装 塗装の範囲

耐火被覆材の接着する面の塗装範囲

（７.８.２）

・図示による ・

耐火被覆材の接着する面以外の塗装範囲

※ 標準仕様書７.８.２（１）による

・図示による ・

下記以外の塗料の種別は、18章による

・

※ ・

・耐火被覆が接着する面の塗料の種別

・

（表18.３.１）

耐火被覆 種類、材料、工法等 （７.９.２～７.９.８）

・乾式吹付けロックウール

材料・工法種　類

・半乾式吹付けロックウール

・湿式ロックウール

・

・

耐火材吹付け・

・繊維混入けい酸カルシウム板

耐火性能（時間）適用箇所（部位・部分）

・
・耐火板張り

・高断熱ロックウール

・
・耐火材巻付け

・ラス張り

モルタル塗り

・耐火塗料

アンカーボルト 構造用アンカ－ボルトの形状及び寸法 （７.10.３）

・図示による ・

（７.10.３）

建方用アンカ－ボルトの保持及び埋込み工法

種別・Ａ種・Ｂ種

柱底均しモルタルの厚さ及び工法の種別

厚さ・

種別 ※ Ａ種

mm

軽量形鋼構造 ボルト接合方法 （７.11.２）

普通ボルト接合・ ・

補強コンクリート 材料 （８.２.２）

モルタルの調合（容積比） （８.２.３）

標準仕様書表８.２.１による※

各部の配筋・図示による （８.２.５）

目地仕上げ・押し目地仕上げ

・

・化粧目地仕上げ （８.２.７）

（８.２.８）・図示による ・

コンクリ－ト 材料 （８.３.２）（表８.３.１）

・

まぐさを受ける開口部両側のプロックにおいて、モルタル又はコンクリ－トで充填するブロックの範囲

・

備考

モデュール呼び

寸法（mm）

高さ長さ

正味厚さ

（mm）

ブロックの種類

（断面形状及び

圧縮強さによる区分）

空洞ブロックＣ（16）※
標準仕様書※

表８.３.１

適用箇所

適用箇所が塀の場合で化粧有りのブロック

・適用する（適用箇所：　　　　　　　　） ・適用しない

備考

モデュール呼び

寸法（mm）

高さ長さ

正味厚さ

（mm）

ブロックの種類

（断面形状及び

圧縮強さによる区分）

適用箇所

構造用アンカーボルトの保持及び埋込み

※適切な鋼製アンカーフレーム等を設置して固定する方法

図示による ・・

Ａs種 Ｂs種

・

・適用する ・適用しない

レベルⅡ ・レベルⅠ

鉄骨鉄筋コンクリ－ト造の鋼製スリ－ブで鉄骨に溶接されたものの内側の鋪止め塗料の種別

ー

の設置等

ブロック造

※ブロックの区分がＡ（08）、Ｂ（12）、Ｃ（16）の場合で、目地幅

及び塀

ブロック帳壁

・

・

（８.３.４）

（８.３.４）

（８.３.３）

パネル相互の接合部に挿入する耐火目地材 （８.４.２）

・図示による ・

・

耐風圧性能（

耐震性能　（

）

）

備考

・

・間仕切壁パネ

外壁パネル

・

・

・

Ｆ（フラットパネル）

Ｄ（デザインパネル）

Ｔ（タイルベースパネル）

Ｆ（フラットパネル）

Ｄ（デザインパネル）

Ｔ（タイルベースパネル）

・

・

・

形　状

・50・60・

・50・60

・50・60・

・50・60

60

60

厚さ（mm）
（mm）

幅

600

600

・Ａ種

・

・

・

Ｂ種

Ｂ種

Ｃ種

工法の

種別

ル

パネル 種類の

パネル幅

外壁パネル構法 （８.４.３）

Ｒ種・Ｎ種

立上り部への断熱材及び絶縁用シートの設置

適用する・ 適用しない・

・

防
水
工
事

コ
ン
ク
リ
勖
ト
ブ
ロ
勏
ク
・
Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル
及
び
押
出
成
形
セ
メ
ン
ト
板
工
事

コ
ン
ク
リ
勖
ト
工
事

縮尺率 図面No

A1=100%

A2= 71%

A3= 50%

図面名称

工事名称

設計

福山市上下水道局施設部施設整備課

建築工事特記仕様書　No-３

・

・

・

パネル幅の最小限度

セメントの種類

・

・

・

・

・

・

普通ポルトランドセメント

中庸熱ポルトランドセメント

低熱ポルトランドセメント

シリカセメント

（６.13.２）

鉄
骨
工
事

鉄骨製作工場 鉄骨製作工場の加工能力 （７.１.３）

・国土交通大臣から構造方法等の認定を取得している鉄骨製作工場又は同等以上の能力のある工場

（ ）グレード以上

監督職員の承諾する工場

施工管理技術者

３ 鋼材 種類等 （７.２.１）

種類の記号 適用箇所（主要な部分） 規格

・JISによる・

・JISによる・

・JISによる・

・JISによる・

・JISによる・

・JISによる・

適用する

・

・

鉄骨制作工場における施工管理技術者

混和材料

・混和剤

混和剤の種類

※

（６.13.２）

・

混和材の種類

※

スランプ

※ 15cm ・

構造体強度補正値（Ｓ）

※ 標準仕様書６.13.１による

（６.13.２）

（６.13.２）

無筋コンクリート コンクリートの種類

※ 普通コンクリート・

（６.14.１）

・混和材

・

標準仕様書６.13.２（２）（ア）による

標準仕様書６.13.２（２）（イ）による

設計基準強度

※ 18（N/mm2） ・

スランプ

※ 15cm又は18cm ・

適用箇所

※ 標準仕様書６.14.１（４）による

・図示による ・

（６.14.１）

（６.14.１）

（６.14.１）

・標準仕様書表６.２.１以外のコンクリ－トを用いる場合

（ ）

（６.14.１）

適用箇所

・図示による

（６.15.１）流動化コンクリ

ート ・

空気量

※ 4.5％ ・

・図示によるート ・

高流動コンクリ 適用箇所（部位、部材）

材料及び調合

（６.16.１）

空気量

※ 4.5％

スランプフロー

・図示による ・

・

単位粗骨材かさ容積

※ 0.500m3/m3以上・

・

・

・

・

・

21cm

・

・

・

・

６

７・

・

・

・

・

・

・

・

・ＡＬＣパネル

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・８

アスファルト防水・ 屋根保護防水

防水層の種別

９

20mm

10mm 20mm

合板（厚さ　※　12ｍｍ

（表６.10.１）（６.10.２）

21cm

高炉セメントＢ種

フライアッシュセメントＢ種

（７.１.３）（７.１.４）

（表７.２.５）（７.２.９）

（７.８.４）

（表７.10.２）

（表７.10.１）（７.10.３）

（７.10.３）

が10㎜程度の場合

（８.２.３）

（８.４.２～８.４.５）（表８.４.２～表８.４.４）

100・

パネルの区分

用途

・Ａ種

・

種別
耐火性能

（時間）

幅及び長さ

（mm）

・
・有（１）

厚さ

（mm）

・外壁用

表面加工

・平

・意匠コーナー・

・一般

形状 （N/m2）

・100

・

・無

・有（ ）

・有（0.5）
・

・100

・
・床版用

・屋根版用

・

・

・Ｆ種

Ｂ種

Ｃ種

Ｄ種
・有（１）

・無

・

・

100
・間仕切壁用

・

・

一般

コーナー

・

・

平

意匠

単位荷重

材料、構法

構法の

・図示

による

図示

による

・

図示

による

・

図示

による

・

ー ー

ーー

※ 標準仕様書表８.２.１による

・図示による ・

鉄筋の継手、定着及び末端部の折り曲げ形状

各部の配筋・図示による ・

モルタルの調合（容積比）

・

※ブロックの区分がＡ（08）、Ｂ（12）、Ｃ（16）の場合で、目地幅

が10㎜程度の場合

・300mm未満（・図示による ・ ）

パネルの短辺小口相互の接合部、出隅及び入隅のパネル接合部並びにパネルと他部材との取り合い部の

伸縮目地の目地幅

・　図示による※　10～20㎜

伸縮目地への耐火目地材の充填 ・　適用する ・　適用しない

・間仕切壁パネル構法 （８.４.４）（８.４.３）

耐震性能　（ ）

パネル幅

・300㎜未満（・図示による・ ）

パネルの短辺小口相互の接合部、出隅及び入隅のパネル接合部並びにパネルと他部材との取り合い部の伸縮目地

の目地幅

※ 10～20㎜・図示による

伸縮目地への耐火目地材の充填・適用する・適用しない

・屋根及び床パネル構法

耐風圧性能

耐震性能

パネル幅

（

（ ）

）

・　300mm未満 （　・　図示による・ ）

(８.４.５）（８.４.３）

ト板（ＥＣＰ）

押出成形・ セメン 材料、工法 （表８.５.２）（表８.５.１）（８.５.２～８.５.４）

（８.５.３）

（８.５.４）

・外壁パネル工法

耐風圧性能（

耐震性能　（

）

）

・間仕切壁パネル構法

耐震性能　（ ）

耐火構造以外の目地及び隙間の処理

※ パネルの製造所の仕様による

300㎜未満（・ ・図示による ）・

パネルの相互の目地幅

・図示による ・

（８.５.５）溝堀及び開口部の措置

※ 15mm程度（シーリング材を充填）・図示による

短辺の目地幅

長辺の目地幅

900mm以下の場合

※　10mm以上

※　15㎜以上

900㎜を超える場合

※　15㎜以上

※　15㎜以上

・

・

パネル幅

（８.５.４）

（８.５.４）

（８.５.４）

（８.５.４）

（８.５.３）

（８.５.３）

（８.５.３）

（８.５.３）出隅及び入隅のパネル接合部の伸縮目地の目地幅

やむを得ず設備開口等を設ける場合のパネルの開口寸法等の限度

（表９.２.３～表９.２.６）（９.２.３）（９.２.２）

種別 施工箇所 断熱材 絶縁用シート

※ ポリエチレンフィルム厚さ

0.15mm以上又はフラットヤー

ンクロス70g/m2程度

・

※ フラットヤーンクロス70g/m2

程度

・

mm・

 （厚さ）

・

・

・

・

・

・

・

・

・ＢI－２

ＢI－１

ＡI－３

ＡI－１

ＡI－２

Ｂ－２

Ｂ－１

Ａ－３

Ａ－２

Ａ－１・

改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

※

・

標準仕様書表９.２.３及び表９.２.４による

JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

（９.２.２）

用途による区分

材料構成による区分・

・

厚さ・ mm以上

（９.２.２）部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

※ 標準仕様書表９.２.５及び表９.２.６による

・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

用途による区分・

材料構成による区分・Ｒ種・Ｎ種

厚さ・ mm以上

（９.２.２）押え金物の材質及び形状寸法

※

・

アルミニウム製Ｌ-30×15×2.0mm程度

（表９.２.６）

（表９.２.８）（９.２.３）（９.２.２）

防水層の種別

屋根露出防水

種　類 使用量

 仕上塗料

※

・

製造所の仕様による

種類

・

厚さ

mm

種別 施工箇所  断熱材

・Ｄ－１

・Ｄ－２

・ＤI－１

・ＤI－２

Ver.2512

神島中継ポンプ場耐震補強工事

福山市上下水道局

２０２６年　２月

３

Ａ



章 項　目 章 項　目 章 項　目 章 項　目特記事項 特記事項 特記事項 特記事項

個

アスファルトルーフィング類の製造所の指定

アスファルトルーフィング類の製造所の指定

・

・

※

※設置数量

種類

（９.２.３）

（９.２.２）

・

アルミニウム製Ｌ-30×15×2.0mm程度※

押え金物の材質及び形状寸法

標準仕様書表９.２.７及び表９.２.８による

mm以上・

Ｎ種・Ｒ種・

厚さ

材料構成による区分

用途による区分

JIS A 6013に基づく種類及び厚さ・

※

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

mm以上・

Ｎ種・Ｒ種・

厚さ

材料構成による区分

用途による区分

JIS A 6013に基づく種類及び厚さ・

標準仕様書表９.２.８による※

（９.２.２）改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

絶縁工法及び断熱絶縁工法の脱気装置の種類及び装置数量

施工箇所 種　別種　別

防水層の種別

屋内防水

・図示による・

屋上排水溝の設置

（９.２.２）JIS R 1250（普通れんが及び化粧れんが）

・

・

れんがの材料

）・・れんが押え（・

モルタル押え（屋内等）・

コンクリート押え・

（９.２.２）

（９.２.５）

・乾式保護材の材料

乾式保護材・

立上り部の保護工法

※

※

床タイル張り

こて仕上げ

（９.２.５）

（９.２.５）平場の保護コンクリートの厚さ

図示による・

（９.２.４）絶縁断熱工法のルーフドレン回り及び立上り部周辺の断熱材の張りじまい位置

※

（９.２.４）防水層の下地、立上りコンクリート打放し仕上げ

・（施工範囲

適用しない

適用する

・

・

（９.２.４）防水層の下地のモルタル塗り

（９.２.４）施工

・

貯水槽、浴槽等の常時水に接する部位※

（表９.２.９）Ｅ－１の工程３を行う場合の部位

・

設けない

設ける（

・

・保護層 （９.２.３）

・Ｅ－１ ・Ｅ－２

防水層の種別 （９.３.２）（９.３.３）（表９.３.１～表９.３.３）

施工箇所種別

・

・

・

・

・AS－T1

AS－T2

AS－T3

AS－T4

AS－J1

ASI－T1・

・ASI－J1

・・設ける

・設けない

防湿用

シート
断熱材

mm

製造所の仕様による※

・

仕上塗料

種　類 使用量

・

）・

）・

図示による

図示による

・

・

・

60mm以上

80mm以上

保護層等の施工

図示による

種類

厚さ

防
水
工
事 ・SI－F2

・

・ ※ 製造所の

仕様による

・

・

mm

発砲ポリエチ

レンシート mm

・

・SI－M2

・ ※ 製造所の

仕様による

・

・SI－F1

・SI－M2

種類

厚さ

種類

厚さ※

塗膜防水 防水層の種別

施工箇所種別

・Ｙ－２

・Ｙ－１

・Ｘ－２

・Ｘ－１

・

・

地下外壁防水

屋内防水

・

・

・

保護層

※

・

製造所の仕様

による

仕上塗料

使用量種　類

※

・

製造所の

による

ウレタンゴム系塗膜防水Ｘ-１（絶縁工法）の脱気装置の種類及び設置数量 （９.５.３）

（９.４.２）

（９.４.２）

（９.４.３）

（表９.４.２）

（９.４.４）

（９.４.４）

（９.４.４）

種別

S－C1・

施工箇所 平場のモルタル塗り

工法塗厚（mm）

・ 床塗り・

・下地モルタル塗り

モルタル塗り厚さ

立上り部の保護

・

保護層

屋内防水層の種別

ルーフィングシートの種類及び厚さ

※ 標準仕様書表９.４.１から表９.４.３による・

固定金具の材質及び形状

材質

※

したもの

※

・

接着工法の場合の脱気装置の種類及び設置数量

種類 ※ ルーフィングシートの製造所の仕様

・

設置数量 ※

・

ルーフィングシートの製造所の仕様

個

断熱工法（SI－MI、SI－M２の場合）の防湿用フィルム

・設置する・設置しない

接着工法の場合のPCコンクリート部材防水下地の目地処理

・行う（・

ＰＣコンクリート下地の入隅部の増張り

（S－F１、Sl－F１の場合）

・行う（・

機械的固定工法の場合の一般部のルーフィングシートの張付け

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

・図示による ・

防錆処理した鋼板、ステンレス鋼板又はそれらの鋼板の片面及び両面に樹脂を積層加工

厚さ 0.4mm以上

図示による

図示による

・ ）・行わない

・ ）・行わない

※

※

・

種類 ※ ・

設置数量 ※ ・個

・

・

シーリング 材料 （９.７.２）

種類及び施工箇所

※ 下表以外は、標準仕様書表９.７.１による

施工箇所 シーリング材の種類（記号）

仕上げを行わない施工箇所（ ）

シーリング材の目地寸法 （９.７.３）

※ 標準仕様書９.７.３（１）による・

接着性試験 （９.７.５）

※ 簡易接着性試験・引張接着性試験・

ただし、外壁タイル接着剤張り目地の場合のシーリングは11章に、カーテンウォール目地の場合の

シーリングは17章による。

施工 石材の割付け・図示による ・ （10.１.３）

石材等 天然石

施工箇所 備考バフ仕上げの有無表面仕上げの種類形状及び寸法

・ ・図示による

テラゾブロック

表面仕上

げの種類（mm）

寸法

・

・

片面

両面

仕上げ面に

よる区分

・

・

平もの

役もの

形状による

区分

※ 大理石

・花こう岩

※ 1.5～12

・

大きさ（mm）

種石の
施工箇所 種石の種類 備考

テラゾタイル

※ 大理石

・花こう岩

※ 1.5～12

・

大きさ（mm）

種石の
施工箇所 種石の種類 備考

・

・

区分（mm）

300×300

400×400

寸法による
表面仕上げの種類

（10.２.１）（表10.２.１）（表10.２.２）

（10.２.１）（表10.２.１）（表10.２.２）

（10.２.１）（表10.２.１）（表10.２.２）

石
工
事

（10.２.３）その他の材料

・

・

・

・

・

・

外壁湿式工法 受金物

・

（10.２.２）

（10.２.２）アンカーの材質及び寸法

材質： ※ SS400 寸法：

あと施工アンカーの種類、材質及び寸法

種類： 材質： 寸法：

上記以外の金物の材質、形状及び寸法

・図示による

ドレンバイプの材質

・樹脂ネット製パイプ　クロスメッシュ巻き　25～35φ

・

石材の厚さ ・mm（25mm以上）

（10.２.３）

（10.３.２）

石裏面処理

裏打ち処理

下地ごしらえ

・

・

適用する

適用する

※ あと施工アンカー・横筋流し工法

・

・適用しない

適用しない

（10.３.２）

内壁空積工法 （10.２.２）受金物

・あと施工アンカー工法

（10.３.３）目地 一般目地 目地幅（mm） ※ ６以上・

・適用しない適用する・シーリング材

伸縮調整目地

位置 ※ 標準仕様書　表11.１.１による

図示による・

シーリング材の目地寸法

※ 幅・深さとも10mm以上

・図示による

・流し筋工法

材質、形状及び寸法 ・・図示による

（10.２.２）アンカーの材質及び寸法

材質： ※ SS400 ・ 寸法：

寸法：

あと施工アンカーの種類、材質及び寸法

種類： 材質：

上記以外の金物の材質、形状及び寸法

・図示による ・

石材の厚さ （10.４.２）

石裏面処理

裏打ち処理

下地ごしらえ

・

・

・

適用する

適用する

※

あと施工アンカー工法

あと施工アンカー・横筋流し工法

・適用しない

・適用しない

㎜（20㎜以上）

（10.４.３）

・

目地 一般目地

目地幅（mm）・㎜（６～10㎜）

（10.４.３）

シーリング材

・ ・適用しない

伸縮調整目地

位置

※ ６m程度ごと

シーリング材の目地寸法

※ 幅・深さとも10mm以上

・

・

図示による

図示による

外壁乾式工法 外壁乾式工法の方式による金物の種類、形状、寸法等

※

・

標準仕様書表10.２.４による

方式・スライド方式・ロッキング方式

図示による

アンカーの材質及び寸法

材質： ※

あと施工アンカーの種類、材質及び寸法

種類： 寸法：材質：

上記以外の金物の材質、形状及び寸法

・図示による ・

寸法：

ステンレス（SUS304）製・

（10.５.２）

だぼ用の穴の位置

目地

※ 標準仕様書10.５.２（２）（ア）による

（10.５.３）

・

シーリング材・適用する

（10.５.３）

㎜　（30mm以上）・

・

（10.２.２）

（10.２.２）

石材の厚さ

目地幅

（・標準仕様書９.７による・図示による ）

・適用しない

床及び階段の 床（ ）、階段（ ）

床石張り （10.６.２）

浸透性吸水防止剤

石裏面処理

裏打ち処理

・

・

・

適用する

適用する

適用する

・

・

・

適用しない

適用しない

適用しない

階段張り

石裏面処理 ・適用する・適用しない

（10.６.３）

石張り

石材の厚さ mm mm

目地 一般目地

図示による・

裏打ち処理・適用する・適用しない

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

図示による

mm（８mm以上）

伸縮調整目地

位置 ※

・図示による

・

目地幅

屋外

屋内

・

・

㎜（４mm以上）

㎜（３～６mm）

シーリング材 ・適用する ・適用しない

材質、形状及び寸法 図示による・

・

・

幅・深さとも10mm以上※

シーリング材の目地寸法

・図示による

笠木、甲板等

の石張り ・湿式工法・乾式工法

特殊部位用金物

・ ・

上記以外の金物の材質、形状および寸法

・図示による

図示による

・

石材の厚さ ・ ㎜

湿式工法の場合

目地

一般目地

取付け工法

・適用する・適用しない石裏面処理

（※標準仕様書９.７による ・図示による）

伸縮調整目地

標準仕様書　表11.１.１による※

目地幅 ・㎜（６～10㎜）

シーリング材

適用する・

適用しない・

位置

シーリング材の目地寸法

・図示による

※ 幅・深さとも10mm以上

・図示による

取付け代

石材の取付け

石材の石裏の補強用モルタル・ 適用しない・適用する

・標準仕様書10.５.３（２）による※

・図示による・

※ ・図示による ）シーリング材

（10.７.３）・※隔て板 石材の厚さ 40mm

目地幅 ・㎜（８㎜以上）

目地

・適用する

・適用しない

（ 標準仕様書９.７による

・

※

軽歩行用

非歩行用

合成高分子系 防水層の種別

歩行の仕様断熱材

可塑剤移行

材質

防止シートの施工箇所種別

・ ※ 製造所の

仕様による

・

使用量

仕上塗料

S－F2・
非歩行用

・軽歩行用

・

・S－M2

・ ※ 製造所の

仕様による

・

・

・

非歩行用

軽歩行用

・S－F1

・S－M1

・軽歩行用

※ 非歩行用

（９.３.３）

（９.３.２）

（９.３.２）

（９.３.２）

（９.３.２）

ルーフィング

シート防水

・

屋根露出防水絶縁工法、屋根露出防水絶縁断熱工法の脱気装置の種類及び設置数量

種類 ※ 改質アスファルトシートの製造所の指定

・

設置数量 ※ 改質アスファルトシートの製造所の指定

改質アスファルトシートの種類及び厚さ

※ 標準仕様書表９.３.１から表９.３.３による ・

粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

標準仕様書表９.３.２及び表９.３.３による※ ・

部分粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

※ 標準仕様書表９.３.２及び表９.３.３による ・

押え金物の材質及び形状寸法

※ アルミニウム製Ｌ-30×15×2.0mm程度 ・

個

種類

縮尺率 図面No

A1=100%

A2= 71%

A3= 50%

図面名称

工事名称

設計

福山市上下水道局施設部施設整備課

建築工事特記仕様書　No-４

タ
イ
ル
工
事

害性

耐凍

※

見本焼き

位置伸縮調整目地

図示による・及びひび割れ

誘発目地 寸法

・

・行う・行わない

行わない・行う・

見本焼、試験施工

試験張り

セメントモル

タルによる

タイル張り

（11.２.２）

種類

・

・

・・

・

・・

・

・

・

・

・・

・

・・

・

・

・

・

・・

・

・・

・

・・

・

・・

・

・・

・

・

形状寸法

（mm） よる区分

吸水率に

ぐすり

うわ
役物 色

り性

耐滑
備考

施工箇所

Ⅰ
類

Ⅱ
類

施
ゆ
う

Ⅲ
類

無
ゆ
う

有無標
準

特
注

有無

材料等

張付け用材料等

既調合モルタル

・

・

（11.２.３）

施工

下地モルタル塗りのコンクリート素地面の下地処理方法

・

・

・

目荒し工法（標準仕様書15.３.４（４）による）

（標準仕様書６.８による）ＭＣＲ工法

（11.２.６）

壁タイル張りの工法

内外装タイル

内装タイル以外のユニットタイル

・

・

密着張り

マスク張り

・

・

改良圧着張り

モザイクタイル張り

（表11.２.３）

Ⅰ
類

Ⅱ
類

Ⅲ
類

施
ゆ
う

無
ゆ
う

有無標
準

特
注

有無

・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・

・

・

・

役物 色 耐滑

り性

形状寸法

（mm）

吸水率に

よる区分

うわ

ぐすり

耐凍

害性
備考種類施工箇所

接着剤のホルムアルデヒド放散量

※ Ｆ☆☆☆☆ ・

（11.３.３）

外装タイルにおける目地詰め

・行う・行わない

目地のシーリング材 （11.３.４）

打継ぎ目地

※ ポリウレタン系シーリング材

ひび割れ誘発目地

※ ポリウレタン系シーリング材

伸縮調整目地

※ 変成シリコーン系シーリング材

その他の目地

※ 変成シリコーン系シーリング材

・

・

・

・

・

下地調整塗材塗りを行うコンクリート素地面の下地処理方法

・

・

・

目荒し工法

ＭＣＲ工法

（標準仕様書15.３.４（４）による）

（標準仕様書６.８による）

材料等 （11.３.２）

施工 （11.３.５）

・改質アスファルト

シート防水

・

10・

・

・

・ケイ酸質系

塗膜防水

防水層の下地（壁及び天井）

※

下地処理

コンクリートの打継箇所の処理

※ 標準仕様書９.６.４（２）（ア）による

標準仕様書９.６.４（２）（イ）及び（ウ）以外の下地処理

・図示による ・

主材料の製造所の仕様

主材料の製造所の仕様

（９.６.４）

（９.６.４）

・

岩石の種類

・

・

・

・

・

・

・11

・

・

・有機系接着タイル

の形状、寸法等

※　標準仕様書９.７.３(１)による

９

・

・

（表９.２.９）（９.２.３）（９.２.２）

施工箇所

標準仕様書表６.２.４のＢ種

（表９.４.２）（表９.４.１）（９.４.２～９.４.４）

（表９.４.３）（９.４.２～９.４.４）

（表９.５.２）（表９.５.１）（９.５.３）

コンクリート打放し仕上げ（標準仕様書表６.２.４のＢ種）

・　セメントモルタル

・　取付け用モルタル

※　専門工事業者の指定する製品

・　既調合の目地モルタル

※　専門工事業者の指定する製品

・　浸透性吸水防止剤

※　専門工事業者の指定する製品

・　石裏面処理材

※　専門工事業者の指定する製品

・　裏打ち処理材

※　専門工事業者の指定する製品

・　金物の固定に使用する充填材等

※　専門工事業者の指定する製品

適用する（標準仕様書９.７による）

（10.４.３）（９.７.３)

（10.６.３）（10.６.２）

（10.６.３）（10.６.２）

床面積30㎡程度ごと、細長い通路の場合６m程度ごと及び他部材との取り合い部

（10.６.２）（９.７.３）

（10.７.２）（10.２.２）

（10.２.２）

（10.２.２）

（10.７.２）

（10.７.２）（10.３.３）

（10.７.２）（９.７.３）

乾式工法の場合

（10.５.３）

（10.５.３）

（10.５.３）

（10.７.２）

（10.７.２）

（10.７.２）

（11.１.３）

（11.１.４）

（11.１.３）（９.７.３）

標準仕様書表11.１.１による

（11.３.５）（11.３.３）

Ver.2512

福山市上下水道局

２０２６年　９月

コンクリート打継部(図示による) PU-2

４

Ａ



（12.２.１）

）（材種：・

章 項　目章 項　目 項　目特記事項 特記事項 特記事項 特記事項項　目章章

木
工
事

施工一般 ホルムアルデヒド放散量 （12.２.１）

※ ・

製材 ・

保存処理

※ ２級

※

・

・

等級

Ｂ種・Ａ種※

・

※

・

Ａ種・Ｂ種

含水率寸法（mm）

・

保存処理寸法（mm）

Ａ種※

含水率

※ 上小節

等級

表面仕上げ 見え掛り面の仕上げの程度

※ プレーナー加工仕上げ

施工箇所（・図示による ）・

施工箇所（・図示による ）・

・超自動機械かんな掛け仕上げ

施工箇所（・図示による ）・

・サンダー掛け仕上げ

・

（12.１.４）

JAS 1083-5に基づく下地用製材

・

※ Ａ種

・ ・Ｂ種

板類で枠、額縁、

敷居、かまち等

の見え掛り面

・

保存処理寸法（mm）

※

・

※

含水率

※

・

※

等級

１等

１等

Ａ種・Ｂ種

10％以下

10％以下

・

防虫処理含水率寸法（mm） 材面の品質

Ａ種・Ｂ種※（ ）

（ ）

造作材の場合

Ａ種・Ｂ種※（

（ ）

造作材の場合

Ａ種・Ｂ種

・

※

Ａ種・Ｂ種

・

※

行う

行わない

・

・

・行う

・行わない

（12.２.１）

品名

２等・１等※

見付け材面の品質見付け材面寸法（mm）樹種名

※ １等・２等

・

・ （12.２.１）

２等・１等※

見付け材面の品質

※ １等・２等

・

上記以外

※ 小節以上

Ｂ種・・

JAS 1083-2に基づく造作用製材

JAS 1083以外の製材

造作用集成材 JAS 1152に基づく造作用集成材

品名 樹種名

化粧薄板：

芯材：

化粧薄板：

芯材：

寸法（mm） 見付け材面化粧薄板の厚さ（mm）

JAS 1152に基づく化粧ばり造作用集成材

施工部位

施工部位

施工部位

施工部位

施工部位

施工部位

２級

標準仕様書12.２.１（１）（ウ）のいずれかによる

JAS 1083-6に基づく広葉樹製材

）

）

JAS 3079に基づく直交集成板（ＣＬＴ）

１等・２等以上※

施工部位

JAS 0233に基づく普通合板

JAS 0701以外の造作用単板積層材

JAS 0701に基づく造作用単板積層材

強度等級（曲げ性能）施工部位 寸法（mm）種別 接着性能（使用環境） 樹種名

施工部位

・

施工部位

施工部位

・

※ 15以下

JAS 1152以外の化粧ばり造作用集成材

・・

・

5.5※

樹種名

単板の
品名

（mm）

厚さ

２類

１類

・

※

程度

接着の

・Ｃ-Ｄ以上※

針葉樹

広葉樹

板面の品質

行わない

行う・

防虫処理

・

・合板等

品名

・

含水率（％）寸法（mm）

※ 14以下

）無し（

材面の品質

（表面の化粧加工）

・有り（加工：

・塗装加工

天然木化粧加工・

・

行う

行わない・

・

防虫処理

（12.２.１）（12.３.２）・

行う

行わない・

・

材面の品質

（表面の化粧加工）

寸法（mm）品名

・有り（加工：

・塗装加工

天然木化粧加工・

）３等・２等・１等・無し（等級：・

防虫処理

（12.２.１）（12.３.２）・造作用単板積層材

・

15以下※

寸法（mm）化粧薄板の厚さ（mm） 見付け材面の品質 含水率（％）

芯材：

化粧薄板：

芯材：

化粧薄板：

樹種名

（12.２.１）・

樹種名施工部位

JAS 1152以外の造作用集成材

寸法（mm） 見付け材面の品質

・

※

15以下

15以下

含水率

・

※

（12.２.１）・

・

よる区分

耐水性に

JIS A 5905に基づくミディアムデンシティファイバーボード（ＭＤＦ）

施工部位

施工部位

JAS 0360に基づく構図用パネル

耐水性１（Ｍタイプ）又は

耐水性２（Ｐタイプ）

JAS 0233に基づく特殊加工化粧合板

よる区分

耐水性に

による区分

JIS A 5908に基づくパーティクルボード

施工部位

性能

表面
施工部位

程度

接着の

（mm）

厚さ

２類

１類

・

・

品目
樹種名

単板の

塗装

プリント・

オーバーレイ

化粧加工の方法

・

・

行わない・

行う・

防虫処理

施工部位

JAS 0233に基づく天然木化粧合板

JAS 0233に基づく化粧ばり構造用合板

施工部位

・

・

その他の場合

特類※

接着の程度　常温湿潤状態となる場所での使用

単板の樹種名

よる区分

曲げ強さに

による区分

表裏面の状態

寸法（mm）

よる区分

難燃性に

（mm）

厚さ

（12.２.１）・

品　名

（12.２.１）・

・ ・

15※

・

表裏面の状態 曲げ強さに

よる区分

※ 13タイプ ※

（mm）

厚さ

１類 ２類・

程度接着の

（12.２.１）・

・

防虫処理

行わない

行う

・

・

（mm）

厚さ

単板の樹種名

化粧板に使用する

・

・

※

１級

２級以上

１級・

２級以上※

JAS 0233に基づく構造用合板

施工部位

防虫処理

行わない

行う

・

・

（mm）

厚さ
品名

・

・

・

１類以上※

その他の場合

特類※

接着の程度　常温湿潤状態となる場所での使用

行わない・

行う・・

・

12※

行わない・

行う・

Ｃ-Ｄ以上※

等級

強度
防虫処理

処理

保存
板面の品質

・

樹種名

単板の
等級

（mm）

厚さ

・

12※

品名

・

その他

及び床組

（12.３.１）

木れんが用接着剤のホルムアルデヒド放散量

・

製材 吊元枠、水掛りの下枠及び敷居

その他

窓、出入口、その他に用いる木材

松又は杉・※

）・ （材種：

ひのき ・※

・

窓、出入口、 （12.５.１）

（12.４.１）床組に用いる木材

）（材種：・

・杉又は松※製材・

）（材種：・

・杉又は松※製材・

間仕切軸組に用いる木材内部間仕切軸組

（12.３.３）

難燃材料　（使用箇所：

準不燃材料（使用箇所：

）・

）・

）不燃材料　（使用箇所：・

不燃材料、準不燃材料又は難燃材料不燃処理木材等

（12.４.１）

・

）（種類：

材保存剤

JIS K 1571附属書Aに基づく表面処理用木

剤又は同等品

JIS K 1571に適合する表面処理用木材保存

※

・

※

薬剤の種類

（12.３.１）

（12.３.１）

）適用部材：（

合板等の加圧注入処理等による防腐・防蟻処理・

）適用部材：（

薬剤の接着剤への混入による防腐・防蟻処理・

薬剤の製造所の仕様による

薬剤の製造所の仕様による

処理の方法適用部材

薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理・

Ｋ４・Ｋ３・Ｋ２・

保存処理性能区分

Ｋ４・Ｋ３・Ｋ２・

適用部材

工場における薬剤の加圧注入処理による防腐・防蟻処理・

木材への防腐・防蟻処理

※ ・Ｆ☆☆☆☆

（12.２.３）

（12.２.２）接着剤のホルムアルデヒド放散量

・Ｆ☆☆☆☆※

防腐・防蟻処理

つぶし頭釘打ち釘頭埋め木・ ・ ・隠し釘打ち※ 釘頭現し

標準仕様書12.２.２（２）（ア）による※

諸金物の形状、寸法及び材質

（12.２.２）造作材の化粧面の釘打ち接合具等

壁及び天井下地 壁及び天井下地に用いる木材

杉又は松・※・製材

縁甲板及び上がりがまちに用いる木材床板張り

・ （材種： ）

・※ ひのき・製材

（12.７.１）

（12.６.１）

合金の表面処理

及びアルミニウム

・屋外の場合

・

・

図示による

図示による

・

野縁の間隔

・

野縁受、つりポルト、インサートの間隔及び周辺部端からの距離

19形

25形・

・

19形

25形

※

※

屋内

屋外

野縁等の種類

材料

形状及び寸法

軽量鉄骨天井下地

施工箇所（手すり、タラップ以外）表面処理方法 種別

Ｆ種

Ｅ種

Ｄ種

Ｃ種

Ｂ種

Ａ種

・

・

・

・

・

・

電気亜鉛めっき

溶融亜鉛めっき

鉄鋼の亜鉛めっき鉄鋼の亜鉛めっき

三次電解着色・二次電解着色※

（14.２.１）陽極酸化皮膜の着色方法

）常温乾燥形の塗装の場合（・

色合い等施工箇所（成形板、笠木、建具以外）種　別

Ｃ種

ＢＣ－２種

ＢＣ－１種

ＢＢ－２種

・

・

・

・

ＢＢ－１種

ＢＡ－２種

ＢＡ－１種

ＡＣ－２種

ＡＣ－１種

ＡＢ－２種

ＡＢ－１種

・

・

・

・

・

・

・

表面処理アルミニウム

種　類 施工箇所呼　び

・

・

・

・

・

ねじ込み式

ねじ込み式

差し込み式

ねじ込み式

・

・

差し込み式

ねじ込み式

・

・

・

バルコニー用・

バルコニー中継用・

ろく屋根用横形Ⅰ型・

ろく屋根用たて形Ⅰ型・

（13.５.２）JCW 301によるルーフドレインの種類及び呼びルーフドレイン

・標準仕様書表13.５.４による※

鋼管製といの場合の防露巻きの工法・

（13.５.３）工法

製笠木

出入口及びこれに準ずる開口部の補強

・図示による・

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

（14.７.３）笠木の固定金具の工法等

）・図示による

図示による

・

・図示による・

・図示による・

つりボルトの間隔が900mmを超える場合の補強方法

・

・

・図示による・補強箇所、補強方法

屋外の軒、ピロティ等の天井における耐風圧性を考慮した補強・

・図示による・補強箇所、補強方法

天井下地材における耐震性を考慮した補強・

（14.４.４）工法

（14.５.４）

・図示による・標準仕様書14.５.４（５）による※

図示による・

図示による・

標準仕様書表14.５.１によるスタッドの高さによる区分に応じた種類※

（14.５.３）スタッド、ランナ等の種類軽量鉄骨壁下地

（14.６.３）

・設ける（施工箇所

設けない・

・

伸縮調整継手

（14.６.３）

図示による・標準仕様書14.４による※

取付け用下地

（14.６.２）

・

・図示による・

・表面処理

種別金属成形板張り

（14.７.２）（表14.７.１））種種別（表面処理

350形・300形・250形・

（14.７.２）（表14.７.１）部材の種類アルミニウム

縮尺率 図面No

A1=100%

A2= 71%

A3= 50%

図面名称

工事名称

設計

福山市上下水道局施設部施設整備課

建築工事特記仕様書　No-５

）種

下葺材

塗膜の種類、塗膜の耐久性の種類、めっき付着量等

）・図示による

）材質の種類（

・

形式施工箇所

鋼板製

よる区分

山高・山ピッチ

による区分

山高 山ピッチ

（

よる区分

耐力に

・

※

材料に

（mm）

厚さ

無し・

有り・

面戸板

軒先

材料折板葺

・設置する（・雪止め

けらば包み納め・つかみ込み納め・

横葺の場合のけらば納め

・図示による・

（13.２.３）建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

工法

）粘着層付タイプ・（・一般タイプ

めっき付着量等

の耐久性の種類、

塗膜の種類、塗膜

心木なし

葺板の

寸法・厚さ

厚さ

（mm）
屋根葺形式

瓦棒葺

横葺

・

・

・

立て平葺・

改質アスファルトルーフィング下葺材・

・

留め付

け方法

板及びコイル

の種類
施工箇所

・

屋根用コイル

JIS G 3322の※

材料長尺金属板葺

屋
根
及
び
と
い
工
事

）（

図示による 適用しない・）・

・けらば包みによる方法※折板のけらば納め

・適用する（

耐雪性能に応じた工法

・

・図示による・

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

（13.３.３）工法

無し・

時間）防火性能：厚さ（mm）：（種別：

有り・断熱材

建築基準法に基づく風圧力又は地震力に対応した瓦の緊結方法などの工法

（13.４.３）

・

・

・

長さ

径

種類

・留め付け方法

・寸法

・形状

溶融亜鉛めつき処理を行った鋼製・

ステンレス製・材質

行わない

）瓦葺き用しっくい・・モルタルによる（行う

・

面戸、雀ロ、葺土の露出する瓦接合部に仕上げ

・

・Ｆ型用冠瓦伏せ棟

７寸丸伏せ棟・

・ mm瓦緊結用釘又はねじの有効長さの最小値

棟の工法

・図示による・瓦桟木の留付け工法

・図示による・

のし積み棟・

工法

棟補強等に使用する金物等

の種類

役物瓦
産地

寸法に

よる区分

形状

よる区分

製法に

よる区分 の使用

雪止め瓦施工箇所

（13.４.２）材料粘土瓦葺

・行う・行わないJIS A5208に基づく凍害試験

・幅40×高さ30（mm）以上

・杉

・

・幅21×高さ15（mm）以上

杉

※

※

※

※

寸法

材質

寸法

材質

瓦緊結用釘又はねじ

棟補強用心材

瓦桟木

））

ステンレス銅板

・

・

種類・（・表面処理鋼板（

硬質ポリ塩化ビニル雨どい・

・

硬質ポリ塩化ビニル管・

配管用鋼管・

材種等

といその他

材料とい

・Ｆ☆☆☆☆※

防露材のホルムアルデヒド放散量

・

・標準仕様書表13.５.２による※

とい受金物の材種、形状、取付け間隔

とい受金物

・標準仕様書表13.５.２による※

足金物の材種、形状、取付け間隔

12・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・13

・

・

・

・14

金
属
工
事

・

・

・

スタッドの高さが5.0mを超える場合

・

天井のふところが3.0mを超える場合の補強方法

・

（12.２.１）

（12.２.１）

（表12.２.１）

（表12.２.１）

（表12.２.１）（12.２.１）

（12.３.２）（表12.２.２）（表12.２.１）（12.２.１）

（12.３.２）（12.２.１）

（12.３.２）（12.２.１）

（12.２.１）（12.３.２）

（12.３.２）（12.２.１）

（12.２.１）（12.３.２）

（表12.２.３～表12.２.５）（12.２.２）

（表13.２.１）（13.２.３）（13.２.２）

アスファルトルーフィング940

（表13.２.１）（13.２.３）

（表13.５.１～表13.５.３）（13.５.２）

多雪地域の場合の軒どいの取付間隔0.5ｍ以下

（表14.２.１）（14.２.１）

（表14.２.２）（14.２.２）

（表14.４.１）（14.４.２）

（14.４.３）

Ver.2512

神島中継ポンプ場耐震補強工事

福山市上下水道局

２０２６年　９月

５

Ａ



章 項　目章 項　目 章 項　目 章 項　目 章 項　目特記事項 特記事項 特記事項 特記事項

その他のボード

下地

耐力壁

耐力壁以外

図示による ）・

）有り（無し・ ・

講じない

ＬＳ４※

ＬＳ４ＬＳ３ＬＳ２ ・・・ＬＳ１・

・

行わない・行う・

（15.３.５）外装タイル張り下地等の下地モルタル塗り及び下地調整塗材塗りの接着カ試験

設けない・

・押し目地※種類

・

（15.３.５）

※目地割設ける・

床の目地

）

・形状（

施工箇所（

設けない

設ける

・

・

（15.３.２）既製目地材

（15.３.２）既調合材料・現場調合材料・モルタルモルタル塗り

（15.２.７）

・杉（心去り材）※木ずり用小幅板の材種

材料木ずり下地

（15.２.６）建築基準法に基づく耐力壁の指定こまい下地

mm）

mm）

mm）

厚さ（

厚さ（

厚さ（

）

）

）

種類（

種類（

種類（

木質系セメント板

せっこうラスボード

せっこうボード

せっこうボード、せっこうラスボード及び木質系セメント板の種類及び厚さ

（15.２.５）材料せっこうボード、

・図示による・

建築基準法に基づく耐カ壁として使用する場合のラスシートの施工

直張り工法（ラスシートモルタル下地の場合）

・講ずる※換気ロ部の措置

二層下地通気構法

（15.２.４）施工

Ｌ1019ＪＳ以上（波形ラス（Ｗ700）の場合）

・

※

波形ラス

・

Ｌ925ＴＳ以上（リブラスＣ（ＲＣ800）の場合）※

リブラス

ステープルの形状及び寸法

リブラスＣ（ＲＣ800）に裏打ち材と一体化したラス・

・図示による

外張断熱工法で断熱材の外側に野縁を施工する形式の通気構法を行う場合

・

（15.２.４）

ラスシートの山高、山ビッチ、質量及び溶接ビッチによる区分

・

単層下地通気構法・

力骨付きラス（ＢＰ700）・

こぶラス（Ｋ800）・波形ラス（Ｗ700）・

二層下地通気構法・

種類及び単位面積当たりの質量

）・Ｋ※材料記号（

ラス材及ぶ補強用平ラス

材料

）ラスシートモルタル下地・ラスモルタル下地・直張り工法（

）単層下地・二層下地・通気工法（

・

・

（15.２.４）下地の種類ラス系下地

左
官
工
事

吸放湿性

・

内装薄塗材Ｗ・

内装薄塗材Ｅ・

内装薄塗材Si・

内装薄塗材Ｌ

内装薄塗材Ｃ

・

・

外装薄塗材Ｅ

塗材Ｅ

薄塗材Ｅ

外装薄塗材Ｓ・

防水形外装薄・

・可とう形外装

薄塗材Si

可とう形外装

・

・

防火材料工　法仕上げの形状呼び名

適用しない

適用する

・

・

適用しない

適用する

・

・

適用しない

適用する

・

・

適用しない

適用する

・

・

適用しない

適用する

・

・

適用しない

適用する

・

・

適用しない

適用する

・

・

適用しない

適用しない

適用する

・

・

適用する

・

・

適用しない

適用する

・

・

適用しない

適用しない

適用する

・

・

適用する

・

・

こて塗り

吹付け

・

・

・

・

・

ローラー塗り

こて塗り

吹付け

・

・

ローラー塗り

こて塗り

吹付け・

吹付け・

・

・

ローラー塗り

吹付け

・

・

・

ローラー塗り

こて塗り

吹付け

ローラー塗り・

こて塗り・

吹付け・

ローラー塗り

吹付け

・

・

ローラー塗り・

吹付け・

凹凸状

平たん状

ゆず肌状

京壁状じゅらく

・

・

・

さざ波状

凹凸状

平たん状

ゆず肌状

砂壁状じゅらく

さざ波状

ゆず肌状

平たん状

凹凸状

砂壁状

凹凸状

さざ波状

ゆず肌状

さざ波状

凹凸状

平たん状

ゆず肌状

砂壁状

着色骨材砂壁状

さざ波状

凹凸状

平たん状

ゆず肌状

砂壁状

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

砂壁状

ゆず肌状

さざ波状・

・

・

さざ波状・

ゆず肌状・

砂壁状・外装薄塗材Si・

（15.６.２）

薄付け仕上塗材・

材料

Ｆ☆☆☆☆※

（15.６.２）建物内部に使用する塗料のホルムアルデヒド放散量仕上塗材仕上げ

内装厚塗材Ｃ

吸放湿性

内装厚塗材Ｌ

内装厚塗材Ｇ

平たん状

凸部処理

吹放し・

内装厚塗材Ｅ

内装厚塗材Si

・

・

適用しない

適用する

・適用しない・

適用する・こて塗り

こて塗り

・

かき落とし

ひき起こし

凹凸状

平たん状・・

適用しない・

適用する・

かき落とし

かき落とし

ひき起こし

凹凸状

平たん状

適用しない

適用する

・

・

適用しない

適用する

・

・

こて塗り・

吹付け・

ひき起こし

凹凸状

平たん状

凸部処理

吹放し・

ひき起こし

凹凸状

平たん状

凸部処理

吹放し

外装厚塗材Ｅ・

外装厚塗材Si

こて塗り

かき落とし

ひき起こし

凹凸状

平たん状

凸部処理

外装薄厚材Ｃ

厚付け仕上塗材

・

・

防火材料工　法仕上げの形状呼び名

適用しない

適用する

・

・

適用しない

適用する

・

・

適用しない

適用する

・

・

・

適用しない

適用する

・

・

適用しない

適用する

・

・

・

・

こて塗り

吹付け

・

ローラー塗り・

こて塗り・

吹付け・

・

吹付け・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・・

・

吹放し

こて塗用軽量塗材

吹付用軽量塗材

ローラー塗り・

吹付け・

・

・

・

・

適用しない

適用する

適用しない

適用する吹付け・

・平たん状・

砂壁状

ゆず肌状

凹凸状

凸部処理

・

・

・

・・

適用しない

適用する

・

・耐候形３種

・

・

耐候形３種

・

・

・

適用しない

適用する

・

・

ローラー塗り・

吹付け・

・

・

・凸部処理

凹凸状

ゆず肌状

・ゆず肌状

・凹凸状

凸部処理・

仕上げの形状

防水形複層塗材Ｅ

防水形複層塗材ＲＥ

・

・

防水形複層塗材ＣＥ

可とう形複層塗材ＣＥ・

耐候性

耐候形３種・

ローラー塗り

・

・

・

複層塗材Ｅ

複層塗材Si

複層塗材ＲＥ

複層塗材ＣＥ

複層仕上塗材・

軽量骨材仕上塗材

こて塗り・

・

防火材料工　法呼び名

適用しない

適用する

・

・

・

吹付け・・

・

外装厚塗材Ｃにおける上塗材がセメントスタッコ以外の場合

外装厚塗材Si、外装厚塗材Ｅにおける上塗材の適用

適用しない・適用する・

）（

ひき起こし

凹凸状 ・ローラー塗り

・

・

つや無しつや有り

水系・弱溶剤系・

メタリック・・

ポリウレタン系・

ふっ素系・

シリカ系・

溶剤系

アクリルシリコン系

アクリル系

・

・

・

・

溶媒

外観

樹脂

複合仕上げ塗材の上塗材

下地の種類

現場調合しっくい

既調合しっくい

既調合しっくい

標準仕様書15.10.３（２）による

標準仕様書15.10.３（１）による

・

・

※

※現場調合しっくい

調合及び塗厚

・

適用しない・適用する・色しっくい

・

（15.10.２）材料

）（

標準仕様書15.10.１による場合以外の下地への適用・

（15.10.１）しっくい塗り

水ごね土物２工法

既調合しっくいの上塗り仕上げ工法

大津みがき仕上げ工法

・図示による・ちりじゃくり

・切返し仕上げ工法

標準仕様書表15.11.２による

・

※

・押え仕上げ パターン仕上げ・なで切り仕上げ・

（15.11.３）下塗りの調合調合

）

）

大津仕上げ（

土物仕上げ（

人工的に着色・製造したもの

天然砂と岩石の砕砂

・

・

・

・

色砂の種類

色土の種類

粉末海藻

ふのり・

・ぎんなんそう

つのまた

ふのり

こんにゃくのり

合成高分子系混和材・

・

・

※

※

砂壁用ののりの種類

土壁用ののりの種類

（15.11.２）材料こまい壁塗り

（15.11.７）

砂壁仕上げ工法・

のりごね土物工法・のりさし土物工法・

・水こね土物１工法・

土物仕上げ工法・

土物仕上げの工法

Ｂ種・Ａ種※こまい壁工程

・図示による・

建築基準法に基づく耐カ壁の指定がある場合・

（15.11.４）・標準仕様書表15.11.８による※塗厚

・図示による・ちりじゃくり

・普通大津仕上げ工法・

（15.11.８）大津仕上げの工法

つのまた・

・にかわ

吹付け

（15.12.３）

・図示による・

仕上げ吹付け厚さ（mm）

・

・

Ｆ☆☆☆☆※

接着剤のホルムアルデヒド放散量

Ｆ☆☆☆☆※

（15.12.２）ロックウールのホルムアルデヒド放散量ロックウール

・

0.25mm以上

建具

・建具表による・

防火戸の自動閉鎖機構及び防火戸について、連動させる装置等

Ｔ－２Ｔ－１

）日射熱取得性の等級（

外部に面する建具

・

Ｈ-８Ｈ-７Ｈ-６Ｈ-４ Ｈ-５ ・・・・・

外部に面する建具の断熱性の等級は標準仕様書表16.３.３による※

断熱ドア、断熱サッシ

）断熱性の等級（・ ・

防音ドア、防音サッシ

・ ・図示による建具表による

Ｅ種Ｄ種Ｃ種Ｂ種 ・・・・Ａ種・

外部に面する建具の種別は標準仕様書表16.３.１、表16.３.２による

（16.３.３）・複層ガラス※

耐風圧性等級、気密性等級、水密性等級

（16.３.２）性能値等（建具符号、枠の見込み寸法は建具表による）

断熱ドア、断熱サッシ

防音ドア、防音サッシ

図示による建具表による・ ・

Ｅ種Ｄ種Ｃ種Ｂ種 ・・・・Ａ種・

外部に面する建具の種別は標準仕様書表16.２.１、表16.２.２による※

網　目線　径材　質種類

・

16～18メッシュ※

・

※

・

ガラス繊維入り合成樹脂製・

合成樹脂製※防虫網

（16.２.３）防虫網の材料

適用しない・適用する（建具の製造所の仕様）

（16.２.５）

（16.２.５）（16.２.５）

（16.２.４）

・

・

図示による・

木下地の内付け建具

水切り板、ぜん板

図示による・

・

結露水の処理方法

ＨＬ

ステンレス製くつずりの仕上げ

（表14.２.１）

（表14.２.１）

（16.２.４）

ステンレス鋼板の種類

特注色

ＢＣ－２種

特注色

ＢＢ－２種

・

・

・

・

標準色

ＢＣ－１種

標準色

ＢＢ－１種

・

・

・

・

着色

種別

着色

種別

屋内の建具

外部に面する建具

表面処理

断熱性の等級（ ）

）遮音性の等級（

・

・

適用する（適用箇所： ）・建具表による・

耐風圧性等級、気密性等級、水密性等級

（16.２.２）性能値等（建具符号、枠の見込み寸法は建具表による）アルミニウム製

（16.１.６）

適用しない・

・防犯建物部品

（16.１.４）

（16.１.４）

行わない・）行う（建具符号：・

特殊な建具の仮組

行わない・）行う（建具符号：・

建具見本の製作見本の製作等

（16.１.３）・建具表による・防火戸

建
具
工
事

・

・

※

ガラス

樹脂製建具

・

網戸等

・

※

※

亜鉛めっき鋼板

（表16.２.１）

ステンレス銅板の種類

断熱ドア、断熱サッシ

防音ドア、防音サッシ

）断熱性の等級（

・

）遮音性の等級（

・

）面内変形追随性の等級（

耐震ドア・

ステンレス鋼板・

カラー鋼板・ビニル被覆鋼板・・

鋼板の種類

（16.５.３）

（16.４.４）

・建具表による

標準型鋼製軽量建具の有効内法寸法

・

ロックウール・グラスウール・

防音性能を求める場合の充填剤

戸の心材

・ＨＬ※

ステンレス製くつづりの仕上げ

図示による・

（16.５.４）標準仕様書表16.５.１による※鋼板の厚さ（mm）

※

（16.５.３）・鋼板※召合せ、縦小口包み板の材質

簡易気密型ドアセット

・ＨＬ※

・建具表による

標準型鋼製建具の有効内法寸法

・

ステンレス製くつずりの仕上げ

（16.５.２）性能値等（建具符号は建具表による）鋼製軽量建具

断熱ドア、断熱サッシ

防音ドア、防音サッシ

面内変形追随性の等級（

耐震ドア

）

・

簡易気密型ドアセット・

・外部に面する建具の耐風圧性

Ｓ－６・Ｓ－５・Ｓ－４・

・標準仕様書表16.４.２による※

（16.４.４）鋼板類の厚さ（mm）

（16.４.３）点検口の類のくつづりの仕上げ

※

ステンレス鋼板の種類

）

）

断熱性の等級（

・

遮音性の等級（

・

（16.４.２）性能値等（建具符号は建具表による）鋼製建具

・

（16.５.３）

・図示による・

適用しない・適用する（建具の製造所の仕様）・

木下地の内付け建具

水切り板、ぜん板

（16.３.４）特注色・標準色・表面色

・ＨＬ※

ステンレス製くつずりの仕上げ

耐水性による区分（

）いんろう無し・いんろう付き・召し合せかまち（・

（16.７.２）

（16.７.４）引戸の定規縁

（16.７.３）

・標準仕様書表１６.７.６による※

表面板の厚さ

・標準仕様書16.７.２（イ）（ａ）による※

表面材の材料のホルムアルデヒド放散量

（

備考表面材の品質等

）

）

）

）

（・

難燃性による区分（

曲げ強さによる区分（

）表裏面の状態による区分（

）・

・

水掛り箇所１類、その他２類以上※

接着の程度

）（・

・

水掛り箇所１類、その他２類以上※

接着の程度

）（・

・広葉樹１等※板面の品質

・

水掛り箇所１類、その他２類以上※

接着の程度

（ＭＤＦ）

ファイバーボード

ミディアムデンシティ・

特殊加工化粧合板・

天然木化粧合板・

普通合板・

合板の種類

表面材の合板の種類

フラッシュ戸・

（16.７.２）・建具表による・枠、くつずりの材料

Ｆ☆☆☆☆・※

接着材のホルムアルデヒド放散量

Ｂ種・Ａ種※

建具材の加工、組立時の含水率木製建具

（16.６.５）

角出し曲げ・普通曲げ※

ステンレス鋼板の曲げ加工

ＨＬ※

ステンレス製くつずりの仕上げ

（16.６.３）

（16.６.４）・ＨＬ※表面仕上げ

（表16.２.１）

）

耐震ドア

・

・

断熱ドア、断熱サッシ

防音ドア、防音サッシ

面内変形追随性の等級（

）

）

断熱性の等級（

・

遮音性の等級（

・

外部に面する建具の耐風圧性・

Ｓ－６・Ｓ－５・Ｓ－４・

簡易気密型ドアセット・

性能値等（建具符号は建具表による）ステンレス製建具 （16.６.２）

30mm

30mm

19.5mm

36mm

・

建具表による・※見込み寸法

紙張り障子・

・

建具表による・※見込み寸法

・ビニル紙程度

新鳥の子・鳥の子・上張り

・ビニル紙程度

新鳥の子

Ⅱ型・

・鳥の子

Ⅰ型

・

・

上張り

種別、工法

ふすま・

）表面材の種類、品質等（

戸ぶすま・

・建具表による

生地縁（素地）・

・

生地縁（ウレタンクリヤー塗装）

塗り縁

・

・

※見込み寸法

縁仕上

・

建具表による・※見込み寸法

）鏡板樹種（）かまち樹種（

かまち戸・

（16.８.３）握り玉、レバーハンドル、押板類、クレセントの取付け位置

・建具表による・

・標準仕様書表16.８.５による※

木製建具に使用する戸車及びレール

・標準仕様書表16.８.４による※

木製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ

・標準仕様書表16.８.３による※

樹脂製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ

・標準仕様書表16.８.２による※

金属製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ

・

標準仕様書表16.８.１及び適用（備考欄の特記事項も含め）は、建具表による※

（16.８.２）金物の種類・見え掛り部の材質等建具用金物

・鋼製の既製品鍵箱 ※

（16.８.４）製作しない・

・

製作する

各室３本１組※

・

鍵の製作本数

マスターキー鍵

縮尺率 図面No

A1=100%

A2= 71%

A3= 50%

図面名称

工事名称

設計

福山市上下水道局施設部施設整備課

建築工事特記仕様書　No-６

・

・

・

・

15

・

・

・

・

・

16・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

２㎡程度（最大目地間隔３m程度）

（その１）（表15.６.１）

（その２）（表15.６.１）

（その３）（表15.６.１）

（表15.６.２）（15.６.２）

（表15.10.１～表15.10.４）（15.10.３）

（表15.10.５）（15.10.４）

（表15.11.９）（15.11.５）

（16.２.３）（16.６.３）

（16.４.４）（16.２.４）

SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1・

ステンレス（SUS316）製

（16.２.４）（16.３.４）

（16.２.５）（16.３.５）

（16.２.５）（16.３.５）

（16.６.３）（16.４.３）

SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1・

（表16.４.５）（16.４.６）

（16.６.３）（16.５.３）

SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1・

（16.２.４）（16.５.４）

（表16.４.５）（16.５.６）

（16.２.４）（16.６.４）

（表16.７.１）（16.７.２）

（表16.７.２）（16.７.２）

（表16.７.７）（16.７.３）（16.７.２）

（16.７.３）（表16.７.３）（16.７.２）

（表16.７.10）（16.７.４）（表16.７.７）

（16.７.４）（表16.７.７）（16.７.３）（16.７.２）

（表16.７.７）（16.７.３）

ステンレス鋼板の種類

※ SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1

・

・

Ver.2512

神島中継ポンプ場耐震補強工事

福山市上下水道局

２０２６年　９月
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Ａ



章 項　目 章 項　目 章 項　目 章 項　目特記事項 特記事項 特記事項 特記事項

引戸装置

非接触スイッチ

※

ステンレス鋼板の種類

・Ｚ12又はＦ12※めっきの付着量

JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

JIS G 3302(溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

・

・鋼板の種類

スラット及びシャッターケース用鋼板

材料

（16.11.３）

開閉方式の種類

設けない・設ける・

管理用シャッターのシャッターケース

・図示による・危害防止機構の設置個所

・図示による・障害物感知装置の設置個所

・図示による・

急降下制御装置又は急降下停止装置の設置個所

安全装置の設置個所

手動式・電動式（手動併用）※

形式及び機構

）pa耐風圧強度（外壁開口部に設ける重量シャッター

防煙シャッター

屋内用防火シャッター

外壁用防火シャッター

管理用シャッター

・

・

・

・シャッターの種類

（16.11.２）

（16.11.２）

大形（開・閉）押しボタンスイッチ・

・

適用しない・適用する・

凍結防止措置

（16.11.２）重量シャッター

図示による・標準仕様書表16.10.１による※

（16.10.３）性能自閉式上吊り

（16.９.２）

車椅子使用者便房用操作スイッチ

光電式タッチスイッチ・

無線式タッチスイッチ・

引き戸用検出装置の種類

・

・熱線センサー

光電センサー

タッチスイッチ

電波センサー

音波センサー

光線（反射）センサー

・

・

・

・種類

押しボタンスイッチ

・

・

・

防錆の

引き戸用検出装置の性能は標準仕様書表16.９.３による

防錆

防錆

適用しない・適用する・

※

※

検出装置の性能

適用しない・適用する・

標準仕様書表16.９.２による※

車椅子使用者用便房出入口の引き戸用駆動装置の性能

・

・図示による・

引き戸用駆動装置の場合、標準仕様書表16.９.１による※

駆動装置の性能

自動ドア開閉装置の性能

戸の開閉方式

（16.９.２）性能・機構自動ドア開閉装置

建
具
工
事

）図示による（・

電動式の場合の障害物感知装置の設置箇所

収納形式による区分ドア

めっき付着量

（16.12.３）材料

・ＡＺ90※めっきの付着量

JIS G 3322（塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯）

Ｚ06又はＦ06・※

・

JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）・

スラットの材質の種類

ステンレス鋼板・

溶融亜鉛めっき鋼板※

ガイドレールの材料

バーチカル形

ハイリフト形

ローヘッド形

スタンダード形

・

・

・

・

区分

開閉方式による

電動式・

チェーン式・

バランス式※

50

75

100

125

・

・

・

・

タイプ

ファイバーグラス・

アルミニウムタイプ・

スチールタイプ※

（Pa）

風圧力区分セクション材料による区分

区分、材料オーバーヘッド

（16.12.４）

オーバーラッピング形・インターロッキング形・

スラットの種類

設置しない・）・図示による・設置する（・

急降下停止装置

・図示による・障害物感知装置の設置個所

電動式の場合の安全装置

）pa耐風圧強度（

電動式（手動併用）・手動式※

開閉形式

（16.12.２）形式及び機構

適用は以下によるほか、 （16.14.２）ガラス

材料板ガラスの種類、厚さの呼びによる種類

・）による・建具表※図示（・

倍強化ガラス・

６ｍ以下

６以上

６～15

木下地の場合の壁用金属枠のアンカー等の留付け間隔

mm（450mm以下）・

目地部の横力骨の納まり

図示による・※

建築基準法に基づく風圧力に対応した工法

・

・

アルミニウム製・

図示による

図示による

・

・

ステンレス製・

形状

寸法

材質

金属製化粧カバー

）シーリング材の種類　（

図示による ）・

・図示による・

（16.14.５）工法

・

・

はしご形状複筋及び単筋

径5.5mm

※

※

※

形状

寸法

材質力骨

設けない

・設ける（形状

・

・

壁用金属枠及び補強材

・・

・・

・

・長方形・ 10～25mm

図示による

曲面積み平積み

色調

（mm）

呼び寸法

・

・

ごとに幅

※

・

※

内側

15以下※

外側

・

※

目地幅（mm）

・・

・・

乳白クリア

95

95

（mm）

厚さ表面形状

200×200・

160×160・正方形・

（16.14.５）材料等ガラスブロック

位置（mm）

伸縮調整目地

・建具表による ・

ガラス端部で枠にのみ込まない部分の小口加工 （16.14.４）

※

※

・

シーリング材

グレイジングチャンネル

・

押縁及びグレージングガスケット

・

・

※ 建具の製造所の仕様による

・

※ 建具の製造所の仕様による

ガラス留め材

シーリング材

・

・

シーリング材

・

・

ガラス溝の大きさ（mm）

・

・

※

※ 建具の製造所の仕様による

建具の製造所の仕様による

ステンレス製

鋼製及び鋼製軽量

樹脂製

アルミニウム製

建具の種類

ガラスの留め材及び溝の大きさ

ガラスブロック製造所の仕様による

メタルカーテン 適用は以下によるほか、カーテンウォール図による

（17.２.２）材料

金属系材料の種類

・アルミニウム材・鋼材・ステンレス鋼材

（17.２.２）

被着体の組合せ
記　号 主成分による区分

シーリング材の種類

シーリング材（ガラスの取付けは除く）

下表以外は標準仕様書表９.７.１による

ウォール

形状及び仕上げ （17.２.３）

製品の寸法許容差

※ 標準仕様書表17.２.１による ・

ガラス溝の寸法、形状等

※ カーテンウォールの製造所の仕様

取付け

躯体付け金物の取付け位置の寸法許容差

※ ・図示による

カーテンウォール部材の取付け位置の寸法許容差

※

標準仕様書表17.２.２による

標準仕様書表17.２.３による ・図示による

ガラスの取付け方法

（17.２.５）

（17.２.６）

(アルミニウム合金鋳物を除く)

・

・構造ガスケット

）

）・図示・

シーリング材の種類（

（材質、形状等：

断熱材

ガラスの取付け材料

種類

施工箇所

（ ）

・図示による ・

（厚さ mm）

製品の見え掛り部分の仕上げ

・

・

・図示による・

適用は次によるほか、カーテンウォール図による

材料 （17.３.２）

コンクリート

品質 設計基準強度（Fc）

スランプ

・

・

普通コンクリートの場合

※

※ 12cm

・

・

ＰＣカーテン

種類 ・　普通コンクリート

（表６.10.１）軽量コンクリートの場合

（６.２.３）

単位水量の最大値

鉄筋

補強鉄線

種類記号 ※ ・

・・・・

網目寸法・

・

径 4.0mm 5.0mm 6.0mm

・　軽量コンクリート１種・

気乾単位容積質量の標準

1.8t/m３～2.1t/m３

2.1t/m３を超え2.5t/m３以下

30Ｎ/mm２

※ ・185kg/m3

SD295

ウォール

シーリング材

被着体の組合せ
記　号 主成分による区分

シーリング材の種類

ガラスの取付け材料

・構造ガスケット

断熱材

種類

施工箇所

（ ）

・図示による ・

先付けの材料

耐火目地材 ・

（17.３.２）

・先付け材料の仕上材

・石材（・花こう岩・大理石・ ）

・セラミックタイル

・

・

建具枠

ゴンドラ用ガイドレール

形状及び仕上げ

製品の見え掛り部の寸法許容差

※ 標準仕様書表17.３.１による

・上記以外

辺長（

版厚（

開口部内法寸法（

曲がり（

先付け金物の位置（

mm）

mm）

mm）

、面の凹凸（ mm）

mm）、ねじれ、そり（ mm）

mm）、対角線長の差（ mm）

カーテンウォールの仕上げ・

構造ガスケットを用いる場合のアンカー溝の寸法及び寸法許容差（mm）

・図示による ・

製作 （17.３.４）

配筋

・

厚さ（ mm）

材質、形状等： 図示による ・

・図示による※　監督職員の承諾による ・

下表以外は標準仕様書表９.７.１による

取付け （17.３.４）

躯体付け金物の取付け位置の寸法許容差

※ 標準仕様書表17.２.２による・図示による

カーテンウォール部材の取付け位置の寸法許容差

※ 標準仕様書表17.３.２による・図示による

・

ガラスの取付け方法 （17.３.６）

・

塗
装
工
事

材料 屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

※ F☆☆☆☆

（18.１.３）

・防火材料

・

・

屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする

次の箇所を除き防火材料とする（箇所： ）

素地ごしらえ 種別

下地面等

・Ａ種・※

※

※ Ｂ種

Ａ種

・

・

種　別

鉄鋼面

木部

モルタル面及びせっこうプラスター面

コンクリート面（DP）の場合

※ ・Ａ種・Ｃ種

Ｃ種 Ｂ種上記以外の場合

耐候性塗料塗り（DP）の場合

不透明塗料塗りの場合

・・Ｂ種

Ｂ種

Ａ種

Ｂ種

Ａ種

※

※

Ｂ種

Ｂ種

・

・

Ａ種

Ａ種

錆止め塗料塗り 種別

・※

※ Ｂ種・

種　別

・

※

※

・

・

下地面等

透明塗りの場合

Ａ種

Ａ種 Ｂ種

※ Ｂ種・Ａ種

※ Ｂ種 Ａ種

標準仕様書 表18.３.４

表18.３.４標準仕様書

Ｂ種 Ａ種

鉄鋼面
※ ・

２、３回目

１回目

※ ・

２、３回目

１回目

※ ・

※ ・

錆止め塗料の種別

ＳＯＰ

ＥＰ－Ｇ

ＳＯＰ

ＤＰ

ＤＰ

ＥＰ－Ｇ

ＳＯＰ

ＥＰ－Ｇ

ＳＯＰ

ＤＰ

ＤＰ

ＥＰ－Ｇ

見え掛り部分

見え隠れ部分

鋼製建具等

鋼製建具以外

※ Ａ種・Ｂ種

※ Ｂ種・Ａ種

標準仕様書

標準仕様書

表18.３.６

表18.３.６

図示による

※

Ｂ種

・せっこうボード面及びその他ボード面

押出成形セメント板面（DP）

Ｂ種 Ａ種

Ａ種

亜鉛めっき鋼面

亜鉛めっき鋼面

Ａs種

Ｃs種

Ｄs種

Ｂs種 Ａs種

Ａs種

Ｃs種

Ｄs種

Ｂs種 Ａs種

Ａz種 Ｂz種

Ｂz種

Ｃz種

Ｂz種 Ａz種

Ｂz種

Ｃz種

塗装 種別

※

※ Ｂ種

Ａ種

・

・

種　別

※ ・Ａ種

・

Ｂ種

Ａ種

Ｂ種

※

※

Ｂ種・

・

・

Ａ種

木部屋外

木部屋内

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

合成樹脂調合ペイント塗り（SOP）・

クリヤラッカー塗り（CL）・

アクリル樹脂系非水分散型塗料塗り（NAD）・

コンクリート面及び押出成形セメント板面

亜鉛めっき鋼面

鉄鋼面

耐候性塗料塗り（DP）・

コンクリート面、モルタル面等

木部

亜鉛めっき鋼面

・つや有合成樹脂エマルジ

ョンペイント塗り（EP-G）

・合成樹脂エマルジョンペイント塗り（EP）

・ウレタン樹脂マニス塗り（UC）

標準仕様書 表18.４.３

※ Ｂ種 Ａ種

・ ・Ａ種 Ｂ種 Ｃ種

Ｂ種 Ａ種

※ ・Ｂ種 Ａ種

※ ・Ｂ種 Ａ種

※ ・Ｂ種 Ａ種

標準仕様書

標準仕様書

標準仕様書

表18.７.１

表18.７.２

表18.８.２

表18.８.４

塗　装

鉄鋼面で錆止め塗装のままの場合の種別

見え掛り部分

見え隠れ部分

※

※

Ａ種

Ｂ種

・

・

屋外・木材保護塗料塗り（WP） ※ ・Ｂ種 Ａ種

－ピグメントステイン塗り・ 屋内

屋内の鉄鋼面

・

コンクリート面(DP以外)及びALCパネル面及び押出成形セメント板面(DP以外)

Ａ種 Ｂ種

標準仕様書

塗料の種類等 （表18.５.１）

クリヤラッカー塗り（CL）

種別がＡ種の場合における、標準仕様書表18.５.１の工程２

・塗料の種類（ ）

耐候性塗料塗り（DP） （表18.７.２）

上塗り塗料の等級 鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面（

（ ）級

）級

ウレタン樹脂ワニス塗り（UC）

標準仕様書表８.10.１の工程１の着色・適用する

接着剤等 接着剤のホルムアルデヒド放散量

内
装
工
事

接着剤の主成分による区分

下地の施工 （19.２.３）

標準仕様書19.２.３（１）（ア）から（ウ）以外の下地の工法

・図示による ・

ビニル床シート 材料 （19.２.２）

※

・

ＦＳ（複層ビニル床シート）

種類の記号 色　柄 厚さ（mm）

※ 2.0・

・

接合部の処理 ※ 熱溶接工法・ （19.２.３）

備　考

施工箇所の下地がセメント系下地及び木質系下地以外の場合

ビニル床シート及びビニル床タイル用

ゴム床タイル用

・図示による ・

・図示による ・

※ F☆☆☆☆ ・

・織じゅうたん （19.３.２）（表19.３.１）

・

・

・

織り方

・

備　考

ウィルトンカーペット

ダブルフェースカーペット

・アキスミンスターカーペット・

カットパイル

ループパイル

カット・ループ併用

・適用する

・適用しない

パイル形状 帯電性

材料 （19.２.２）

・

種類の記号 厚さ（mm）

2.0※

備　考

※

ビニル床タイル

ＫＴ（コンポジションビニル床タイル） 300×300・

・

・

450×450

500×500

寸法（mm）

・

・

無地

色　柄

ＴＴ（単層ビニル床タイル）

・ＦＴ（複層ビニル床タイル）

・

・

ＦＯＡ（置敷きビニル床タイル）

ＦＯＢ（薄型置敷きビニル床タイル）

特殊機能床 材料 （19.２.２）

・

・

・

・

・

・

帯電防止床シート

帯電防止床タイル

視覚障がい者用床タイル

耐動荷重性床シート

防滑性床シート

防滑性床タイル

種類 性能 厚さ、寸法、形状（mm）

厚さ：

寸法： 厚さ：

形状：

厚さ：

厚さ：

寸法： 厚さ：

ビニル幅木 材質の種類・軟質・硬質 （19.２.２）

ゴム床タイル 種類 ・単層品・積層品 （19.２.２）

（ ）

カーペット敷き

色柄、パイル糸の種類等

※ 色柄は模様のない無地のもの

種別・Ａ種・・Ｂ種 Ｃ種 （表19.３.１）

・

下敷き材

※ JIS L 3204（反毛フェルト）の第２種１号 呼び厚さ ８mm

・

見切り、押え金物

・

・適用しない

適用する（材質、形状等・

織じゅうたんの接合方法 （19.３.３）

※ ヒートボンドエ法・

・

・

・

タフテッドカーペット

パイルの形状 備　考帯電性

・適用する

・適用しない

グリッパー工法

全面接着工法

・

・

パイル長（mm）

・

・

・

・・

ループパイル

・カットパイル

カット・ループ併用

工　法

※ JIS L 3204（反毛フェルト）の第２種１号 呼び厚さ ８mm

・

見切り、押え金物

・

・適用しない

適用する（材質、形状等・

・

・

・

・

タイルカーペット

種類

・

・

※ 第一種

第二種

第一種

第二種

第一種

第二種

備　考

・
※

・

・

カットパイル

ループパイル

カット・ループ併用

※ 6.5

総厚さ（mm） 施工箇所

・

・

寸法（mm）

※

・

※

※

500×500

500×500

500×500

パイル形状

・

 ー

 ー

 ー

 ー

※

※

・・

・

高さ

厚さ

60mm 70mm 100mm

1.5mm以上

厚さ（mm）・・・・

（ ）mm

3.0mm 4.5mm 6.0mm 9.0mm

・ ）図示による

下敷き材（グリッパー工法の場合）

・ ）図示による

・

※ 6.5

・

※ 6.5

シートの種別

寸法

色柄

カ
勖
テ
ン
ウ
勎
勖
ル
工
事

取付方法、性能等 性能 （17.１.３）

水平方向 垂直方向

耐震性

（kH）

・1.0

・

・0.5

・

・30分

・１時間

・

・

・

80

70

60

（℃）

耐温度

差性耐風圧性 水密性 気密性 耐火性 遮音性 断熱性

性能の確認方法及び判定方法 （17.１.３）

※ 監督員の承諾による

（kV）

・

縮尺率 図面No

A1=100%

A2= 71%

A3= 50%

図面名称

工事名称

設計

福山市上下水道局施設部施設整備課

建築工事特記仕様書　No-７

16・

・

・

・軽量シャッター

・

・

・

・

・17

・

・

・

18

・

・

・

・

・

・

・

・19

・

・適用する・適用しない

・

（表16.９.４）（16.９.２）

（表16.11.１）（16.11.２）

（16.６.３）（16.11.３）

SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1・

（表16.12.１）（16.12.２）

（16.13.３）（16.13.２）

（図16.14.１）（16.14.３）（16.14.２）

ステンレス鋼（SUS304）・

3.2mm

（表17.３.１）（17.３.３）

（表18.２.１～表18.２.７）（18.２.２～18.２.７）

（表18.３.１～表18.３.４）（18.３.３）（18.３.２）

（表18.４.１～表18.12.１）（18.４.１～18.12.２）

（19.５.４）（19.３.２）（19.２.２）

（19.９.３）（19.７.２）（19.５.５）

（表19.２.２）

（表19.２.１）（19.２.２）

（19.２.２）

（表19.３.２）（19.３.３）（19.３.２）

（19.３.３）（19.３.２）

ガラスの種類、厚さの組合せは建具表及び図示による。

材料板ガラスの種類、厚さによる種類、日射熱遮蔽性による区分

よる区分、封入気体の種類

形状による種類、材料板ガラスの種類、厚さの呼びによる種類、特性による種類

・）による・建具表※図示（・

熱線反射ガラス・

・）による・建具表※図示（・

材料板ガラスの種類、厚さの組合せ、複層ガラスの厚さ、断熱性による区分、日射取得性及び日射遮蔽性に

複層ガラス・

板ガラスによる種類、厚さによる種類、性能による種類

熱線吸収板ガラス・

・）による・建具表※図示（・

・）による・建具表※図示（・

強化ガラス・

・）による・建具表※図示（・

材料板ガラスの種類、厚さの組合せ、合わせガラスの合計厚さ、特性による種類

合わせガラス・

・）による・建具表※図示（・

網又は線の形状、板の表面の状態、厚さの呼びによる種類

網入板ガラス及び線入板ガラス・

・）による・建具表※図示（・

型板ガラスの厚さによる種類・

・）による・建具表※図示（・

フロート板ガラスの品質及び厚さの呼びによる種類・

（表18.10.１）

Ver.2512

神島中継ポンプ場耐震補強工事

福山市上下水道局

２０２６年　９月

７

Ａ



章 項　目 章 項　目 章 項　目 章 項　目特記事項 特記事項 特記事項 特記事項

見切り、押え金物

・

・適用しない

適用する（材質、形状等・

タイルカーベットの敷き方

平場

階段部分 ※

市松敷き

模様流し

・

・

※

市松敷き

模様流し

合成樹脂塗床 合成樹脂塗床材のホルムアルデヒド放散量

※ F☆☆☆☆

（19.４.２）

種類

種　類 工　法

※ 平滑仕上げ

・防滑仕上げ

・つや消し仕上げ

仕上げの種類

・樹脂モルタル工法

・厚膜流しのべ工法

・薄膜流しのべ工法 ・

・

※ 平滑仕上げ

平滑仕上げ

防滑仕上げ

施工箇所

・

・厚膜型塗床材

（弾性ウレタン樹脂系塗床材）

・薄膜型塗床材

（エポキシ樹脂系塗床材）

厚膜型塗床材・

・ ）図示による

・

・

・

単層フローリング

・標準仕様書19.５.２（２）による※

（19.５.２）フローリングのホルムアルデヒド放散量フローリング張り

種　類

・釘留め工法

（根太張り）

・フローリングボード１等

・フローリングブロック１等

・釘留め工法

（直張り）

工　法 樹種

・

・

・接着工法

・接着工法

・

・

※ 標準仕様書 表19.５.１による

・

※ 標準仕様書 表19.５.３による

・

※

・

標準仕様書 表19.５.５による

・

厚さ、幅及び長さ

複合フローリング （19.５.２～19.５.５）

（19.５.２～19.５.５）

・釘留め工法

（根太張り）

・釘留め工法

（直張り）

工　法 樹種

・

・

・接着工法・

※

・

※ 標準仕様書

・

※

・

標準仕様書

厚さ、幅及び長さ

標準仕様書 表19.５.２による

表19.５.４による

表19.５.６による

Ａ種

Ａ種

Ａ種

・

・

・

Ｂ種

Ｂ種

Ｂ種

・Ｃ種

・

・

Ｃ種

Ｃ種

・複合フローリング

（天然木化粧）

種　類

接着工法の場合の不陸緩衝材 （19.５.５）

※ 合成樹脂発泡シート ・

畳敷き 種別

・Ａ種

・Ｄ種

・Ｂ種

・Ｃ種

・

・衝撃緩和型畳

畳表（JIS A5902） ・Ｃ１ ・Ｃ２

せっこうボード、 材料

木質系セメント板

繊維強化セメント板

パーティクルボード

繊維板

火山性ガラス質複層板

（VSボード）

・

・

硬質木毛セメント板・

・中質木毛セメント板

普通木毛セメント板

・硬質木片セメント板

普通木片セメント板

・けい酸カルシウム板

・

・15・20・25・

15・20・25・

・・20・25・

・30・

タイプ２（無石綿）・6・8

ミディアムデンシティ・

ファイバーボード

（MDF）

・・・・・３ ７ ９ 12

・無研磨板

（・スタンダード・

・研磨板

（・スタンダード・

・・・・2.5 3.5 ５ ７

・ハードボード（素地）

・ハードボード（化粧）

・インシュレーション

ボード

・

・

単板張りパーティクル

ボード

化粧パーティクル

ボード

・

・・・・2.5 3.5 ５ ７

・・・・

・・・・

・・10 12

10 12 15 18・

・

・

・

・

単板オーバーレイ

プラスチックオーバーレイ

塗装

無研磨板 ・研磨板

Ａ級

（・天井仕上・内装仕上・

テンパード）

テンパード）

・火山性ガラス質複層板・

規格名称 種　類 厚さ（mm）等

・ロックウール化粧

吸音板

・ロックウール吸音

ボード１号

・グラスウール吸音

ボード32Ｋ

吸音材料

・フラットタイプ

（・９（不燃）・12（不燃）・ ）

・凹凸タイプ

（・９（不燃）・12（不燃）・ ）

・25・

・25（ガラスクロス包）・

・せっこうボード

・不燃積層せっこう

ボード

・シージングせっこう

ボード

・強化せっこうボード

・せっこうラスボード

・化粧せっこうボード

（木目）

・化粧せっこうボード

（トラバーチン模様）
・9.5（準不燃）

模様（・柾目・板目　）

専用下地材張り

・12.5（不燃）幅440mm程度

・ ・

・ ・15（不燃）

・12.5（不燃）・

・12.5（不燃）・15（不燃）・

・

・

・

化粧無（下地張り用）

化粧有（トラバーチン模様）

9.5（不燃）

12.5（不燃）せっこうボード製品

（　畳床

（

（

畳表

畳床

：

：

・

・

JS J１・

PS-C20・PS-C25・PS-C30 ）

：

・図示による

内装用・外装用

9 12 15 18・

・

9.5

）

KT-I・KT-Ⅱ・KT-Ⅲ・KT-K・KT-N ）

15

・・20・25・15・12

その他ボード及び

合板張り

内
装
工
事

※ F☆☆☆☆

・有り（種類： ）・

天井のボードの重ね張りの張り付け方法

（ロックウール吸音板を除く）

（ ）

種類

せっこうボードの工ッジの種類（突付け工法、目透し工法の場合）

パーティクルボード及びMDFのホルムアルデヒド放散量

（19.７.３）

（19.７.３）

ボード表面への化粧張仕上げの有無

せっこうボードの目地工法

継目処理工法

ベベルエッジ

突付け工法 目透し工法・・・

・ ・スクェアエッジ

材料

種　類 規　格 防虫処理

・

・

行う

行わない

（19.７.２）

種類

プラス

チック
無機質繊維紙

塩化

ビニル
その他

・

・

・

不燃

準不燃

難燃

壁紙の種類

防火性能 備考施工箇所

・・・・・

・・・・・

施工

（19.８.２）

（19.８.３）

※ Ｂ種・Ａ種

※ Ｂ種・Ａ種

※ Ｂ種・Ａ種

（表18.２.４）

（表18.２.５）

断熱材 ・断熱材打込み工法 （19.９.３）

・

・

・

断熱材名

種　類 厚さ

（mm）
施工箇所

・ビーズ法ポリスチレンフォーム断熱材

・押出法ポリスチレンフォーム断熱材（スキン層なし）

・

・

・

硬質ウレタンフォーム断熱材

フェノールフォーム断熱材

種類（記号）

・天然木化粧合板

・特殊加工化粧合板

・

・

行う

行わない

・

・

行う

行わない

・普通合板 ）

）

品名　　（

厚さ　　（

板面の品質

広葉樹

針葉樹

単板の樹種名

（

（

（

※

※

※

5.5mm ・

２等以上

C-D以上

・

・

）

）

）

（ ）

厚さ　　（

化粧板の単板の樹種名　（ ）

品名（ ）

プリント・オーバーレイ・

・塗装 ・

mm ）

厚さ　　（ mm ）

接着の程度（ ）

単板の樹種名（ ）

化粧加工の方法

合板のホルムアルデヒド放散量

※

・

標準仕様書19.７.２（２）（イ）のいずれかによる

合板の張付け・Ａ種・Ｂ種

壁紙張り ホルムアルデヒド放散量 （19.８.２）

壁紙

接着剤

※ F☆☆☆☆・

※ F☆☆☆☆・

モルタル面及びせっこうプラスター面の素地ごしらえ

コンクリート面の素地ごしらえ

せっこうボード面及びけい酸カルシウム板面の素地ごしらえ （表18.２.７）

・断熱材現場発泡工法 （19.９.４）

断熱材の種類

施工箇所

・

・

・図示による

Ａ種１・Ａ種１Ｈ

・

mm吹付け厚さ

・F☆☆☆☆※

フェノールフォームを使用した断熱材及び 開口部等補修のための張付け用接着剤のホルムアルデヒド放散量

移動間仕切

（dB/500Hz）

遮音性能

・

・

・

・

・

（20.２.４）

36未満

36以上

焼付塗装

壁紙張り

・

・

・

仕上げ

・鋼板

・

手動式

電動式

部分電動式

操作方法による種類 圧接装置の操作方法

・

・

・

プッシュ式

ハンドル式

材質

パネル表面材

材料及び性能等

※ 標準仕様書20.２.３（３）（ウ）による ・図示による

あと施工アンカー

・使用する

種類：

・使用しない

材質： 寸法：

トイレブース 材料等 （20.２.５）

パネル表面材の材質

・メラミン樹脂系化粧板

・ポリエステル樹脂系化粧板

・

・

・

・

※

アルミニウム製

ステンレス製

ドアエッジの材質脚部の種類

※

・

幅木タイプ 製造所の仕様による

パネル材料のホルムアルデヒド放散量

※ F☆☆☆☆ ・

手すり 材料の種類

仕上げ

・

・

（20.２.６）

階段滑り止め 材料等

・

・

・

表面材と同材

ステンレス製（ＳＵＳ304）

黄銅製押出型材

アルミニウム製押出型材

・

※・ひも状

・タイヤ型

取付け工法

接着工法

埋込み工法・

寸法（mm）材　種 形　状

黒板及びホワ・黒板

区分

種類

・ホワイトボード

（ ）

※

・鋼板黒板

焼付け

・

・

ほうろう黒板

鏡 取付箇所（ ）

・

※

図示による・

・

表示 ・衝突防止表示

（20.２.７）

（20.２.９）

（20.２.９）

（20.２.10）

（20.２.11）

形状、寸法（

材質（

・

・ステンレス製

30φ

・

・ ）

）

・非常用進入口等の表示等 （20.２.11）

※ 消防法に適合する市販品 ・

（20.２.11）

・図示による ・

タラップ 材料の種類

仕上げ

※

※

ステンレス製

研磨等の仕上げを行わない

・

・

（20.２.12）

煙突ライニング 煙突用成形ライニング材 （20.２.13）

適用安全使用温度・ ℃

工法　（ ）

ブラインド 材料等 （20.２.14）

・

種類

幅、高さ

スラットの幅

材質

スラット

ヘッドボックス

ボトムレール

・縦形ブラインド

横形ブラインド

幅、高さ

開閉方式

操作方法

スラットの材質・

・

スラットの幅

焼付け塗装仕上げのアルミスラット

消防法で定める防炎性能の表示がある特殊樹脂加工クロススラット

※

・

・図示による

片開き

２本操作コード方式

・両開き

・１本操作コード方式

・

※ アルミニウム合金製

※

※

鋼製

鋼製

・

・

・

※ 25mm

・図示による

※ ギア式・コード式・操作棒式

・

・

ロールスクリーン 材料等

・

品　質 操作方式

・電動式

・スプリング式

・チェーン式

・・ポリエステル

材　質

・・

・図示 ・図示

幅、高さ 取付箇所

巻取りパイプ、ウェイトバー、操作コード又は操作チェーンその他の材料

※ 製造所の仕様による・

カーテン 材料等

（20.２.15）

備考

・

・

シングル

ダブル

・

・

片引き

引分け

・

・

・

手引き

ひも引き

電動

開閉操作方式

・つまひだ（三つ山

ひだ、二つ山ひだ）

・箱ひだ、片ひだ

・プレーンひだ

・図示

・

取付

箇所

生地の種別、品

質、特殊加工等

・

・

・

形　式 ひだの種類

暗幕用カーテンの両端、上部及び召合せの重なり

※ 300mm以上 ・

ハンガーレールの取付け下地

ハンガーレール

※

ランナー

※

・

・

図示による

図示による

図示による・※

パネルをランナーに取り付ける部品

（ ）

・

寸法

厚さ ５mm

室名札、ピクトグラフ、案内板等の形状、寸法、材質、色、書体、印刷等の種別、取付け形式

・・・ ・・ ・

mm

標準仕様書20.２.４（３）（エ）による

標準仕様書20.２.４（３）（オ）による

標準仕様書20.２.４（３）（カ）による

・

イトボード

カーテンレール 材料等 （20.２.16）

レール及びプランケットの強さによる区分

※ 10－90 ・

レールの材料による区分

※ アルミニウム及びアルミニウム合金の押出し成型材

・ステンレス製

レールの仕上げ

レールの形状

カーテン付属物 フック（ひるかん）

※ 鋼製・樹脂製

※

※

アルマイト

角形

・

・

プレキャスト 補強鉄線の径及び網目寸法 （20.３.２）

・図示による・

製作

※

・図示による

配筋

取付け方法

・

・

図示による

間知石及びコン 材料等

・

・

材　種

間知石

コンクリート間知ブロック

材　料

・

・

花こう岩

凝灰岩

種　類

－

－
・

・

Ａ

Ｂ

質量区分 備考

工法

（20.４.２）

（20.４.３）

積み方

目塗り

伸縮調整目地 材種

厚さ・図示による

・図示による

・図示による

※ 谷積み

・

・

・

・布積み

ブラインドボック 溝幅×深さ（mm）

・90×150 ・ ・120×80 120×150 150×80

・図示による

材質・集成材（仕上げ： ）

・アルミニウム製 押出し型材（市販品）

種別（標準仕様書表14.２.１）・

・

ＢＣ－１種

ＢＣ－２種

色合い

・鋼製（仕上げ： ）

・

・

標準色（

特注色（

）

）

天井点検口

・ 額縁タイプ

目地タイプ

・

・

額縁タイプ

目地タイプ

・

・

外　枠 内　枠

アルミニウム製

材　種

・

屋内外用・

屋内用・

・一般形

形　式寸法

450×450・

・

・

・

600×600

床点検口

・アルミニウム製

材　種

・ステンレス製

・鋼製

屋内外用・

屋内用・

・一般形

・密閉形

・

形　式寸法

450×450・

・

・

600×600

・

・

耐震スリット

垂直方向

水平方向

防水性能

・有り

無し・非耐火型・

・耐火型

耐火性能

完全（全貫通型）・

・

タイプ方　向

目地

・

目　地

目地材

・

・

・

シーリング材

シーリング材

（見え掛り部のみ）

（内外とも）

・シーリング材（見え掛り部のみ）

内　壁 外　壁

・目地寸法（mm） 幅20×深さ10

・

・

・

幅20×深さ10

目地材の材質は標準仕様書表９.７.２による

止水板 形式

施工箇所・

・差込式

図示による

・ ・壁張り式据置式

・

エキスパンジョ

くつふきマット

・

・塩化ビニル又はゴム製

硬質アルミニウム合金製

・ステンレス鋼（ＳＵＳ304）製

・

・

・

・

ステンレス鋼（ＳＵＳ304）

硬質アルミニウム合金

材　種 受　け　枠

材　種 クリアランス 耐火性能

備　考

備　考

備　考

備　考

・

・

アルミニウム製

ステンレス製

・

・

50

150

・100

・

・

・

有り（

無し

）

水セメント比55%以下、単位セメント量の最小値300kg/m3を満足するように定める

コンクリートの設計基準強度（Fc） （20.３.３）

※ 監督職員の承諾による 図示による・

（20.３.４）

※

・鍵付き

（注）外部は防水型とする

イント金物

ス及びカーテン

ボックス

クリート間知ブロ

ック積み

コンクリート

ユ
ニ
勏
ト
及
び
そ
の
他
の
工
事

フリーアクセス 材料等 （20.２.２）

・

・置敷敷

支柱

調整式

・500×500・

高さ

（mm）

・1.0Ｇ

・0.6Ｇ

耐震

性能

・3,000Ｎ

・5,000Ｎ

・帯電防止

床タイル

・タイルカ

ーペット

備考表面仕上げ材所定荷重寸法（mm）構造施工箇所

・

帯電防止性能・Ｕ値（クラス１）・Ｕ値（クラス２）

漏えい抵抗・ ・

耐荷重性能、耐衝撃性能、ローリングロード性能、耐燃焼性能の試験方法

※

寸法精度

※

標準仕様書20.２.２（２）（イ）による・

標準仕様書20.２.２（２）（オ）による・

可動間仕切 材料等 （20.２.３）

（dB/500Hz）

遮音性能

・

・

・

・

・

0

12

20

28

36

構造形式による種類

・

・

・スタッド式（露出）

スタッドパネル式

・パネル式

パネル

構成基材の種類

スタッド

・

・壁紙張り

メラミン樹脂焼付又は

アクリル樹脂焼付

パネル表面仕上げ

Ｒ≧１×106Ω

パネルの材料のホルムアルデヒド放散量

※ F☆☆☆☆ ・

パネル内に取付ける建具

・

・

※

無し

有り（寸法及び形状： 図示による・ ）

スタッド式（内蔵）

フロア

縮尺率 図面No

A1=100%

A2= 71%

A3= 50%

図面名称

工事名称

設計

福山市上下水道局施設部施設整備課

建築工事特記仕様書　No-８

19

・

・

・

・

・

・

・20

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

（表19.４.１～表19.４.８）（19.４.３）（19.４.２）

（表19.６.１）（19.６.２）

（表19.７.１）（19.７.２）

（表19.７.３）（19.７.３）

（表20.２.１）（20.２.16）

・

Ver.2512

神島中継ポンプ場耐震補強工事

福山市上下水道局

２０２６年　９月

電気室　床

（エポキシ樹脂系塗床材）
防塵

８

Ａ



（23.５.２）

章 項　目 章 項　目 章 項　目 章 項　目特記事項 特記事項 特記事項 特記事項

・アルミニウム合金製

・

・ハンドル式

・ロープ式

・

・

・

埋込み式

ベース式

バンド式

・

・

テーパー型

同一断面型

（ｍ）

高さ
形　式材　質 固定方法 備考

・

・・ 1,200

1,500

・1,800

Ｗ

・

・

・

Ｄ

550

600

650

Ｈ

・

・

・

800

850

備　考

市販品

トラップ付き

天板ステンレス製

・

流し台

材　種

コンロ台

・つり戸棚

・水切り

・600 ・

・

・

550

600

650

・

・

620

670

市販品

バックガード有り

天板ステンレス製

・

・

1,200

900

・450 ・500

・700

市販品

・1,200

・900

・600

－ －

市販品

ステンレス製

・１段式・

品質、性能

形状

旗竿

旗竿受金物 材種・ ・

車止め支柱

フェンス フェンスの種類・

・

・

・

高さ ・

ビニル被覆エキスパンドフェンス

樹脂塗装メッシュフェンス

鋼管フェンス

アルミフェンス

図示による ・

柱径・肉厚（mm）高さ（mm）材　種形　式

・上下式鎖内蔵型・

・

標準品

スプリング式

・

・

ステンレス製 ・ ・

・

・

鋼製書架及び

屋内掲示板 枠の材質

表面の材質

アルミニウム製

塩ビ発砲シート張り

・

・

洗面カウンター 材種

・

・

・メラミン樹脂化粧板張り（心材：集成材）

人工大理石

・

防煙垂れ壁 ・固定式

・

・

網入り磨き板ガラス

線入り磨き板ガラス

材　質

アルミ製枠付き

備　考厚さ（mm）

6.8

・

高さ（mm）

500

・

・

鋼製書架

鋼製物品棚

種　類 規格等

JIS S 1039による

耐荷重による種類

・

・

１種

４種

・

・

２種・３種

５種・６種・

・可動式

・

材　質種　類

垂直降下式（巻取り型） ※ 不燃布

（不燃認定品）

備　考高さ（mm）

500

・800

ガイドレール

固定式（壁埋込み型）

500

・

・

800

表面仕上げ

・

天井材張り・回転降下式 鋼板製又はアルミ製

収納家具 材質形状・寸法

合板、集成材、MDF、パーティクルポード等のホルムアルデヒド放散量

図示による・

※ F☆☆☆☆ ・

屋外掲示板 照明器具

施錠

有り

有り

・

・

無し

無し

敷地境界石標 種類 コンクリートプロック製（市販品）

・花こう石類（文字記号等入り）

ユ
ニ
勏
ト
及
び
そ
の
他
の
工
事

排
水
工
事

屋外雨水排水 排水管材料

・

・

材　種 形状

遠心力鉄筋コンクリート管 外圧管（１種）

種類・記号

・硬質ポリ塩化ビニル管継手

・硬質ポリ塩化ビニル管

・Ｂ形管・図示

備　考

・

・

・

・

ＶＰ

ＶＵ

ＲＳ－ＶＵ

・

・

ＤＶ

ＶＵ継手

呼び径

・図示・

・図示・

・図示・

・図示・

・図示・

基床の厚さ及び種類

硬質ポリ塩化ビニル管の継手に用いる材料

※ 接着剤・ゴム輪

側塊の形状及び寸法

排水桝の種類

・

・

図示による

図示による

・

・

・図示による ・ （21.２.２）

（21.２.２）

（21.２.１）

（21.２.１）

凍上抑制層に用いる材料

砂を用いる場合の粒度試験・

・

行う・行わない

・標準仕様書21.２.２（６）（オ）の排水桝を現場打ちとする場合の足掛け金物

・

・

・

幅400mm、径22mmのステンレス製

径22mmの防錆処理を行った鋼製

径19mmの成樹脂被覆加工を行ったもの

（21.２.１）

（21.２.２）

鋳鉄製ふた 種類 （21.２.１）

名　称

ールふた

鋳鉄製マンホ

鍵種　類

・

・

・

・

水封形

簡易密閉形

（パッキン式）

・密閉形

（テーパ・パッキン式）

・中ふた付き密閉形

（テーパ・パッキン式）

・

Ｔ－２用

Ｔ－６用

・Ｔ－20用

・

・

適用荷重 備　考

左記以外の品質等は

（公社）空気調和衛生工学会

SHASE-S209による。

グレーチング 材料等 （21.２.１）

メインバー

・鋼製・受枠付き、

ボルト固定

・

・溝ふた

（横断用）

・溝ふた

（側溝用）

・桝ふた用

・Ｕ字溝用

・

レス製

ステン・

ボルト固定

受枠付き、

・

・溝ふた

（横断用）

・溝ふた

（側溝用）

・桝ふた用

・Ｕ字溝用

Ｔ－２用

Ｔ－６用

・

・

・

・Ｔ－20用

Ｔ－14用

・歩行用

ピッチ

・細目

・細目

※ 普通目

亜鉛めっき

（付着量）

・

（ ）

・

・

凹凸形

上面形状適用荷重用　途形　式材　質

Ｔ－２用

Ｔ－６用

・

・

・

・Ｔ－20用

Ｔ－14用

・歩行用・

・

・

（ ）

・

・

平形

・

・

・

・

平形

凹凸形
－

－

舗
装
工
事

路床 路床の座量

材　料

・

・凍上抑制層

盛土

種　別

標準仕様書　表３.２.１により

※

・

再生クラッシャラン

切込み砂利

・砂

・クラッシャラン

・Ａ種・Ｂ種・Ｃ種・Ｄ種

厚さ（mm）

・

・

・

・

透水性舗装に用いるフィルター層の厚さ

・図示による ・

路床安定処理・適用する・適用しない

安定処理の方法・置き換え工法 ・安定処理工法

添加材料

種類・普通ポルトランドセメント

・高炉セメントＢ種

・フライアッシュセメントＢ種

・

・

生石灰（

消石灰（

・特号・１号　）

・特号・１号　）

添加量を定めるために用いるCBR（ （22.２.４））

試験

路床土の支持力比（CBR）試験

路床締固め度の試験（現場密度）

現場CBR試験

・行う・行わない

・

・

行う

行う

・

・

行わない

行わない

路盤 路盤の厚さ・図示による・

加熱アスファルト混合物の種類

・

・

・

密粒度アスファルト混合物（13）

細粒度アスファルト混合物（13）

密粒度アスファルト混合物（13Ｆ）

種　類

・

・

一般地域

寒冷地域

地　域区　分

表層

（22.４.６）

アスファルト混合物等の抽出試験・行う ・行わない

舗装の平たん性 （22.４.２）

※

・

通行の支障となる水たまりを生じない程度

コンクリート舗装 コンクリート舗装の厚さ （22.５.２）

舗装の種類

歩行者用通路

車路及び駐車場

厚　さ　（mm）

※ 70・図示

・図示・

・

・

図示

図示

・

・

構　成部　位

コンクリート舗装

材料 （22.５.３）

コンクリート

※ 普通コンクリート、標準仕様書　表22.５.１による

・図示による

早強ポルトランドセメント・使用する ・使用しない

注入目地材料 ※ 低弾性タイプ・高弾性タイプ

（22.５.４）

植
栽
及
び
屋
上
緑
化
工
事

土壌の水素イオン濃度指数（pH）試験 （23.１.３）

・行う・行わない

電気伝導度（ＥＣ）の試験 （23.１.３）

植栽地の確認等

寸法（mm）

図示による ・・

図示による ・・

ステンレス製（SUS304）

・

・

奥行き 約450mm 約600mm

（注）降下機構　煙感知器連動及び手動開放装置（埋込み型）

・現場打ちの場合のコンクリート材料

※ 普通コンクリート

設計基準強度

スランプ

・現場打ちの場合の鉄筋　種類の記号

※ ・

※

※

18/mm2

15cm又は18cm・

・

・

（21.２.１）

（21.２.１）

砂地業に用いる材料 （21.２.１）

（21.２.１）砂利地業に用いる材料

再生クラッシャラン・切込砂利・切込砕石

シルト ・山砂 ・川砂 ・砕砂・

・

街きょ、縁石、 材料

種　類 形状、寸法

・・

・

・

・

・

Ｌ形側溝

Ｕ形側溝

Ｕ形側溝ふた

・

・

・

・

・

・

・

・

・

砂地業の材料 （21.３.１）

・シルト・ ・ ・山砂 川砂 砕砂

砂利事業に用いる材料 （21.３.１）

・再生クラッシャラン・切込砂利・切込砕石

砂利事業の厚さ ※ 100（mm）・図示による （21.３.２）

・現場打ちの場合のコンクリート材料 （21.３.１）

※ 普通コンクリート

設計基準強度

スランプ

・

※ ＳＤ295Ａ

凍上抑制層に用いる材料

砂を用いる場合の粒度試験・

・

行う・行わない

（21.３.１）

・

※

※

埋戻し土 ※ Ｂ種（標準仕様書　表３.２.１）・ （21.２.１）

街きょ、縁石 図示による

図示による

図示による

図示による

18N/mm2 ・

15cm又は18cm

現場打ちの場合の鉄筋

・

路盤材料

※

・

※

・

再生クラッシャラン

再生粒度調整砕石

粒度調整鉄鋼スラグ

クラッシャラン 粒度調整砕石

クラッシャラン鉄鋼スラグ

・

・

・水硬性粒度調整鉄鋼スラグ

アスファルト舗装 アスファルト舗装の構成及び厚さ （22.４.２）

※ 図示による ・

材料

アスファルト ※

・

再生アスファルト

ストレートアスファルト

（・60～80・80～100 ）

（22.５.１）

舗装の平たん性

通行の支障となる水たまりを生じない程度※

・

カラー舗装 ・加熱系カラー舗装

構成・厚さ・図示による ・

表層に用いる加熱系混合物の結合材

・

・

アスファルト混合物

石油樹脂系混合物　　顔料の添加量（

加熱系混合物に添加する材料

・

・

着色骨材（

自然石（ ）

）

アスファルト混合物の抽出試験

・行う・行わない

・常温系カラー舗装

工法・ニート工法・塗布工法

着色部の下部・アスファルト舗装・コンクリート舗装

ニート工法及び塗布工法の配合等・

舗装の平たん性

通行の支障となる水たまりを生じない程度※

・

透水性アスファ 舗装の構成 図示による ・

（22.６.６）

（22.７.２）

材料

アスファルト ※

・

再生アスファルト

ストレートアスファルト

（・60～80・80～100 ）

試験

開粒度アスファルト混合物等の抽出試験・行う・行わない

舗装の平たん性

※ 著しい不陸がないもの ・

（22.７.２）

（22.７.６）

ブロック系舗装・コンクリート平板舗装

・

種　類

※

・

厚さ（mm） 目地材

・

・

砂

モルタル

60普通平板（Ｎ）

・透水性平板（Ｐ）

・保水性平板（Ｍ）

・300角

・

寸法（mm）

クッション材・砂・空練モルタル （22.８.２）

仕上がり面の平たん性 （22.８.２）

※ コンクリート平板間の段差３mm以内・

施工

目地

※ 標準仕様書　表22.５.３及び　図22.５.１による

・図示による

種類、間隔、構造

（22.６.６）

・・

・

・

・

・

・

・

・

・

有り

無し

図示による

図示による

（表22.２.１）

（22.８.１）

（22.５.２）

・

植栽基盤の整備 整備内容

・

植　栽

樹木

芝、

地被類

※ Ａ種

・Ｂ種

・

・

Ｃ種

Ｄ種

工　法 有効土層の厚さ（cm）

※ ※ Ｂ種

・

※

・

樹高12ｍ以上

（※ 100・120・150）

土壌改良剤整備範囲（面積）

樹高７ｍ以上～12ｍ未満

樹高３ｍ以上～７ｍ未満

樹高３ｍ未満

（※ 80・100）

（※ 60・80 ）

（※ 50・60）

20

葉張り部分

・

・

植栽部分

・

・

・植栽部分

・

・

・適用する

・適用しない

・

・

適用する

適用しない

植栽基盤の排水設備 （23.２.２）

（暗きょ、開きょ、排水層縦穴排水等）

・

・

設ける（

設けない

・ ）

植込み用土 ・現場発生土の良質土 ・客土

土壌改良材 種類、指定量

（23.２.３）

・バーク堆肥

施工箇所

指定量

・汚泥発酵肥料（下水汚泥コンポスト）

施工箇所

指定量 植栽基盤面積１m2当たり（・ Ｌ・ ）

・植栽範囲 ・図示による

植栽基盤面積１m2当たり（・ Ｌ・ ）

・植栽範囲 ・図示による

樹木 樹種、寸法、株立数

刈込みものの適用

・

・

・

図示による

適用する（数量：

適用しない

・

）

（23.３.２）

支柱 支柱材の種類 （23.３.２）

※ 丸太（間伐材）・真竹 ・

防腐処理方法

※ 加圧式防腐処理丸太材 ・

形式

添え柱形・

・布掛け形

・

・

鳥居形

ワイヤ掛け形

・

・

八ツ掛け形

地下埋設形

（23.３.３）

幹巻き用材料 材料 ※ 幹巻き用テープ・わら・こも （23.３.２）

芝 種類

※ コウライシバ・ノシバ

（23.４.２）

芝張りの工法

平地

法面

※ 目地張り

・

・べた張り

※

（23.４.３）

吹付けは種 種類等 （23.４.２）

・

種子の種類

洋芝類

備　考

・

・

種子の量（g/m2）

地被類 種類等 （23.４.２）

・

・

植物の種類 単位面積当たりの株数

・

・

径

・

・

芽立数

・

・

新樹、移植樹木、 新植樹木の枯補償の期間

（芝張り、吹付けは種及び地被類を含む）

※ 引渡しの日から１年・ ・無し

移植樹木の枯損処置を行う期間

※ 引渡しの日から１年・ ・無し

（23.３.６）

屋上緑化 植栽基盤及び材料

・屋上緑化システム

土壌層の厚さ

排水層

・

・

図示による

軽量骨材（層の厚さ： ）

・

植込み用土 ※ 改良土 ・人口軽量土

・屋上緑化軽量システム

樹木、芝及び地被類

・図示による ・ （23.５.３）

刈込みものの適用・

・

適用する（数量：

適用しない

）

見切り材、舗装材、水抜き管、マルチング材等 （23.５.３）

・図示による・

工法 （23.５.４）

・図示による・

支柱

かん水装置

・

・

設置する（形式

設置する（種類

・

・

・

・

）

）

（23.５.４）

（23.５.４）

・板状成形品

・透水排水管

樹種、寸法、株立数

建築基準法に基づく風圧力に対応した工法

図示による

図示による

図示による・

べた張り 目地張り

※

図示による

図示による

・行う・行わない

側溝

ルト舗装

芝類の枯保証

流し台ユニット

縮尺率 図面No

A1=100%

A2= 71%

A3= 50%

図面名称

工事名称

設計

福山市上下水道局施設部施設整備課

建築工事特記仕様書　No-９

20・

・

・

・

・

・

物品棚

・

・

・

・

・

・

・21

・

・

・

・

22・

（21.３.１）

・

・

・

・

・

・

試験

23・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

操作方法

（表21.２.１）（21.２.１）

SD295A

（表21.３.１）（21.３.１）

（22.２.３）（22.２.２）（22.１.３）

（22.２.３）（22.２.２）

（22.４.１）

（22.７.１）

（表22.３.１）（22.３.３）

（22.６.１）

（22.３.２）

（22.１.３）

（22.４.３）（22.１.３）

（表22.４.４）（22.４.４）

（表22.６.１）（22.６.２～22.６.４）

％）

（表22.６.１）（22.６.２～22.６.４）

（22.７.３）（22.１.３）

（22.８.３）（22.８.２）

・

曲げ強度

・

・

普通ブロック（Ｎ）

透水性ブロック（Ｐ）

保水性ブロック（Ｍ）

・車路

歩行者

用通路

・図示

図示 ※

・

80

※

・

60

※

・

・

※

5.0

3.0

・標準品

・

（N/mm2）
厚さ（mm）形状、寸法部　位種　類 色彩、表面加工等

・舗石舗装 （22.８.２）（22.８.３）

・

種　類

小舗石

（花崗岩）

・

厚さ（mm） 割付け

・図示

・

基層（mm）

・

・

図示

形状、寸法

※

・

80

クッション材・砂・空練モルタル （22.８.２）

※

仕上がり面の平たん性

※ インターロッキングブロック間の段差３mm以内・

（22.８.２）

（22.８.４）

・図示による・

インターロッキングブロックの割付け

・アスファルト混合物

（※・）50

・コンクリート板

（※ 70・ ）

仕上がり面の平たん性 （22.８.２）

※ 舗石間の段差３mm以内 ・

舗石の割付け （22.８.４）

（22.９.２）（表22.９.１）

・図示による・

砂利敷き・ 種別

通路

建築物周囲その他

（ ）・

※

※

Ａ種

Ｂ種

・

・

図示による

図示による

（22.８.３）（22.８.２）インターロッキングブロック舗装

（表23.２.２）（表23.２.１）（23.２.２）

（23.２.４）（23.２.３）

（23.３.４）（23.４.７）

（23.５.３）

Ver.2512

神島中継ポンプ場耐震補強工事

福山市上下水道局

２０２６年　９月

９

Ａ



既設柱 10m-19-350 （NTT引込み）

注　記

1.      は今回工事範囲を示す。

一 般 平 面 図 S＝1/100

土壌脱臭床

道　路

道

路

ス
ロ

ー
プ

バルブボックス

階段

搬入口

電気室搬入室

ＤＮ

60
00

ＨＨ

中電柱

65
0

2500

（小田川支１１左２０）

PAS

PCT

W H

13
00

IV60 x2 (VE36)GL-600

26
00

30
00

50
00

50
00

500025002500

縮　尺

種　　別

工　　種

図面番号

番

図示

位置図　一般平面図

2026年　9月設計年月

工事箇所 福山市山手町五丁目地内

福山市上下水道局

神島中継ポンプ場耐震補強工事

Ｎ

号

Ａ-１０

本庄町中
本庄町中

本庄町中

本庄町中

南本庄

神島町

南本庄

神島町

山手町山手町

山手町

山手町

山手町

山手町

４丁目

３丁目
３丁目

２丁目

２丁目

４丁目

２丁目１丁目

２丁目

５丁目

５丁目

５丁目

位 置 図 S＝1/5000

工事か所



階 室　名
下地 仕　上

床

仕　上下地 高さ

幅　木

仕　上 下地

腰　壁 天　　井

下地 仕　上 高さ 梁型仕上
備　　考工　種

高さ

壁(柱型共)

仕　上 

外部仕上表

付 属 物
庇屋　　根

押え・仕上
床

内部仕上表

改 修 前

改 修 後

根廻り

下地

現況のまま

軒　天

現況のまま

備　　考
鼻　先天　端

外　壁

搬入室

改 修 後

改 修 前 Ｃ ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾃ仕上 75Ｃ ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ押え Ｃ Ｃ打放し(B) 木毛ｾﾒﾝﾄ板 t=25打込 搬入口:ｱﾙﾐ製手摺 既製品 H=1,100

電気室

改 修 後

改 修 前 Ｃ ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ押え

現況のまま

床用塗料塗り Ｃ Ｃ打放し(B) 木毛ｾﾒﾝﾄ板 t=25打込

現況のまま

Ｃ 直天 ｽﾃﾝﾚｽ製ﾀﾗｯﾌﾟ

6. 内装建築材料として使用する建材は、全て告示対象外建材及びJIS・JAS規格認定品、Ｆ☆☆☆☆を使用する。

1. 適用基準

「公共建築改修工事標準仕様書(建築工事編)令和7年版」国土交通省大臣官房官庁営繕部監修による。

2. 工事にあたっては、大気汚染防止法、廃棄物処理法、労働安全衛生法、石綿障害予防規則、その他石綿処理に関する諸法令等を遵守すること。

3. 仮設計画図は別図(参考)によるが、事前に仮設計画書を含めた施工計画書を提出し、監督員の承諾後に着工すること。

5. 廃材一時保管場所は、監督員及び施設管理者と協議の上決定すること。

7. 壁の新設する吹付は、既存部分と100mm程度ﾗｯﾌﾟさせること。

4. 仮設材や機材の搬出入にあたっては、通路等を必要に応じて養生すること。

特記事項

現況のまま 現況のまま現況のまま

8. 令和7年10月にアスベスト調査・分析を行い、外壁吹付アスベスト及び室内仕上モルタルについて、「アスベスト含有無し」と報告されている。

1

現況のまま 現況のまま

無筋Ⅽ
t=300

75

2100Ｃ ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ押え

Ｃ ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ押え 2100

Ｃ 直天

Ｃ打放し(B)

Ｃ打放し(B)

現況のまま
開口閉塞部

ﾎｲｽﾄﾚｰﾙ(30KN用、10KN用)

現況のまま

現況のまま

現況のまま

現況のまま

ﾎﾟｰﾁ
ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾃ仕上

一般部:ｱｽﾌｧﾙﾄ防水(A-1)
ﾎﾟﾘｴﾘﾚﾝﾌｨﾙﾑ t=0.15
無筋ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾃ仕上 t=80

伸縮目地:既製目地 W=25

笠　木:ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾃ仕上

Ｃ打放し(B) 増打t=20の上
ｱｸﾘﾙ吹付ﾀｲﾙ(複層塗材E)

現況のまま

(屋根庇)
ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾃ仕上

(出入口庇)
防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押え

Ｃ打放し(B)の上
ｱｸﾘﾙ吹付ﾀｲﾙ

防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押え

Ｃ打放し(B)の上
ｱｸﾘﾙ吹付ﾀｲﾙ

Ｃ打放し(B)の上
複層塗材E

(出入口庇)

(屋根庇) (屋根庇)

(出入口庇)

現況のまま

屋上点検口:鋼製550□(鋼製蓋)

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ:ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄﾞ樹脂製 900角+網入りｶﾞﾗｽ t=6.8

ﾙｰﾌﾄﾞﾚｲﾝ:鋳鉄製ﾖｺ型 75A
ﾀﾃ樋:配管用炭素鋼鋼管 100A OP塗り
足洗場:1000×600
ｱﾙﾐ製ｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝｼﾞｮｲﾝﾄ(ｸﾘｱﾗﾝｽ100用) 既製品

出入口:鋼製電動ｼｬｯﾀｰ
鋼製扉

窓:ｱﾙﾐ枠 ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ(透明)

現況のまま

建具枠周囲ｼｰﾘﾝｸﾞ

縮　尺

種　　別

工　　種

図面番号

番

-

仕上表(改修前・改修後)

2026年　9月設計年月

工事箇所 福山市山手町五丁目地内

福山市上下水道局

神島中継ポンプ場耐震補強工事

号

つや有合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗りEP-G

EP

SOP 合成樹脂調合ﾍﾟｲﾝﾄ塗り

合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り

石こうﾎﾞｰﾄﾞ

合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ系複層仕上塗材複層塗材E

GB(R)

ｼｰｼﾞﾝｸﾞ石こうﾎﾞｰﾄﾞGB(S)

DP 耐候性塗料塗り

ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板(ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様)DR

外装合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ系薄付け仕上塗材外装薄塗材E

Ｃ コンクリート

Ｍ モルタル

Ｃ打放し(B) コンクリート打放し仕上(B種)

Ｃ打放し(C) コンクリート打放し仕上(C種)

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ吸音ﾎﾞｰﾄﾞ2号32K ｶﾞﾗｽｸﾛｽ額張り 厚50ｸﾞﾗｽｳｰﾙ吸音板

略　号

[AM]： 建築機械設備工事

[AE]： 建築電気設備工事

[PM]： プラント機械設備工事

[PE]： プラント電気設備工事

[C] ： 土木工事

工事区分略号

防火材料番号
材料名称 厚さ 認定番号

LGS 軽量鉄骨天井下地

複層塗材E

開口閉塞部

Ｃ打放し(B) 増打t=20の上

Ｃ打放し(B)　増打t=20の上

ﾓﾙﾀﾙ仕上 t=20

開口閉塞部

ﾓﾙﾀﾙ仕上 t=20

2100Ｃ

Ｃ 2100

開口閉塞部

Ｃ打放し(B)
Ｃ

Ｃ
開口閉塞部

Ｃ打放し(B)

開口閉塞箇所

床用塗料塗り(防塵塗装)

無筋Ⅽ
t=300

Ａ-１１



9
,
0
0
0

6,500 7,000

13,500

３

地下1階平面図　　S=1/100

２１

Ⅽ

Ⅾ

9
,
0
0
0

6,500 7,000

13,500

３

1階平面図　　S=1/100

２１

DW

Ⅽ

Ⅾ

電気室搬入室

便所

階段室UP

ポンプ室

階段室

上部搬入口

ＡＡ ＡＡ

UP

ｽ
ﾛ
ｰ
ﾌ
ﾟ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

１
SD

１
GB

１
GB

縮　尺

種　　別

工　　種

図面番号

番

1/100

平面図(改修前・改修後)

2026年　9月設計年月

工事箇所 福山市山手町五丁目地内

福山市上下水道局

神島中継ポンプ場耐震補強工事

号

凡　例

改修工事範囲

〇〇 -整理番号

〇
撤去建具

Ｏ:改修前
Ｎ:改修後

凡　例

改修工事範囲

〇〇 -整理番号

〇

Ｏ:改修前
Ｎ:改修後

(改修前)

Ｏ

１

Ｏ

２

9
,
0
0
0

6,500 7,000

13,500

３

地下1階平面図　　S=1/100

２１

Ⅽ

Ⅾ

9
,
0
0
0

6,500 7,000

13,500

３

1階平面図　　S=1/100

２１

DW

Ⅽ

Ⅾ

電気室搬入室

便所

階段室

Ａ Ａ

UP

ｽ
ﾛ
ｰ
ﾌ
ﾟ

Ｂ

Ｂ

(現況のまま) (改修後)

Ｎ

１

開口閉塞

Ｎ

２

開口閉塞

Ｏ

１

Ｎ

１

開口閉塞

UP

ポンプ室

階段室

上部搬入口

Ｂ Ｂ

Ａ Ａ

建具撤去

建具撤去

建具撤去
止水壁撤去

(現況のまま)

ＮＡ-１２



縮　尺

種　　別

工　　種

図面番号

番

1/100

断面図(改修前・改修後)

2026年　9月設計年月

工事箇所 福山市山手町五丁目地内

福山市上下水道局

神島中継ポンプ場耐震補強工事

号

6,500 7,000

13,500

３

Ａ－Ａ断面図  S=1/100

２１

7
,
5
0
0

1
0
,
1
0
0

3
0
0

1
0
,
1
0
0

2
0
0

1
0
0

7
0
0

4
0
0

6
,
4
0
0

8
0
0

9
,
7
0
0

3
,
9
5
0

5
,
7
5
0

搬入室 電気室

▽GL+4.80
▽1FL+5.20

▽RFL+11.60

▽B1FL-0.55

ポンプ室

▽B2FL-4.50

9,000

Ｂ－Ｂ断面図  S=1/100

ⅮⅭ

7
,
5
0
0

1
0
,
1
0
0

3
0
0

1
0
,
1
0
0

2
0
0

1
0
0

7
0
0

4
0
0

6
,
4
0
0

8
0
0

9
,
7
0
0

3
,
9
5
0

5
,
7
5
0

電気室

▽GL+4.80
▽1FL+5.20

▽RFL+11.69(水上)

▽B1FL-0.55

▽B2FL-4.50

ポンプ室

9
0

△RFL+11.60(水下)

▽+12.30 ▽+12.30

Ｏ

２

１
SD

Ｏ

１

建具撤去

１
GB

凡　例

改修工事範囲

〇〇 -整理番号

〇
撤去建具

Ｏ:改修前
Ｎ:改修後

凡　例

改修工事範囲

〇〇 -整理番号

〇

Ｏ:改修前
Ｎ:改修後

(改修前) (改修前)

6,500 7,000

13,500

３

Ａ－Ａ断面図  S=1/100

２１

7
,
5
0
0

1
0
,
1
0
0

3
0
0

1
0
,
1
0
0

2
0
0

1
0
0

7
0
0

4
0
0

6
,
4
0
0

8
0
0

9
,
7
0
0

3
,
9
5
0

5
,
7
5
0

搬入室 電気室

▽GL+4.80
▽1FL+5.20

▽RFL+11.60

▽B1FL-0.55

ポンプ室

▽B2FL-4.50

9,000

Ｂ－Ｂ断面図  S=1/100

ⅮⅭ
7
,
5
0
0

1
0
,
1
0
0

3
0
0

1
0
,
1
0
0

2
0
0

1
0
0

7
0
0

4
0
0

6
,
4
0
0

8
0
0

9
,
7
0
0

3
,
9
5
0

5
,
7
5
0

電気室

▽GL+4.80
▽1FL+5.20

▽RFL+11.69(水上)

▽B1FL-0.55

▽B2FL-4.50

ポンプ室

9
0

△RFL+11.60(水下)

▽+12.30 ▽+12.30

Ｎ

２

開口閉塞

Ｎ

１

開口閉塞

(改修後) (改修後)

建具撤去
止水壁撤去

Ａ-１３



１

北側立面図  S=1/100

２３

7
,
5
0
0

7
0
0

4
0
0

6
,
4
0
0

▽GL+4.80
▽1FL+5.20

▽RFL+11.60

▽+12.30

南側立面図  S=1/100

２ ３１

西側立面図  S=1/100

ⅭⅮ

東側立面図  S=1/100

Ⅽ Ⅾ

縮　尺

種　　別

工　　種

図面番号

番

1/100

立面図(改修前・改修後)

2026年　9月設計年月

工事箇所 福山市山手町五丁目地内

福山市上下水道局

神島中継ポンプ場耐震補強工事

号

凡　例

改修工事範囲

〇〇 -整理番号

〇
撤去建具

Ｏ:改修前
Ｎ:改修後

Ｏ

１

建具撤去

Ｏ

２
１
SD

１
GB

凡　例

改修工事範囲

〇〇 -整理番号

〇

Ｏ:改修前
Ｎ:改修後

(現況のまま) (改修前) (改修前)

Ｏ

１
１
GB

建具撤去建具撤去
止水壁撤去

(現況のまま)

１

北側立面図  S=1/100

２３

7
,
5
0
0

7
0
0

4
0
0

6
,
4
0
0

▽GL+4.80
▽1FL+5.20

▽RFL+11.60

▽+12.30

南側立面図  S=1/100

２ ３１

西側立面図  S=1/100

ⅭⅮ

東側立面図  S=1/100

Ⅽ Ⅾ
Ｎ

１

開口閉塞

Ｎ

２

(現況のまま) (改修後) (改修後)

Ｎ

１

開口閉塞開口閉塞

(現況のまま)

Ａ-１４



縮　尺

種　　別

工　　種

図面番号

番

1/50

改修詳細図(1)

2026年　9月設計年月

工事箇所 福山市山手町五丁目地内

福山市上下水道局

神島中継ポンプ場耐震補強工事

号

940 2,4601,730 1,730

9,000

2
1
0

300 300 940300 300

１

Ⅽ Ｄ

940 2,4601,730 1,730

9,000

300 300 940300 300

Ⅽ Ｄ

１

Ｎ

凡 例

・・・新設範囲を示す

※鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ壁の新設にあたっては、既存ｺﾝｸﾘｰﾄ面の目荒しを行うこと。

【改修後:新設】

平 面 図 正 面 図

(室内側)

断 面 図

（Ａ-Ａ）

6
,
4
0
0

210

１

8
5
0

1
,
8
4
0

Ａ

Ａ

3
0
0

3
0
0

ポンプ室

ポンプ室

100

160

2
,
0
2
0

2
1
0

1
,
8
4
0

8
5
0

1
8
0

2
0

建具撤去(GB-1)

建具撤去(GB-1)

建具撤去(GB-1)

ﾎﾞｰﾀﾞｰﾓﾙﾀﾙ塗り撤去

2
,
1
0
0

▽1FL+5.20

ﾎﾞｰﾀﾞｰﾓﾙﾀﾙ塗り撤去

▽GL+4.80

1
,
8
4
0

210 970 210210 970 210

建具撤去(GB-1)

3
0
0

3
0
0

袖壁撤去

袖壁撤去

建具撤去(GB-1)

1
6
0

▽RFL+11.60

2
1
0

2
,
0
2
0 袖壁撤去

3
0
0

3
0
0

W=100 t=20W=100 t=20

1,540 2,4601,730 1,730

9,000

2
1
0

１

Ⅽ Ｄ

1,540 2,4601,730 1,730

9,000

Ⅽ Ｄ

平 面 図 正 面 図

(室内側)

断 面 図

（Ａ-Ａ）

6
,
4
0
0

4
0
0

210

１

8
5
0

2
,
4
4
0

Ａ

Ａ

ポンプ室

ポンプ室

2
,
4
4
0

8
5
0

1
8
0

2
0

2
,
1
0
0

▽1FL+5.20

▽GL+4.80

2
,
4
4
0

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ壁新設

▽RFL+11.60

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ壁新設

1,540

周囲打継目地20×15×20
ｼｰﾘﾝｸﾞ PU-2 15×10

1,540

複層塗材E
Ｃ打放し(B) 増打t=20の上

周囲打継目地20×15×20
ｼｰﾘﾝｸﾞ PU-2 15×10

給水管一時撤去[AM]

給水管復旧[AM]

腰壁:ﾓﾙﾀﾙ仕上 t=20

Ｃ打放し(B)

1,540

複層塗材E
Ｃ打放し(B) 増打t=20の上

周囲打継目地20×15×20
ｼｰﾘﾝｸﾞ PU-2 15×10 Ｃ打放し(B)

腰壁:ﾓﾙﾀﾙ仕上 t=20
18020

１

Ｏ

凡 例

・・・撤去範囲を示す

※特記なき限り現況のままとする。

・・・ｶｯﾀｰ入れ

【改修前:既設撤去】

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ壁ﾊﾂﾘ撤去

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ壁ﾊﾂﾘ撤去

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ壁ﾊﾂﾘ撤去

仕上ﾓﾙﾀﾙ t=20撤去

仕上ﾓﾙﾀﾙ t=20撤去

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ壁新設

1
,
1
9
0

1
,
1
9
0

9
5
0

1
,
2
5
0

1
,
1
9
0

8
9
0

(既設鉄筋ﾊﾂﾘ出し)

(既設鉄筋ﾊﾂﾘ出し)

(既設鉄筋ﾊﾂﾘ出し)

Ａ-１５



３

正 面 図

(室内側)

6
,
4
0
0

9
4
0

1
5
0

1
8
0

2
0

３

8501,775 300300

2
1
0Ⅽ

平 面 図

建具撤去(SD-1)

止水壁撤去

1,300150 150

Ａ

Ａ

Ⅽ

210

4
0
0

3
0
0

2
,
0
0
0

2
,
1
0
0

断 面 図

（Ａ-Ａ）

8
0
0

3
0
0

4
0
0

300

▽GL+4.80

150

1,700

3
0
0

8501,775

3
0
0

2
,
0
0
0

建具撤去(SD-1)

建具撤去(SD-1)

止水壁撤去

3
3
0

無筋C t=300撤去

無筋C t=300撤去

縮　尺

種　　別

工　　種

図面番号

番

1/50

改修詳細図(2)

2026年　9月設計年月

工事箇所 福山市山手町五丁目地内

福山市上下水道局

神島中継ポンプ場耐震補強工事

号

２

Ｎ

凡 例

・・・新設範囲を示す

※鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ壁の新設にあたっては、既存ｺﾝｸﾘｰﾄ面の目荒しを行うこと。

【改修後:新設】

２

Ｏ

凡 例

・・・撤去範囲を示す

※特記なき限り現況のままとする。

・・・ｶｯﾀｰ入れ

【改修前:既設撤去】

建具撤去(SD-1)

2
,
0
0
0

3
0
0

3
0
0

止水壁撤去

7
3
0

1
5
0

無筋C t=300撤去

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ壁ﾊﾂﾘ撤去

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ壁ﾊﾂﾘ撤去

300300

▽1FL+5.20

▽RFL+11.60

1,700

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ壁ﾊﾂﾘ撤去

仕上ﾓﾙﾀﾙ t=20撤去

3
0
0

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ壁ﾊﾂﾘ撤去

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ壁ﾊﾂﾘ撤去

３

正 面 図

(室内側)

6
,
4
0
0

1
8
0

2
0

３

1,4501,775

2
1
0Ⅽ

平 面 図

Ａ

Ａ

Ⅽ

210

4
0
0

2
,
3
0
0

2
,
1
0
0

断 面 図

（Ａ-Ａ）

300

▽GL+4.80

1,700

3
0
0

1,4501,775

3
0
0

2
,
1
0
0

無筋C t=300

無筋C t=300

2
,
6
0
0

7
3
0

1
5
0

無筋C t=300

▽1FL+5.20

▽RFL+11.60

1,700

複層塗材E
Ｃ打放し(B) 増打t=20の上

周囲打継目地20×15×20
ｼｰﾘﾝｸﾞ PU-2 15×10

ﾓﾙﾀﾙ補修の上 複層塗材E

※止水壁撤去跡はﾓﾙﾀﾙ補修を行う。

　また、止水壁のｱﾝｶｰ鉄筋切断部分は防錆処理を行うこと。

ﾓﾙﾀﾙ補修

1,450

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ壁新設

周囲打継目地20×15×20
ｼｰﾘﾝｸﾞ PU-2 15×10

床用塗料塗り
(防塵塗装)

砕石撤去

砕石撤去

Ｃ打放し(B) 
腰壁:ﾓﾙﾀﾙ仕上 t=20

3
0
0

4
0
0

複層塗材E
Ｃ打放し(B) 増打t=20の上

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ壁新設

Ｃ打放し(B)

腰壁:ﾓﾙﾀﾙ仕上 t=20

18020

周囲打継目地20×15×20
ｼｰﾘﾝｸﾞ PU-2 15×10

床用塗料塗り(防塵塗装)

2
0
0

2
0
0

2
0
0

(既設鉄筋ﾊﾂﾘ出し)

(既設鉄筋ﾊﾂﾘ出し)

(既設鉄筋ﾊﾂﾘ出し)

(既設鉄筋ﾊﾂﾘ出し)

(既設鉄筋ﾊﾂﾘ出し)

Ａ-１６



建具金物

建具枠

建　具

見　込

ガラリ

硝　子　　（ランマ）

戸見込　　（ランマ）

場　所

符号　・　名称　・　個数

形状・寸法

そ の 他

建具表　　1/50

120

鋼製フラッシュ片開き戸(気密戸)
１

１

電気室

40

両面締りハンドル、シリンダー本締り錠、ドアクローザー、一般丁番(150)3枚

アルミ製ガラスブロック窓GB
１

２

搬入室

ガラスブロック 145×145×95

【撤去】

100

【撤去】

SD

2
,
0
0
0

850

アルミ水切り

1
,
8
4
0

940

縮　尺

種　　別

工　　種

図面番号

番

1/50,5

建具撤去図

2026年　9月設計年月

工事箇所 福山市山手町五丁目地内

福山市上下水道局

神島中継ポンプ場耐震補強工事

号

210

1
6
0

2
0

1
8
0

15Ｗ940

1
0
0

1
1
0

1
5

Ｈ
1
,
8
4
0

3
0

2
0

20 180 20

100

160

10250

2
1
0

20 180

5
0

110

ｼｰﾘﾝｸﾞ10×10撤去

3
0
0

2
0

300

ｱﾙﾐ水切り撤去

ｼｰﾘﾝｸﾞ10×10撤去

2
,
0
2
0

仕上ﾓﾙﾀﾙ t=20撤去

ｱﾙﾐ水切り撤去

建具撤去(GB-1)

ｼｰﾘﾝｸﾞ10×10撤去

平 面 図

断 面 図

1
2
0

300

2
0

1
8
0

235Ｗ850 15 25

平 面 図

20 180

断 面 図

建具撤去(SD-1)

ｼｰﾘﾝｸﾞ10×10撤去

3
0
0

3
0

20 180

120

Ｈ
2
,
0
0
0

3
0
0

ｼｰﾘﾝｸﾞ10×10撤去

ｼｰﾘﾝｸﾞ10×10撤去

無筋C t=300撤去

Ｗ940

仕上ﾓﾙﾀﾙ t=20撤去

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ壁ﾊﾂﾘ撤去

凡 例

・・・撤去範囲を示す

・・・ｶｯﾀｰ入れ

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ壁ﾊﾂﾘ撤去

3
0
0

建具撤去(GB-1)

袖壁撤去

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ壁ﾊﾂﾘ撤去

ﾎﾞｰﾀﾞｰﾓﾙﾀﾙ塗り撤去
W=100 t=20

2
0

仕上ﾓﾙﾀﾙ t=20撤去

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ壁ﾊﾂﾘ撤去

Ｗ850

SUS沓摺撤去

ﾎﾞｰﾀﾞｰﾓﾙﾀﾙ塗り撤去
W=100 t=20

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ壁ﾊﾂﾘ撤去

建具撤去(SD-1)

SUS沓摺撤去

3
0
0

300

Ａ-１７



9
,
0
0
0

6,500 7,000

13,500

３

1階平面図　　S=1/100

２１

DW

Ⅽ

Ⅾ

電気室
搬入室

便所

階段室

ＡＡ

UP

ｽ
ﾛ
ｰ
ﾌ
ﾟ

Ｂ

Ｂ

縮　尺

種　　別

工　　種

図面番号

番

1/100

仮設計画図(参考図)

2026年　9月設計年月

工事箇所 福山市山手町五丁目地内

福山市上下水道局

神島中継ポンプ場耐震補強工事

号

6,500 7,000

13,500

３

Ａ－Ａ断面図  S=1/100

２１

7
,
5
0
0

1
0
,
1
0
0

3
0
0

1
0
,
1
0
0

2
0
0

1
0
0

7
0
0

4
0
0

6
,
4
0
0

8
0
0

9
,
7
0
0

3
,
9
5
0

5
,
7
5
0

搬入室 電気室

▽GL+4.80
▽1FL+5.20

▽RFL+11.60

▽B1FL-0.55

ポンプ室

▽B2FL-4.50

9,000

Ｂ－Ｂ断面図  S=1/100

ⅮⅭ
7
,
5
0
0

1
0
,
1
0
0

3
0
0

1
0
,
1
0
0

2
0
0

1
0
0

7
0
0

4
0
0

6
,
4
0
0

8
0
0

9
,
7
0
0

3
,
9
5
0

5
,
7
5
0

電気室

▽GL+4.80
▽1FL+5.20

▽RFL+11.69(水上)

▽B1FL-0.55

▽B2FL-4.50

ポンプ室

9
0

△RFL+11.60(水下)

▽+12.30 ▽+12.30

注意事項

1）作業エリアへの作業員及び資材の搬出入は南側の開口部(ｼｬｯﾀｰ)より行う。

2）室内にある設備機器や電気盤類については、必要に応じてﾋﾞﾆﾙｼｰﾄ等で適切に養生すること。

仮設計画仕様

凡 例 仕 様

脚立足場

床・壁養生(ﾋﾞﾆﾙｼｰﾄ)

枠組足場(W=600)

作業エリア

防音ｼｰﾄ養生

(単管下地 + 全面ｼｰﾄ張り)
Ｃ 仮設間仕切り Ｃ種

床養生(ﾋﾞﾆﾙｼｰﾄ)

作業員・資材搬出入路Ｃ

Ｎ

Ｃ

Ａ-１８

　 また、電気室の開口閉塞工事中は、防水シート等で雨水等の侵入を防ぐ対策を講じること。



壁

柱

壁

ｄ

Ｄ

Ｄ

ｄ

Ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

Ｄ
Ｄ

ｄ

Ｄｄ

曲げ
角度

梁

壁

曲げ内法
直径位　置 折曲げ図及び

曲げ
角度

折曲げ後の余長

備　考

場合を含む
壁の一部となる

２）継手部
１）末端部

１）末端部
２）継手部

２）継手部
１）末端部

１）末端部
２）継手部

　 出来ない柱頭部

１）末端部

１）末端部

１）末端部

１）末端部

３．１．１表参照

３．９．１図参照

３．２５．１図参照

３．１２．１図参照

１）最上階の柱頭

　 引き通す事が
１）下階の柱主筋を

３．８．２図参照

３．８．１図参照

１００mm

４ｄ以上かつ６０mm以上

６ｄ以上かつ６０mm以上

折曲げ鉄筋１０ｄ以上

５ｄ以上

５ｄ以上

５ｄ以上

５ｄ以上

５ｄ以上

ラーメン隅角部

使 用 箇 所

２０ｄ以上

５ｄ以上

最上階

一般階

位　置

中間部

末端部

部　　位

柱

梁

継手方式

重ね継手 圧接継手

幅止め鉄筋

帯鉄筋、

定着末端部

帯筋(ＨＯＯＰ)

(ＳＴＰ)

四隅の主筋

断面が異な

ング基礎の

幅止め筋

煙突の鉄筋

使 用 箇 所

９０°
１３５°

９０°

９０°

θ＜９０°

９０°

１３５°

１８０°

３．１．２表　鉄筋曲げ加工（２）

９０°

９０°

上下階の柱

る場合

あばら筋

独立フーチ

底版筋

砂利または砕石

砂利または砕石

均しコンクリート

捨てコンクリート

※ １００

※ ２００

※ ５０

※ ６０

・ 

厚さ（mm）種　　別部　位

建 築 工 事

土 木 工 事

かぶり厚さ

厚さ

増打

あばら筋

かぶり厚さ

かぶり厚さ

かぶり厚さ

かぶり厚さ

シーリング

帯筋

躯体面

土木工事

建築工事

ａ

ａ  部

ａ

柱 梁 基礎

１：部位により最小かぶり厚さの判断が困難な場合は、監督職員の指示を得る。

２：杭基礎の底版・フーチング下端筋のかぶり厚さは、７.杭基礎の補強を参照する。

部 位

水中・土中等

環　境

大気中

水中・土中等

大気中

水中・土中等

大気中

部位

７０

－

７０

－

(注)梁：大梁、小梁、基礎梁、片持梁をいう。

・ 

・ 

環境 床版・スラブ・梁 柱・壁 底版・フーチング

７０

５０

７０

７０

７０

－

底版・フーチング柱・壁

５０

７０５０

５０

床版・スラブ・梁

対策区分

I

II,III

かぶり厚さ

かぶり

かぶり厚さ

かぶり厚さ

かぶり厚さかぶり厚さ

かぶり厚さ

増打

かぶり厚さ

打継ぎ

１）土木工事特記仕様書

２）土木工事共通仕様書

３）コンクリート標準示方書・施工編

４）コンクリート標準示方書・設計編

全国上下水道コンサルタント協会

国土交通省中国地方整備局

土木学会

土木学会
事
工
木
土

工
事

築
建

（別紙による。)

（令和 6 年版）

（ 2017年版 ）

（ 2017年版 ）

基
杭

礎

設計基準

(Ｎ/mm  )

スランプ
（cm）

※ 普通コンクリート

※ 普通コンクリート

・
※ 普通コンクリート

※ 普通コンクリート
・

※ 普通コンクリート

※ ２４
・  ３０
・

※ ２４

※ ２４

※ １８
・

※ １８

※ １２
・

※ １８

※ １５

※ １２
・

※ １５

※ 高炉セメントＢ
・  普通ポルトランドセメント
・  低熱ポルトランドセメント

※ 普通ポルトランドセメント

※ 普通ポルトランドセメント

※ 高炉セメントＢ
・  普通ポルトランドセメント
・

※ 普通ポルトランドセメント

土木

分　類

鉄筋コンクリート

地上

建築
地下

基礎梁
 基礎、

リート

鉄　筋
コンク

土木 無筋コンクリート

無筋コンクリート建築

コンクリート種別 強　　度 セメントの種類

種　別
径

※ ＳＤ３４５
・  ＳＤ３９０
・  ＳＤ４９０

※ Ｄ１３以上
・

下記以外

ＳＤ２９５

ＳＤ３４５

重ね継手

ガス圧接

機械式継手

※ Ｄ１９以上の柱、梁主筋
※ Ｄ１６以上の増設端の床、壁鉄筋

・

・ 図面による。

※ Ｄ１６以下

※ Ｄ１９以上

※ Ｄ１９以上、Ｄ２９以下
　　の柱、梁主筋

土　木 建　築

鉄筋の種類

鉄筋の継手

４
ｄ
以

上

９０°

１３５°

Ｄ

１
０

０
m

m

１
２

ｄ
以

上
４ｄ以

上

（馬筋）

直交方向に９０°

スターラップ、

フープ筋　等

床版
底版

あばら筋、帯筋
スパイラル筋

折曲げ図 曲げ内法
直径

ｄ

θ

躯
体

面

（１）設計図は監督職員の承諾を得なければ変更してはならない。

　　 変更の必要を生じた場合は、監督職員と協議すること。

（１）本構造細目共通図は、下水道施設における処理場、ポンプ場の複合構造物に適用する。

（２）土木工事と建築工事の区分は図面による。

（３）図面及び構造細目共通図に記載されていない事項は、下記に基づくものとし、これらに

　　 相違がある場合は監督職員に確認し指示を受ける。

土木の鉄筋の種類及び継手は１．２．１表による。　

平 面

３．２．１図　異形鉄筋の末端部

（１）Ｄは、折曲げ内法直径を示す。

（２）ｄは、鉄筋直径（呼び名）を示す。

３．２．１表　フックを設ける位置

３．１．１表　鉄筋曲げ加工（１）

１．４．１表　砕石及び均しコンクリート、捨てコンクリートの仕様

※　通常の施工の場合

・　塩害対策地域の施工の場合

３．３．１図　鉄筋のかぶり厚さ

３．３．１　かぶり厚さ

３．３．１表　鉄筋の最小かぶり厚さ(mm)

（３．３．１図）をいう。
かぶり厚さとは、一番外側の鉄筋（幅止め筋を除く）の外面から躯体面までの距離

を加えた厚さ以内に納めるものとする。
鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上を確保し、最小かぶり厚に許容誤差１０mm

均しコンクリートの厚さを含まない。

３．３．２　最小かぶり厚さ

最小かぶり厚さは、３．３．１表による。
床版、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、

砕石及び均しコンクリート、捨てコンクリートの厚さは１．４．１表による。

設計図中で使用する記号及び符号は、２．１．１表及び２．１．２表を標準とする。

鉄筋の折曲げ加工は、３．１．１表及び３．１．２表を標準とする。

異形鉄筋の末端部には、３．２．１表によりフックを設ける。

１．３．１表　コンクリートの仕様　

土木のコンクリートの仕様は１．３．１表による。　

注１：無筋コンクリートには均しコンクリート、捨てコンクリートを含む。

１．２．１表　鉄筋の種類及び継手

　　　適用する。・ 印と ※ 印のある場合は、共に適用する。

（４）項目は、・ 印のついたものを適用する。・ 印のない場合は、※ 印のあるものを

１．１　適用範囲

２．１　記号及び符号

１．２　鉄筋の仕様

１．３　コンクリートの仕様　

２．２　一般注意事項

１．４　砕石及び均しコンクリート、捨てコンクリート

３．１　鉄筋の折曲げ加工

３．２　異形鉄筋の末端部

３．３　鉄筋のかぶり及び間隔１　特記事項

構 造 細 目 共 通 図（複合構造物）

２　共通事項

３　土木工事

２．１．１表　鉄筋の断面表示　

区分 径 Ｄ１０ Ｄ１３ Ｄ１６ Ｄ１９ Ｄ２２ Ｄ２５ Ｄ２９ Ｄ３２

土　　木

建　　築

又は建築による。

２．１．２表　一般凡例

・
記　号
符　号

内　　容 ※印の説明及び注意事項

※１Ｇ※２

※１Ｂ※２

※１Ｋ※２

※１Ｓ※２※３

※１Ｗ※２

Ｆ※

※１Ｃ※２

ＣＧ※

ＣＢ※

ＣＢ※

（※）

ＳＴＰ

ＨＯＯＰ

Ｓ.ＨＯＯＰ

幅止筋

組立筋

フーチング断面種別

片持小梁断面種別

床用積載荷重

あばら筋、スターラップ

帯筋、帯鉄筋、フープ

スパイラル筋、らせん筋

幅止め筋

組立て筋

柱断面種別

大梁断面種別

片持大梁断面種別

小梁断面種別

壁配筋種別

床版配筋種別

階段の配筋種別

コンクリートブロック壁

打ち増し範囲

梁・床版の上がり下がり

※　番号

積載荷重の値（ｋＮ／m  ）

梁、基礎梁、小梁

柱

柱

柱、梁、壁

床版、底版

※１　階数
※２　その階の番号

※１　階数、地中大梁はＦとする
※２　その階の番号
　　　Ｘ方向１，２，３‐‐‐‐
　　　Ｙ方向Ａ，Ｂ，Ｃ‐‐‐‐

※　番号、階別区分はしない

※１　地中小梁のみＦとする

　　　地中小梁を除く

※　番号、階別区分はしない

　　　Ｄ：土圧、水圧を受ける壁
　　　階別区分はしない
※２　壁厚（cm）

※２　床版厚（cm）
※３　配筋種別（英大文字）
　　　階別区分はしない

※１　片持床版のみＣとする

　　　Ｂ：二辺固定床版形
※１　Ａ：片持床版形

※２　配筋種別（数字）
　　　階別区分はしない

※　壁厚（cm）

一般には基準ＦＬよりの＋、－に
応じた凡例により表示

※２　階別区部はしない

※１　Ｅ：耐震壁、Ｋ：階段壁

（用語の定義）

・床版とは、常時荷重及び地震時荷重を負担する主部材をいう。壁式構造のボックス

 カルバートやラーメン構造の頂版や底版がある。

・スラブとは、常時荷重のみを負担する梁に支持される副部材をいう。

＜ 令和４年版 ＞

2

2

建築の鉄筋の種類及び継手は、別紙建築工事特記仕様書又は建築改修工事特記仕様書　
による。　

建築のコンクリートの仕様は、別紙建築工事特記仕様書又は建築改修工事特記仕様書
による。　

Ｄ

ｄ

Ｄ Ｄ

Ｄ Ｄ
Ｄ

Ｄ

Ｄ Ｄ

Ｄ

Ｄ

ｄ

Ｄ

３．２．１図の　 印

３．２．１図の　 印

１）建築工事特記仕様書

国土交通省大臣官房官庁営繕部

（別紙による。)

（令和　4　年版）

（令和　　　年版)３）建築工事一般仕様書

４）公共建築工事標準仕様書（建築工事編）

（別紙による。)２）建築改修工事特記仕様書

国土交通省大臣官房官庁営繕部 （令和　4　年版）５）公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）

縮　尺

種　　別

工　　種

図面番号 －

構造細目共通図(複合構造物)(1)
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工事箇所 福山市山手町五丁目地内

福山市上下水道局
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３．４．１　梁・壁・床版

鉄筋相互のあきは、下記（１）、（２）、（３）の最大値以上とする。

（１）粗骨材の最大寸法の４/３倍

３．４．２　柱

鉄筋相互のあきは、下記（１）、（２）、（３）の最大値以上とする。

（１）粗骨材の最大寸法の４/３倍

（２）最小のあき４０mm

３　土木工事
３．４　鉄筋相互のあき

（３）柱、梁の交差部（パネルゾーン）の帯筋のせん断補強比は、０．２％以上を確保し、

（１）フック及び継手の位置は交互とする。

　　 補強筋間隔は１．５Ｐ以下とする。

３．１０　帯筋の割付け

３．９　帯筋の形状

３．８．２図　上下の柱断面が異なる柱主筋の折曲げ及び定着

３．７　継手及び圧接中心位置（柱、大梁）

３．８　柱筋の継手及び定着

ｂ:かぶり厚さ

Ｄ:梁のせい

ａ:上下の柱幅の差(a≦１５０）

３．５．３　梁主筋の柱内定着

（１） 同一断面での継手は軸方向に相互にずらす。

（２） ずらす距離(Ｌ)は、太いほうの鉄筋径の２５倍以上とする。

（４） 継手部の鉄筋のあきは、粗骨材の最大寸法以上とする。

３．６　隣り合う継手の位置

（３） 前記（２）を確保できない場合等は、監督職員の承諾を得て、ガス圧接継手又は機械式

継手工法を採用することができる。

３．６．１図　重ね継手工法

全長

全長

折曲げ半径

（※２）

（※１）

（※1）：柱せいの３/４倍以上かつ２０ｄ以上

余長１２ｄ以上

※破線部は、同一平面にある鉄筋の上端と下端とで重ね継手位置を交互にすること、

並びに同一断面にある鉄筋では、奥行き方向に重ね継手位置を交互とすることを

それぞれ示す。

継
手

長
継

手
長

Ｌ
Ｓ

Ｌ ≧ ２５ｄ(ｄ：太い方の鉄筋径)

部材厚さ（Ｂ）

３．６．１　鉄筋の重ね継手

（１）柱の継手及び圧接中心位置は、梁上端から５０cm以上、１５０cm以下かつ

（２）梁の継手及び圧接中心位置は下記による。

（３）通常の応力と異なる場合の継手位置は、３．７．１図によらず図面による。

継手及び圧接中心位置は図面にない場合は、３．７．１図による。

　　 ３/４h   （h   は柱の内法高さ）以下とする。

　　 上端筋　中央：Ｌ  /２以内

Ｄ

一般の場合（地反力を受けない場合）

≦
３

/
４

・
ｈ

Ｄ
ｈ

Ｌ　/４

３．８．１　一般事項

（１）継手長さはＳ  とし、定着及び余長は、３．８．１図による。

（２）柱頭定着長さＳ  が確保出来ない場合は、図面による。

（３）上下の柱断面が異なる場合の柱主筋の折曲げ及び定着は、３．８．２図による。

（４）柱脚定着長さ２５ｄ(余長１２ｄ以上)または３５ｄが確保出来ない場合は、図面による。

３．８．１図　柱主筋の継手、定着及び余長

ｈ

かぶり厚さ

≦ ＞
ａ

Ｄ
ａ
Ｄ ６

１

６

１

ｈ
ｈ

２
５

ｄ
以

上

Ｓ

継手 定着

≦
Ｄ
ａ

直交梁位置

６

１

差し筋

ｂ ｂ

Ｄ

ａ

（１）帯筋の形状は、３．９．１図とし、種別は図面による。図面になければ下記による。

・Ｈ形

（イ） （ロ） （ハ） （ニ）

・Ｗ－I形（溶接を行う）

（ロ） （ハ）（イ）

・ＳＰ形（スパイラル筋）

（イ）

・丸形

≧６ｄかつ６０mm

ｄ

≧１２ｄ

Ｌ

≧４０ｄ

Ｐ
＠

Ｐ
＠

Ｐ
＠

Ｐ
＠

　　 （ａ）Ｈ形とする。

　　 （ｂ）Ｈ形の１３５゜曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－I形とする。

　　 （ｃ）溶接する場合の溶接長さＬは、両面フレア溶接の場合は５ｄ以上、片面フレア溶接

　　 （ｄ）ＳＰ形において、柱頭及び柱脚の端部は、１．５巻以上の添巻きを行う。

　　　　　の場合は１０ｄ以上とし、組立前に行う。

３．９．１図　帯筋組立の形

（ロ）（イ） （ロ）
≧６ｄかつ６０mm

３．６．２ 鉄筋のガス圧接および機械式継手

鉄筋のガス圧接継手及び機械式継手は「鉄筋定着・継手指針[2020年版]」(土木学会)による。

機械式継手は、ねじふし鉄筋継手工法とする。また、ねじふし鉄筋工法以外の機械式継手を

採用する場合は、監督職員の承諾を得ること。

≦
３

/
４

・
ｈ

か
つ

１
５

ｄ
か

つ
１

５
ｄ

３
５

ｄ
以

上

Ｓ
  
以

上

か
つ

１
５

ｄ

Ｓ
  
以

上

か
つ

１
５

ｄ

全長：Ｓ　かつ （※２）＋折曲げ半径＋余長

全長（最上階下端筋及び一般階）：Ｓ　 かつ （※１）＋折曲げ半径+余長
全長（最上階上端筋）：Ｓ  ＋（※１）

Ｌ　/４+Ｄ

≧
５

０
０

３．５．３図　小梁及びスラブ上端筋の梁内折曲げ定着要領

３．５．２図　梁主筋の柱内定着要領

（※２）：梁幅の１/２倍以上かつ１５ｄ以上

１５０mm以上 余長１２ｄ以上
かつ１５０mm以上

が多い場合

柱脚の鉄筋

が多い場合

下階の鉄筋

が多い場合

上階の鉄筋

が多い場合

柱頭の鉄筋

（２）最小のあき２５mm

（３）隣り合う鉄筋の平均径（呼び名の数値）の１．５倍

（３）隣り合う鉄筋の平均径（呼び名の数値）の１．５倍

（１） 同一断面での継手は軸方向に相互にずらす。

（２） ガス圧接の場合のずらす距離(Ｌ)は、太い方の鉄筋径の２５倍以上とする。

（３） 機械式継手の場合のずらす距離（Ｌ）は、太いほうの鉄筋径の２５倍以上とする。

（４)　機械式継手をイモ継ぎ部に使用する場合は、構造計算等により当該箇所に塑性ヒンジが発生

しないことを確認する必要がある。施工上やむを得ず機械式継手によるイモ継ぎとなる場合

は、継手部が所要の耐震性を有していることを、適切な実験や解析等で照査しなければなら

機械式継手（Ａ級以上）

Ｌ

(ｄ：太い方の鉄筋径)

３．６．３図　機械式継手におけるイモ継手位置

３．６．２図　ガス圧接継手工法及び機械式継手工法

：柱芯

５
０

０
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上
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つ
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５
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上
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５
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下 Ｓ

  
以

上

ｈ
  

/２
+
１

５
ｄ

Ｓ
ｈ

  
/
２

+
１

５
ｄ

３．７．１図　継手及び圧接中心位置

基礎底版の場合（地反力を受ける場合）

は継手を設けてもよい位置を示す

　　 下端筋　両端：柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、Ｌ　/４を加えた範囲以内

間隔

Ｄ
ａ

Ｄあき

異形鉄筋

３．４．１図　鉄筋のあき
      ｄ：鉄筋径（呼び名）
（注）Ｄ：鉄筋の最外径

（１）鉄筋の重ね継手長さは３．５．１表、定着の長さは３．５．２表による。

３．５．１　継手長及び定着長の基本

３．５　鉄筋の継手及び定着

鉄筋相互のあき：ａ 最小鉄筋芯間隔

４７mm

５１mm

５４mm

５８mm

５４mm

５８mm

６１mm

６５mm

６８mm

７７mm

鉄筋径 最外径

鉄筋径 (mm)

Ｄ１３

Ｄ１６

Ｄ１９

Ｄ２２

Ｄ２５

Ｄ２９ ３３

２８

２５

２１

１８

１４

（梁） （柱）
ａ＋Ｄ ａ＋Ｄｄ Ｄ

３．４．１表　鉄筋径と鉄筋間隔の関係一覧

鉄筋の
種　類

鉄筋径 設計基準強度

Ｓ　：重ね継手長

鉄筋中心間隔２００mm以上 １００mm以上２００mm未満

フックなし

ＳＤ３４５

Ｄ１６以下

Ｄ１９～Ｄ２２

Ｄ２５～Ｄ３２

２４以上

（Ｎ/mm ）
２７未満

４０・ｄ

４５・ｄ

５０・ｄ ４０・ｄ

３５・ｄ

３０・ｄ

フックあり フックなし

５０・ｄ

６０・ｄ

６５・ｄ ５５・ｄ

５０・ｄ

４０・ｄ

フックあり

３．５．１表　鉄筋の重ね継手長さ

３．５．２表　鉄筋の定着長さ

Ｓ ：定着長 Ｓ ：定着長 Ｓ ：定着長

フックなし フックあり フックなし フックあり フックなし フックあり
設計基準強度鉄筋径鉄筋の

種　類

４０・ｄ ３０・ｄ ３５・ｄ ２５・ｄ ３５・ｄ ２５・ｄ

５０・ｄ ４０・ｄ ４０・ｄ ３０・ｄ ３５・ｄ ２５・ｄ

６０・ｄ ５０・ｄ ４５・ｄ ３５・ｄ ３５・ｄ ２５・ｄ

ＳＤ
３４５

Ｄ１６

Ｄ１９～

Ｄ２５～

以下

Ｄ２２

Ｄ３２

２４以上

（Ｎ/mm ）
２７未満

　　　１　本表の適用は、鉄筋種類ＳＤ３４５、鉄筋径Ｄ１３～Ｄ３２とする。
　　　２　定着長は折曲げ加工後の直線部分で確保する。

　　　３　壁、床版、底版の主鉄筋の中心間隔が１００mm未満の場合は、別途図示による。

６６mm

７７mm

柱：４０mm
梁：２５mm

粗骨材
最大径

の場合
２５mm

３３mm

（１）
粗骨材径×４/３倍

（２）
最小あき

（３）
鉄筋径×１.５

２０mm

２４mm

２９mm

３３mm

３８mm

４４mm

３．５．２　継手の特記事項

（１） 継手は極力応力の小さい位置に設ける。

（２） 異なる径の鉄筋をガス圧接する場合、鉄筋径の差が５mmを超える圧接をしてはならない。

Ｌ

Ｌ

Ｓ

Ｓ

３．５．１図　フックのある場合の継手及び定着要領

　　 を含まない。

（３）径が異なる鉄筋の継手長さは、細い鉄筋の径による。

（４）継手は相互にずらすことを原則とする。

（５）フックのある場合の継手長及び定着長には、３．５．１図に示すようにフック部分Ｌ ３．１０．１図　帯筋の割付け

２ ＠
以下

帯筋

帯筋は、一般の帯筋より１サイズ
２ ＠Ｐ 太い鉄筋または同径のものを２本

重ねる。

１ ＠
以下

梁面より割付ける。
１Ｐ ＠

１ ＠
以下

０.２％以上、

０．２％以上、

０．２％以上、

上下の柱断面寸法が異なる場合、

かつ１．５Ｐ

かつ１．５Ｐ

かつ１．５Ｐ

一般の場合

パネルゾーン

Ｄ１３ ＠１５０≦５００

≦６００ Ｄ１３ ＠１５０

Ｄ１３ ＠１５０≦７００

≦８００ Ｄ１３ ＠１５０

Ｄ１３ ＠１２５≦９００

≦１０００ Ｄ１３ ＠１２５

Ｄ１３ ＠１００≦１１００

≦１２００ Ｄ１３ ＠１００

（２）帯筋の割付けは、３．１０．１図による。ただし、図面にある場合は図面による。

柱幅(mm)

※１．５Ｐ　 、１．５Ｐ 　のピッチは１５０mm以下とする。

柱、梁の交差部の配筋例（０．２％確保）

（２）Ｓ  ,Ｓ  ,Ｓ  の適用区分を以下に記す。

　　 Ｓ ：小梁、スラブ(地震力を受けない部材)。

　　 Ｓ ：(最上層)大梁上端、基礎梁上端、床版(壁構造)、床版上端(ラーメン構造)、底版。

　　 Ｓ ：柱、壁、(中間層)大梁上端、大梁下端、床版下端(ラーメン構造)、基礎梁下端。

Ｌ ≧ ２５ｄ

1

2

2 3 4

2

2      3      4

2

3

4

1

2

2

3

４

1
Ｓ

1

0    　  0

0

0

0

0

0

0

1

3

0

0
0

0

0
0

3

3

Ｓ
3

3 3

1 　　               2

3

ない。詳細は「鉄筋定着・継手指針[2020年版]（土木学会）」による。

折曲げ半径

余長１２ｄ以上

ＣＬ ＣＬ

ＣＬ

Ｌ /２0

Ｌ　/４+Ｄ0

Ｌ0

Ｌ0

Ｌ　/４0

Ｄ

≦
３

/
４

・
ｈ

0

Ｄ

ａ

差し筋

ａ

Ｄ

Ｌ Ｌ

≧６ｄかつ６０mm

Ｌ≧６ｄかつ６０mm

Ｓ
3
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種　　別

工　　種
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３．１１．１　一般事項

３．１１　大梁筋の継手及び定着

３　土木工事

ａ） 腹筋及び幅止め筋

（３）梁の端部で間隔の異なる場合

（１）一般の梁

３．１２．４　腹筋及び幅止め筋

Ｌ

３．１２．４図　あばら筋の割付け（その３）

６００≦Ｄ＜９００

２－Ｄ１３

３．１２．５図　腹筋及び幅止め筋

９００≦Ｄ＜１２００

２－Ｄ１３

２－Ｄ１３

２－Ｄ１３

１２００≦Ｄ≦１５００

（２）特殊な梁

腹筋及び幅止め筋は、図面による。

３．１２．１　一般事項

（１）腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、１５０mm程度とする。

（３）土圧、水圧を受ける梁は、図面による。

（４）幅止め筋及び受け用幅止め筋は、Ｄ１３－１０００mmピッチ程度とする。

（５）破線は柱内定着の場合を示す。

３．１２．２　あばら筋組立の形及びフックの位置

（１）形は、３．１２．１図（イ）を標準とする。

　　 ただし、（イ）によることが出来ない場合は、下記の方法によることが出来る。

（２）フックの位置

　　 ａ．床版が片側に付く場合は、（ロ）又は（ハ）

　　 ｂ．床版が両側に付く場合は、（ロ）～（ニ）

　　 ａ．（イ）の場合は交互とする。

　　 ｃ．（ハ）の場合は床版の付く側を９０゜折曲げる。

　　 ｄ．（ホ）は梁の上下にスラブが付く場合で、かつ梁せいが１．５m以上

　　　　 の場合に適用することが出来る。(基礎梁)

３．１２．３　あばら筋の割付け

（１）間隔が一様でハンチのない場合

（２）間隔が一様でハンチのある場合

３．１２．３図　あばら筋の割付け（その２）

３．１２．２図　あばら筋の割付け（その１）

Ｄ

≦Ｐ＠

Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠

　　 ｂ．（ロ）の場合　床版が片側に付く場合は床版の付く側、床版が両側に付く場合は交互

３．１２　梁のあばら筋、腹筋及び幅止め筋

一般階 最上階

梁

Ｄ

梁

（２）ｅ/Ｄ＞１/６の場合

３．１１．１０図　鉛直段差梁（その２）

（２）壁梁の場合、腹筋の継手長さはＳ   、定着長さをＳ  とする。

３．１２．１図　あばら筋組立の形及びフックの位置
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コンクリート打継ぎ

（ホ）（ロ） （ハ） （ニ）（イ）

３．１１．４　水平段差のある場合

（１）水平段差のある場合

二段筋

ｂ

Ｓ Ｓ

Ｓ

３．１１．３　ハンチのある場合

（１）最上階の場合

（２）一般階の場合

（１）ｅ/Ｄ≦１/６の場合

３．１１．５　鉛直段差（ｅ）のある場合

３．１１．８図　大梁の定着及び余長（水平段差のある場合）

３．１１．７図　ハンチのある大梁の定着及び余長（一般階）

下端筋

上端筋

３．１１．５図　大梁の重ね継手、定着及び余長（一般階その２）

二段筋Ｓ

３．１１．６図　ハンチのある大梁の定着及び余長（最上階）
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梁
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柱 柱

梁

ｅ

３．１１．９図　鉛直段差梁（その１）
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１５ｄ(余長)

Ｓ

※あばら筋は、柱面の位置から割付ける。

※あばら筋は、柱面の位置から割付ける。

※あばら筋は、柱面の位置から割付ける。

定着の長さは、３．１１．２図に準ずる

３．１１．４図　大梁の重ね継手、定着及び余長（一般階その１）
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ｂ部曲げ内法直径

（２）一般階の場合

（継手）
Ｓ

Ｓ

（余長） （余長）

Ｓ
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１２ｄ(余長)

１５ｄ １５ｄ

(※１)

(※１)

全長Ｓ

１２ｄ(余長)

全長Ｓ

　　 鉄筋の本数が異なる場合には、３．５．２図のように柱内に定着する。ただし、やむを得ず

　　 梁内に定着する場合は、３．１１．１図による。

　　 下端筋：原則として曲げ上げる。

　　 上端筋：曲げ下ろす

　　 梁主筋ののみ込み長さは、柱せいの３/４倍以上かつ２０ｄ以上を確保する。（※１）

　　 梁主筋の柱内定着は、３．５．２図による。

（１）継ぎ手長さ、定着長さ及び余長は、３．１１．１図から３．１１．１０図による。

（２）梁主筋は、連続端で柱に接する梁の主筋が同数のときは柱をまたいで引き通すものとし、

（３）梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は次による。

（４）梁にハンチをつける場合、その傾斜は図面による。図面になければ１：４とする。

（５）　　　　　印は、継ぎ手及び余長を示す。

（６）破線は柱内定着の場合を示す。

（７）３．２異形鉄筋の末端部で定めた鉄筋にはフックをつける。

（８）段違い梁は３．１１．２図による。

梁

柱

梁

３．１１．２図　段違い梁

Ｄ≦１００

または同径のものを２本重ねたものとする。
つり上げ筋は、一般のあばら筋より１サイズ太い鉄筋、

梁

柱

Ｓ

３．１１．１図　梁主筋を梁内定着
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１２ｄ
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３．１１．２　ハンチのない場合

（１）最上階の場合
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Ｂ：柱幅
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３．１１．３図　大梁の重ね継手、定着及び余長（最上階）
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１５ｄ以上

（６）図内（※１）は、３．１１．１による。

（５）破線は柱内定着の場合を示す。

（３）柱幅＜梁幅の場合の定着は、３．１３．３図による。

（２）梁筋を柱内に定着する場合は、３．１１．１（３）による。

３．１３．１　一般事項

に準ずる。

本数が異なる場合は柱内に定着する。やむを得ず梁内に定着する場合は、３．１１．１図

（１）梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、鉄筋の

３．１３　基礎梁及び底版の継手及び定着

３　土木工事

（４） 印は、継ぎ手及び余長を示す。

（２）壁と床版の交差部は３．１５．４図による。

ａ．交差部補強筋径Ｄ※はＤ１６以上、かつ壁配力筋と同径とする。

　 を参照のこと。

　 構造細目共通図（土木構造物）（２）の「６．１．４　壁と床版・底板の交差部」

※３．１５．４図は、柱梁構造の場合である。地下階が壁式構造の場合は、

壁

４－Ｄ※

床版

４－Ｄ※

壁

４－Ｄ※

４－Ｄ※

床版

底盤
壁

壁

３．１５．４図　壁と床の交差部及び端部の配筋

３．１５．１　一般事項

（２）土圧及び水圧などを受ける壁及び耐震壁として、図面に示されたものは、

　　 継手長さをＳ  、定着長さをＳ  とする。

（３）幅止め筋は、縦、横ともＤ１３－＠１０００mmを標準とする。

　　　重ね継手を設ける場合は、３．６項に従うものとする。

３．１５．２　耐震壁の開口

（１）耐震壁等の開口は、図面以外は設けてはならない。

（２）やむを得ず開口をあける場合は、構造上安全であることを構造計算によって確認すること。

３．１５．３　壁開口部の補強

　　 を標準とする。

（２）開口寸法が配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開口部を避けて配筋出来る

　　 を場合は、補強筋を省略することができる。

３．１５．４　壁の交差部及び端部

（１）壁と壁の交差部は３．１５．３図による。

　　 ａ．交差部補強筋径Ｄ※はＤ１６以上、かつ壁配力筋と同径とする。

３．１５．３図　壁と壁の交差部及び端部の配筋

３．１５．２図　壁開口部の補強要領

３．１５　壁の配筋要領

壁

壁

壁

（１）壁開口部の補強は、図面による。補強筋の長さ及び位置は、３．１５．２図

３．１５．１図　壁の配筋

(継手長)

Ｓ

Ｓ

Ｐ＠

≦Ｐ＠ ≦Ｐ＠
主筋位置

梁

主筋位置

≦Ｐ＠

Ｐ＠

≦Ｐ＠

主筋位置

梁

柱

柱梁

(継手長)
Ｌ

主筋位置

床版

梁

柱

断面

３．１４．１　一般事項

（１）図面にない事項は大梁、梁のあばら筋、及び基礎梁の項に準ずる。

（２） 印は、余長位置を示す。

３．１４．２　小　梁

梁内の定着筋において梁せいが小さく垂直で余長が取れない場合、

斜めにしてもよい。

一般階

外端

端部

端部

（１）連続小梁の場合

（２）単独小梁の場合

３．１４．３　片持梁筋の定着

（１）先端に小梁のない場合

　　 ａ．先端の折曲げの長さｂは、梁せいよりかぶり厚さを除いた長さとする。

　　 ｂ．梁筋を引き通さない場合は、取り合い部材に定着する。ただし、柱に取り合う場合

　　　　 は、全数を引き通すことができる場合でも、上端筋は、２本以上を柱に定着する。

（２）先端に小梁がある場合

　　 ａ．上端筋は、先端小梁内に斜めに定着する。

　　 ｂ．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。

　　 ｃ．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。

３．１４．４図　片持梁主筋の定着

３．１４．３図　片持梁主筋の定着及び余長（先端に小梁がない場合）

３．１４．２図　小梁主筋の継手、定着及び余長（その２）

３．１４．１図　小梁主筋の継手、定着及び余長（その１）

３．１４　小梁及び片持梁の配筋要領

Ｓ

Ｌ  /４

連続端Ｓ

１０ｄ以上

Ｌ  /６

２０ｄ(余長)

７Ｌ  /１２

Ｓ

Ｌ

ｂ
１０ｄ以上

Ｓ

Ｓ

（４）一般部壁筋は、３．１５．１図によることとし、隣接する壁の鉄筋と

Ｓ
Ｓ

Ｓ

Ｓ
※鉄筋径及び本数は、図面による

４－Ｄ※

４－Ｄ※

３．１３．２　基礎梁の場合

（２）柱幅＜梁幅の場合

（ａ）交差部のスターラップを設ける場合は、図面による。

３．１３．３　連続基礎及びべた基礎の場合

（１）柱幅≧梁幅の場合

（１）基礎梁の継手及び定着

３．１３．２図　主筋の継手、定着及び余長（その２）

３．１３．１図　主筋の継手、定着及び余長(その１)

(※１)

(継手）

Ｓ (継手)

２０ｄ(余長)２０ｄ(余長)

(※１)

(※１) １５ｄ
（余長）

(継手）

Ｓ

(※１) (※１)
Ｓ

２０ｄ(余長) Ｓ (継手）
Ｓ

(※１)

（１）鉄骨造のＢＯＸ柱等が埋め込まれる場合の端部と中央部の断面の異なる場合

３．１３．４　梁形を設けない場合の基礎底版

３．１３．４図　主筋の継手、定着及び余長（その４）

鉄筋と鉄骨のあきは３．４による。

配筋を曲げ通し筋とする。
Ｓ Ｓ

図面(又はＬ  /４)

３．１３．３図　主筋の継手、定着及び余長（その３）
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柱
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２０ｄ(余長) ２０ｄ(余長) ２０ｄ(余長)

１５ｄ(余長) １５ｄ(余長) Ｓ  (定着)

１５ｄ(余長) １５ｄ(余長)

１５ｄ以上

１０ｄ以上 ２０ｄ(余長)２０ｄ(余長)

１５ｄ ２/３Ｌ
２０ｄ以上
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１０ｄ以上
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壁
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床版

壁 壁
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壁
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壁筋による
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Ｓ

Ｓ

床板

Ｓ
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Ｓ
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Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

２０ｄ ２０ｄ

：柱芯

≒４５゜

Ｓ

Ｓ

片持梁

先端小梁

片持梁筋
折下げ 片持梁

Ｓ

Ｓ

（３） 中間部の交差部（２） 中間部の交差部（１） 中間部の交差部

(頭つなぎ梁)
先端小梁

　確保する。

　ずれの場合も曲げ加工後の直線部にて

　着長Ｓ  を確保する。定着長Ｓ 　は、い

　に指示がある場合は、曲げ加工後に定

　チ筋は直筋とすることができる。図面

　に指示がない場合はＳ  を省略し、ハン

※ハンチ筋を設ける場合の配筋は、図面

　も曲げ加工後の直線部にて確保する。

　定着長Ｓ  を確保する。定着長Ｓ 　は、いずれの場合

　できる。図面に指示がある場合は、曲げ加工後に

　場合はＳ  を省略し、ハンチ筋は直筋とすることが

※ハンチ筋を設ける場合の配筋は、図面に指示がない

ハンチを設け定着した場合のＬ形交差部一般の場合のＬ形交差部

一般の場合のＴ形交差部

小梁連続端部小梁外端部

小梁が連続する場合 小梁の終端部

最下階の交差部 最下階中間部の交差部

一般で最上階の交差部 ハンチを設け定着した場合の最上階の交差部

（ｄ：太いほうの鉄筋径）
Ｌ≧部材厚さ(Ｂ)かつ２５ｄ

（１）壁配筋の継手長さをＳ  、定着の長さは、Ｓ  とする。
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Ａ部　柱取り合い

Ａ部

３．１８．３　出隅部の配筋方法

（１）補強の配筋は図面による。配筋方法は、３．１８．６図による。特記にない場合は、

　　 Ｄ１３＠１００ダブル程度とする。

（１）壁配筋は、図面による。

（２）階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に曲げ降ろす。

３．１９．１図　片持スラブ形階段配筋の定着

３．２０．１　柱

（１）増し打ちコンクリートの補強は、３．２０．１図による。

　　 ただし、ａ＜７０の場合は補強は行わない。

（２）増し打ち部分での鉄筋は、定着長さとして認めない。ただし、躯体と一体打ちの場合を除く。

（３）増し打ち部分の帯筋の定着長さは、Ｓ  以上とする。

（４）増し打ち部分主筋の定着，重ね長さは、柱の主筋による。

３．２０．２　梁

　　 行わない。

（１）基礎梁とスラブを一体打ちとしないで、打ち継ぎを設ける場合。

（３）増し打ち部分のあばら筋の定着長さは、Ｓ  以上とする。

（２）増し打ち部分での鉄筋は、定着長さとして認めない。ただし、躯体と一体打ちの場合を除く。

（４）増し打ち部分の主筋の定着、重ね長さは、梁の主筋による。

（５）梁の上下の増し打ちが途中で終わる場合。

（２）出隅受け部分(図のハッチ部分)の配筋は、図面(幅はｂ  /２とする）による。

３．２０．１図　柱の増し打ち補強配筋

３．２０．２図　梁の増し打ち補強配筋

３．２１　土木部分と建築部分の取り合い３．２０　柱及び梁の増し打ち要領

３．１８　床の配筋要領

３　土木工事

３．１９　階段の配筋要領

３．２１．１　壁縦筋の取り合い

（１）差し筋の仕様は建築工事仕様とする。（径は図面による）

（２）Ｌ  及びＬ  は４．５．１表による。

３．２１．１図　壁縦筋の取り合い差し筋

（１）土木工事の外壁に面する柱主筋のかぶりは、３．３．１表によらず、

　　 ３．２１．３図による。

３．２１．２図　柱主筋の取り合い差し筋

（１）最上部の柱主筋は、１階建築部分の柱断面に応じ、３．２１．２図の圧接位置まで延ばすこと。

３．２１．３図　柱主筋かぶり厚の取り合い

Ｄ１６－３００＠以内
主筋主筋

主筋
Ｄ１６－３００＠以内

※１

梁せい

土木工事

ＧＬ

ｃ

柱帯筋

柱主筋

（８０）
※７０

（５０）
４０増打３０

シーリング

Ｄ１６－３００＠以内

※１

建築工事

１ＳＬ

差し筋

１
０

０
０

５
０

０

（土木工事）

最下階柱主筋

差し筋

（土木工事）

この範囲で曲げを行う（３．８．２図参照）ｂ ｂ

１ＳＬ

ａ

打継ぎ

（１）鉄筋の継手長さは、Ｓ  とする。

３．１８．１　一般事項

３．２１．２　柱主筋の取り合い

３．２１．３　柱主筋かぶり厚の取り合い

３．２０．３　土間スラブの打継ぎ補強

（６）梁の側面の増し打ちが途中で終わる場合。

３．２０．４図　梁の側面の増し打ち補強配筋（途中で終わる場合）

補強筋：Ｄ１６

梁のあばら筋

あばら筋と同径・同ピッチ

３．２０．３図　梁の上下の増し打ち補強配筋（途中で終わる場合）

補強筋：Ｄ１６

Ｓ

Ｓ
ａ

Ｓ
ａ

Ｓ ａ

Ｓ

Ｓ
ａ

ａ ｂ

≧
Ｓ

ａ
≧

Ｓ

Ｓ

Ｌ
Ｌ

Ｓ ａ

Ｓ
ａ

Ｓ
ａ

：壁芯

※１

※１

※１

ａ

あばら筋と同径・同ピッチ

梁のあばら筋

Ｓ

※かぶり厚さ７０（８０）mmは、柱部材の

　外壁に面する部分のみに適用する。

（　）内は、塩害対策地域に適用する。

ｂ＝地下かぶり

ａ＝地上かぶり

ｃ＝地上かぶり＋増し打ち（３０）

（１）増し打ちコンクリートの補強は、３．２０．２図による。ただし、ａ＜７０の場合、補強は

　　 図面になければ３．２０．５図による。

（３）基礎梁と床版を一体打ちとしないで、打ち継ぎを設ける場合の補強は図面による。

及び受け筋（その２）及び受け筋（その１）

受け筋
Ｄ１３

Ｓ

Ｓ

１５ｄ以上

１５ｄ以上

Ｓ

Ｓ

（２）ラーメン構造の床版の定着長さ及び受け筋は、３．１８．１図による。ただし、引き通す

　　 ことができない場合は、３．１８．２図、３．１８．３図により梁内に定着する。

　　 なお、スラブ筋の場合は、３．１８．１図～３．１８．３図の定着長さＳ  、Ｓ  を、Ｓ  と

　　 読み替える。

３．１８．１図　床版筋の定着長さ ３．１８．２図　床版筋の定着長さ

３．１８．３図　床版筋の定着長さ及び受け筋（その３）

３．１８．２　片持床版

（１）片持床版の配筋

注ｂ ≧ｂ  とする
出隅部分の補強筋

出隅部分の補強筋

出隅部

ｂ  /2

ｂ
  

/2
Ｓ Ｓ

ｂ

ｂ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

柱又は梁にＳ  を定着する

出隅受け部分
注ｂ  ≧ｂ  とする

床版配力筋

３．１８．６図　片持床版出隅部の補強配筋

　　 小梁を設ける事を原則とする。

（３）片持スラブの場合は、３．１８．６図の定着長さＳ  、Ｓ   を、Ｓ   と読み替える。

Ｓ
Ｓ

Ｓ

Ｓ

（端　部）

３．２０．５図　土間スラブの打継ぎ補強配筋（ダブル）

スラブと同径、同間隔
ａ

Ｄ１３

Ｓ

Ｓ
Ｓ

６－Ｄ※

３５０

４－Ｄ※

Ｈ

５Ｈ
Ｓ

Ｓ

（１）開口の最大径≦７００の場合は、開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強し、

　　 隅角部には、斜め方向に主筋径以上の鉄筋２本を上下筋の内側に配筋する(３．１８．８図)。

　　 開口の最大径＞７００の場合は図面による。

３．１８．５　床版及びスラブ開口部の補強

Ｓ

Ｓ

※

Ｓ
Ｓ

（２）開口寸法が配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開口部を避けて配筋

　　 を出来る場合は、補強筋を省略することができる。

３．１８．８図　床版及びスラブ開口部の補強配筋

３．１８．７図　段差のある床版の補強配筋

３．１８．４　段差床版の補強

（１）同一床版に段差がある場合、３．１８．７図の補強を行う。ただし、Ｈ＞１５０の場合は、

３．１８．５図　先端に壁が付く場合の配筋

（２）先端に小梁がなく壁が取り付く場合

先
端

壁
厚

以
上

１
０

０
以

下

１
０

０
以

下
１

０
０

以
下

先
端

壁
厚

以
上

先端部補強筋
２－Ｄ１３

先端壁の縦筋の径及び
ピッチに合わせる

Ｓ

Ｓ Ｓ

３．１８．４図　片持床版の配筋

２－Ｄ１３
先端部補強筋

ｂ

主筋
配力筋

受け筋 Ｄ１３(Ｌ≦１０００)
Ｄ１６(Ｌ＞１０００)

Ｌ

ＳＳ

（２）段差スラブの場合は、３．１８．７図の定着長さＳ  、Ｓ  を、Ｓ  と読み替える。

一般部

一般床版

※片持スラブの場合は、３．１８．４図及び図３．１８．５図の定着長さＳ   、Ｓ   を、Ｓ   と読み替える。
※先端の折り曲げ長さｂは、片持部材の厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。

垂れ壁のない場合 垂れ壁のある場合

※鉄筋径及び本数は、図面による

（出隅受け部配筋）（出隅部分補強配筋）

Ｈ≦７０

ａ≦３００mmの場合

※１．あばら筋と同径・同ピッチとする。

Ｄ※：鉄筋径は、図面による。
７０＜Ｈ≦１５０

７０≦ａ≦２００ ７０≦ａ  、ａ  ≦２００

７０≦ａ≦２００ ７０≦ａ≦２００

７０≦ａ  、ａ  ≦２００７０≦ａ≦２００

※１．帯筋と同径・同ピッチとする。

※床版に段差のない場合は、主筋を引き通して床版またはスラブに定着してもよい。
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鉄筋

コンクリート

コンクリート

鉄筋

３．２４．１　一般事項

３．２４．１図　ＰＨＣ杭の杭頭補強

　　　定着する基礎底版コンクリートの設計基準強度を３０Ｎ/mm  以上とする。

　　　ＳＤ４９０では４１ｄ以上とする。

基礎底版筋

基礎底版筋

基礎底版筋

３．２５．３　杭基礎の場合のフーチング配筋方法

（１）杭基礎の場合のフーチング配筋方法は、３．２５．３図とする。

（２）杭頭処理の方法は、３．２４項に基づくものとする。

　　　１．０Ｄ（Ｄは杭径）以上とする。

３．２５．１　フーチングの補強

（１）補強方法は図面による。

（２）基礎底版筋の配筋は、図面による。

３．２３．１　底版、床版

（１）底版、床版のせん断補強要領は３．２３．１図及び３．２３．３図による。

３．２３．２　壁

（１）壁のせん断補強要領は３．２３．２図及び３．２３．３図による。

（１）補強鉄筋にＳＤ３９０またはＳＤ４９０を用いる場合、中詰めコンクリート及び補強鉄筋が

（２）鉄筋種別、径・本数は、図面による。

（４）杭頭補強鉄筋が底版厚より長くなる場合は、３．２４．６図による。

（５）杭体内補強鉄筋は必要に応じ配置する。

３．２５　独立基礎の補強

３．２４　杭基礎の補強

３．２３　せん断補強鉄筋

３　土木工事

３．２５．３図　杭基礎の場合のフーチング配筋方法

３．２５．２図　基礎接合部の補強配筋

３．２４．５図　鋼管ソイルセメント杭の杭頭補強

鉄筋種別
内法直径　Ｄ

ＳＤ４９０

ＳＤ３９０

ＳＤ３４５ ５．０ｄ

６．０ｄ

７．０ｄ

３．２５．１図　独立基礎の補強配筋

ずれ止め厚さ

９

１６

１２

３．２４．２図　鋼管杭の杭頭補強

３．２４．４図　ＳＣ杭の杭頭補強

Ｔｙｐｅ　Ｂ

３．２３．３図　せん断補強筋加工要領図

３．２３．１図　底版、床版のせん断補強要領図

（３）杭芯とフーチング外端面との距離（Ｌp）は、場所打杭、打込み杭、埋め込み杭は

３．２５．２　基礎接合部の補強

６ｄかつ６０mm以上

１２ｄ以上

６ｄかつ６０mm以上

せん断補強鉄筋

１２ｄ以上

Ｄ

ｄ

Ｄ
Ｄ

Ｄ Ｄ

ｄ

Ｄ
６ｄかつ６０mm以上

６ｄかつ６０mm以上

※材質はＳＳ４００

杭　径

補強鉄筋（ｄ）

帯鉄筋
Ｄ１３－１５０＠

ずれ止め
※１

基礎底版鉄筋

Ｄ /４

※２

基礎下面

組立鉄筋

１５mm以上

中詰めコンクリート

１００

１００

１００

基礎底版鉄筋

基礎下面

１００
１００

２００

Ｄ１３以上、間隔１５０＠以下

帯鉄筋

主鉄筋径ｄ

帯鉄筋

Ｄ１３以上、間隔３００＠以下

基礎底版主鉄筋

１００

１００

帯筋かぶり １５mm以上
補強鉄筋かぶり１．０ｄ以上

１５mm以上
かつ杭体内補強鉄筋径以上

基礎下面

帯鉄筋

Ｄ１３－１５０＠

Ｌ≧Ｌ ＋１０ｄ

中詰めコンクリート

ソイルセメント

中詰めコンクリート
補強鉄筋（ｄ）

帯鉄筋
Ｄ１３－１５０＠

ずれ止め
※１

基礎底版鉄筋

基礎下面

※２

組立鉄筋

１５mm以上 補強鉄筋かぶり１．０ｄ以上

１００

１００

１００

Ｄ
基礎上端鉄筋

補強鉄筋

中詰めコンクリート

基礎下面

基礎底版鉄筋

１００
１００

帯鉄筋

Ｄ１３－１５０＠

３．２４．６図　杭頭補強筋が底版厚より長くなる場合の杭頭補強

補強鉄筋の曲げ

１２ｄ以上

Ｓ

Ｄ

３－Ｄ１６

≧１５０

Ｓ

Ｓ

Ｄ

３－Ｄ１６

Ｓ

≧１５０

梁幅梁幅

基礎梁あばら筋
と同径・同間隔

Ｌp

１
０

０

基礎底版筋

基礎底版筋

基礎底版筋

１２ｄ以上

６ｄかつ６０mm以上

せん断補強鉄筋

補強鉄筋かぶり１．０ｄ以上

３．２４．１表

Ｄ１３－１５０＠

帯鉄筋

Ｌ≧Ｌ  +１０ｄ

中詰め補強鉄筋（ｄ）

Ｓ

Ｓ

１００

１００

基礎底版鉄筋

帯鉄筋

Ｄ１３－１５０＠

中詰めコンクリート

中詰め補強鉄筋

基礎下面

杭体内補強鉄筋

ＰＣ鋼材 杭体内補強鉄筋

注１．φは、ＰＣ鋼材径とする。

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

杭体内外ずれ止めプレートの肉厚

３．２３．２図　壁のせん断補強要領図

※壁厚ならびに配筋は図面による。

カットオフする場合

カットオフしない場合

杭頭処理形態

Ｌ≧Ｌ ＋１０ｄ

Ｌs
Ｌc

Ｌs≧５０φ＋Ｌ ＋１０ｄ

Ｄp

Ｌc≧２．５Ｄp＋１００、かつ５０φ＋Ｌ  ＋１０ｄ＋（かぶり１００）

Ｌs≧Ｌ ＋１０ｄ
Ｄp

Ｌ≧２．５Ｄp+１００

Ｄp

Ｌ≧Ｌ  ＋１０ｄ

Ｌ≧２・Ｄp

Ｌs≧Ｌ ＋１０ｄ

Ｌc≧Ｄp＋１００

Ｌ≧Ｌ ＋１０ｄ

Ｄp

（３）杭基礎の補強鉄筋の定着長Ｌ  は、主筋の材質がＳＤ３４５およびＳＤ３９０では３５ｄ以上、

Ｌ≧Ｌ  ＋１０ｄ

Ｌc≧Ｄ   ＋１００

Ｌs≧Ｌ +１０ｄ

Ｄ   /４

Ｄsp

Ｄsc

Ｌ≧Ｌ ＋１０ｄ

（Ｄp）

Ｄp ＜ ８００

８００≦ Ｄp ＜１２００

１２００≦ Ｄp ＜１５００

Ｌc≧２．５Ｄp＋１００、かつＬ  ＋１０ｄ＋（かぶり１００）

断 面 図

※１：ずれ止めの大きさは、３．２４．１表による。

※２：全周現場すみ肉溶接

２００＜Ｄ≦１０００ ０＜Ｄ≦２００

※１：ずれ止めの大きさは、３．２４．１表による。

※２：全周現場すみ肉溶接

断　面　図

平　面　図

（呼び名）
※ｄ：鉄筋直径

※鉄筋径及び間隔は図面による。

※鉄筋径及び間隔は図面による。

※鉄筋径及び間隔は図面による。

Ｄ＝５ｄ

Ｄ：曲げ内法直径

ｄ：せん断補強鉄筋直径（呼び名）

３．２４．３図　場所打ち杭の杭頭補強

断 面 図

2

0

0

0

0

0

0

0

p

0

0

0

0

0

0

sp

0

4

4

2
2

2

2

2

2

4

4

Ｄ   /４sp
sp

６ｄかつ６０mm以上

Ｄ /４p

縮　尺

種　　別

工　　種
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３．２６．１　適用範囲

（１）本構造細目共通図は、下水道施設における処理場、ポンプ場の土木構造物の耐震補強に

　　 適用する。

（２）図面及び構造細目共通図に記載されていない事項は、下記に基づくものとし、これらに相違

　　 がある場合は監督職員に確認し指示を受ける。

３．２６．２　鉄筋の仕様及び継手

鉄筋の種類及び継手は３．２６．１表による。　

下記以外

※ Ｄ１３以上

・ Ｄ１９以上の柱、梁主鉄筋

・ Ｄ１６以上の増設端の床・壁鉄筋

・ 図面による

　　　ＳＤ材との継手にガス圧接を使用してはならない。

※１）

※

３．２６．３　鉄筋の継手長及び定着長

ＳＤ３４５以外の鉄筋との継手長・定着長については図面による。

３．２６．４　あと施工アンカー（接着系）

（１）アンカー径は、Ｄ１３以上、Ｄ２２以下とする。

（２）アンカーの打設は、増設壁が接合する四周の柱、梁に行うことを原則とする。

３．２６．１表　鉄筋の種類及び継手

(ナット付き）

(ナットなし）

Ｓ ：補強筋との継手長

Ｌn：有効定着長さ

Ｌ ：アンカ-筋の全長

Ｌe：アンカ-の有効埋め込み長さ

３．２６．１図　あと施工アンカー埋め込み・定着図

ｄ  ：アンカ－軸部の直径、アンカ－筋の呼び名

Ｄa：既存コンクリ－ト躯体への穿孔径

Ｌ ：コンクリ－トの穿孔深さ、または接着系アンカ－の埋め込み長さ

・ Ｄ１３以上

種　別

ＳＤ３４５

重ね継手

　ガス圧接

　フレアー溶接

機械式継手

鉄筋の継手

鉄筋の種類

径

※１）既存の鉄筋種別がＳＲ２３５，２９５及びＳＤ２９５Ａの場合は、

３．２６．７　開口閉塞

（１）既存壁と増設壁との接合は、開口周囲のコンクリートをはつり、鉄筋同士をフレア溶接

　　 で行う。

（２）閉塞部分が既存梁、柱と接する部位は全てあと施工アンカーで接合する。

はつり範囲例　　mm

はつり幅壁の鉄筋径

Ｄ１３ ２００

２００Ｄ１６

Ｄ１９ ３００

３００Ｄ２２

Ｄ２５ ３００

３．２６．８　フレア溶接

（１）特記なき鉄筋のフレア溶接の継手形状を３．２６．６図に示す。

(詳細は「鉄筋定着・継手指針[2020年版]」(土木学会)による。)

３．２６．６図　フレア溶接継手形状

３．２６．５図　開口閉塞要領図

（３）閉塞部分の頂部２００mm以上は、無収縮モルタル圧入とする。

（２）継手長さは鉄筋径の１０倍とし、回し溶接は行わない。

（３）あと施工アンカーは接着系とし、開口補強部を除き、アンカー筋はナット付きとする。

３．２６．６　増打ち補強壁ほか

（１）増打ち補強壁の配筋は３．２６．４図を標準とする。

（２）あと施工アンカーは接着系とし、開口補強部を除き、アンカー筋はナット付きとする。

（３）増打ち部と接する既存の壁面を目荒しするほか、新旧の壁面にジベル筋を設けるものとし、

　　 配置間隔は図面による。

（４）増打ち壁の頂部２００mm以上は、無収縮モルタル圧入とする。

（５）梁下端部や垂れ壁下端部の施工では、コンクリートのブリーディングや沈下を考慮して、

　　 打継目が一体となるように留意する。

３．２６．４図　増打ち補強壁要領図

ジベル筋（接着系）

あと施工アンカー（接着系）

アンカ－筋（ナット付き）

ジベル筋（接着系）

（Ｄ１３以上）

(あと施工アンカーの位置と間隔)

３．２６．２図　あと施工アンカー配置図

３．２６．２表　あと施工アンカー埋め込み・定着長さ

区 分

一般部

曲げモーメント

せん断力

曲げモーメント

せん断力

-

-

カット

先端形状４５°

用 途 長 さ 備 考

１２・ｄ

７・ｄ

１２・ｄ

１０・ｄ

２０・ｄ

Ｓ ＋ ５・ｄ ナットなし

ナットあり

位 置

一般部

開口補強部

開口補強部

有効定着長
（Ｌn）

（Ｌe）
有効埋め込み長

既存躯体 増設補強壁

a Ｌe

接合面
接着剤

Ｄ
a

Ｌ Ｌn

Ｌ

アンカ－筋

ｄ

接着剤
接合面

Ｄ
a

Ｌ Ｌn＝Ｓ  +５ｄ

アンカ－筋

はしあき

（５ｄ  以上）

ピッチ

（７．５ｄ  以上かつ３００mm以下）

（２．５ｄ  以上かつ主筋の内側）

ゲージ

（５．５ｄ  以上）

ゲージ

（４ｄ  以上）

へりあき

（２．５ｄ  以上かつ主筋の内側）

かぶりコンクリート せん断補強筋

あと施工アンカー

主筋 可(○)

不可(×)

２
０

０
m

m
以

上

無収縮モルタル圧入

＠

＠

（Ｄ１３以上）
壁周辺目荒し

埋込長

あと施工アンカー（接着系）

アンカ－筋（ナット付き） ジベル筋（接着系）

（Ｄ１３以上）

φ ａ

ｗ
溶接部

回し溶接をしない

２０mm

鉄筋

２０mm

鉄筋

回し溶接をしない

１０ｄ

１）土木工事特記仕様書

２）土木工事共通仕様書

３）コンクリート標準示方書・施工編

４）コンクリート標準示方書・構造性能照査編

５）官庁施設の総合耐震診断・改修基準及び同解説

６）鉄筋定着・継手指針

７）2017年改訂版　既存鉄筋コンクリート造建築物の

８）あと施工アンカー連続繊維補強設計・施工指針 国土交通省

土木学会

全国上下水道コンサルタント協会

広島県
土木学会

土木学会

建築保全センター

（2006年版　）

（2017年版　）

（2020年版　）

（平成  8年版）

（2002年版　）

（2017年版　）

（令和  8 年版）

（別紙による。）

日本建築防災協会
　　耐震改修設計指針・同解説

（３）アンカーの埋め込み・定着長さを３．２６．２表に示す。

３．２６．５　新設補強壁

（１）新設補強壁の配筋は３．２６．３図を標準とする。

（２）新設部と接する既存の壁面には目荒しを施す。

（４）新設壁の頂部２００mm以上は、無収縮モルタル圧入とする。

埋込長

あと施工アンカー（接着系）

アンカ－筋（ナット付き）

２
０

０
m

m
以

上

無収縮モルタル圧入

アンカ－筋（ナット付き）

壁周辺目荒し

幅止め筋（Ｄ１３以上）

３．２６．３図　新設補強壁要領図

あと施工アンカー（接着系）

フレア溶接

（片面１０ｄ）

はつり範囲

（鉄筋径による）

後打ちコンクリート

はつり範囲

（鉄筋径による）

無収縮モルタル圧入

２
０

０
m

m
以

上

２
０

０
m

m
以

上

３　土木工事

３．２６　耐震補強

（ａ）シングル配置

（ｂ）ダブル配置

（ｃ）千鳥状配置

（ｄ）断面配置

ｗ：溶接ビードの幅

ａ：のど厚

φ：鉄筋径（呼び径）
フレア溶接継手の形状

ｄ

d

1

d

a

1

1

a
ｄ

a

a

a

a

a

a

a

a

a a

a

a

a

a

既存躯体 増設補強壁

a Ｌeｄ

はしあき

（５ｄ  以上）a

ピッチ

（７．５ｄ  以上かつ３００mm以下）a

へりあき

はしあき

（５ｄ  以上）a

ピッチ

（７．５ｄ  以上かつ３００mm以下）a

フレア溶接

（片面１０ｄ）

フレア溶接

（片面１０ｄ）

縮　尺

種　　別

工　　種

図面番号 －
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かぶり厚さとは、一番外側の鉄筋（幅止め筋、組立筋を除く）の外面から躯体面

までの距離（４．３．１図）をいう。

鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上を確保し、最小かぶり厚さに許容

施工誤差１０mmを加えた厚さ以内に納めるものとする。

最小かぶり厚さは、４．３．１表による。

定着の方法は４．５．２図による。

て定着する鉄筋の定着長さＬが、４．５．２表のフックあり定着の長さを確保できな

い場合は、全長を４．５．２表に示すフックなし定着長さとし、かつ、余長を８ｄ、

仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さを４．５．３表に示す長さをのみ込ませる。

４．５．１　鉄筋の重ね継手

（１）鉄筋の重ね継手及び定着の長さは、４．５．１表による。

（２）径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。

４．３．１　かぶり厚さ

４．３．１図　鉄筋のかぶり厚さ

４．３．２　最小かぶり厚さ

（１）床版、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨てコンク

　　 リートの厚さを含まない。

（２）柱及び梁の主筋にＤ２９以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の１．５倍

　　 以上確保して最小かぶり厚さを定める。

（３）溶接金網にも適用する。

（１）粗骨材の最大寸法の１．２５倍

（３）異形鉄筋の直径（呼び径）の１．５倍以上

（注）１．Ｌ　：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ

　　　　　（基礎梁、片持ちスラブを含む。）

　　　　　（片持ち小梁及び片持ちスラブを除く。）

塩害区分

構造部分の種別

１：打継目地部分は目地底より最小かぶり厚さを確保する。
２：仕上なしの場合を標準とする。

床、耐力壁以外の壁

柱、梁、耐力壁

底版

柱、梁、床、壁

底版、基礎

４．１　鉄筋の折曲げ加工

４．３　鉄筋のかぶり及び間隔

４．４　鉄筋相互のあき及び間隔

４　建築工事

（ロ）折曲げ定着（イ）直線定着

帯筋

ａ

打継ぎ

かぶり厚さ

増打

躯体面

かぶり厚さ

あばら筋

定着起点

ｂ

Ｌ 余長

全長

Ｌ  （ただし、梁幅の

Ｌ   、Ｌ   又はＬ

Ｌ  、Ｌ  又はＬ

Ｌ  （ただし、柱せいの

（２）最小のあき２５mm

種　別
鉄筋の

ＳＤ２９５

ＳＤ３４５
３０

１５ｄ

１５ｄ

２０ｄ

１５ｄ

Ｌ Ｌ

１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ

３０

設計基準強度

２４　２７

２４　２７

（注）１．Ｌ  、Ｌ   ：フックなし重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ

　　　２．フックありの場合のＬ   は、４．５．１図に示すようにフック部分Ｌを含まない。

ＳＤ２９５

ＳＤ３４５

２４　　２７

３０

２４　　２７

３０

３５ｄ

３５ｄ

４０ｄ

３５ｄ

２５ｄ

２５ｄ

３０ｄ

２５ｄ

―

鉄筋の
種　別

１０ｄ
かつ

以上

フックなし フックあり

２５ｄ

２５ｄ

３０ｄ

２５ｄ ２０ｄ

２５ｄ

２０ｄ

２０ｄ

１０ｄ

Ｌ

スラブ小梁
ＬＬ

Ｌ

スラブ小梁

２０ｄ

Ｌ

３０ｄ

３０ｄ

３５ｄ

３０ｄ３５ｄ

４０ｄ

３５ｄ

３５ｄ

ＳＤ３４５

ＳＤ２９５

また中間部での折曲げは行わない。

　　５．フックありの定着の場合は、４．５．２図(イ)に示すようにフック部分bを含まない。

　　４．Ｌ  ：小梁の下端筋のフックあり定着の長さ

　　３．Ｌ  ：小梁及びスラブの下端筋の直筋の直線定着長さ(基礎耐圧スラブ及びこれを受ける小梁は除く。）

　　２．Ｌ  、Ｌ   ：割裂破壊の恐れのない個所への直接定着の長さ及びフックありの定着の長さ

(注)１．Ｌ  、Ｌ   ：２．以外の直線定着の長さ及びフックありの長さ

４．５．４　定着の方法

なお、（ロ）折曲げ定着の梁主筋の柱内折曲げ定着において、仕口内に縦に折曲げ

　　　（注）１．Ｌ   、Ｌ    は、４．５．３表の鉄筋の投影定着長さを示し、下記の条件を満たすものとする。

最大径

の場合

粗骨材

（３）

３２mm

２５mm

Ｄ１９

Ｄ２２

Ｄ２５

Ｄ２９

Ｄ１６

Ｄ１３

１１

１４

１８

２１

２５

２８

３３ ４４mm

３８mm

３３mm

２９mm

２４mm

２０mm

４３mm

４６mm

５０mm

５３mm

５８mm

６６mm

７７mm

２５mm

（１）

鉄筋相互のあき：ａ鉄筋径 (mm)

鉄筋径 最外径

Ｄ１０

（２）
最小鉄筋芯間隔

１５mm

３０

４０

４０

４０

６０

６０

４０

５０

５０

５０

７０

７０

一　　般

土、水に
接する部分

煙突等高熱を受ける部分

２４，２７

３０

２４，２７

３０

Ｌ

　　　　　　　１/２倍以上）

　　　２．Ｌ  ：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ

　　なお、片持小梁及び片持スラブの場合は２０ｄ及び１０ｄを２５ｄ以上とする。

４．５．２　継手の特記事項

（１） 継手は、極力応力の小さい位置に設ける。

４．５．３　鉄筋の定着

（１） 鉄筋の定着の長さは、４．５．２表による。

Ｌ

　　　　　　　３/４倍以上）

異形鉄筋

（注）Ｄ：鉄筋の最外径　ｄ：鉄筋直径（呼び名）

あき
ａ

Ｄ Ｄ

間隔

４．４．１図　鉄筋のあき

４．５．２図　定着の方法

４．５．３表　鉄筋の投影定着長さ

４．５．２表　鉄筋の定着の長さ

４．５．１表　鉄筋の重ね継手の長さ

４．３．１表　鉄筋の最小かぶり厚さ(mm)

４．４．１表　鉄筋径と鉄筋間隔の関係一覧

Ｌ 

コンクリートの

Ｆc（Ｎ/mm  ）

かぶり厚さ

かぶり厚さ

かぶり厚さ

増打

シーリング

かぶり厚さ

かぶり厚さ

躯体面

Ｌ

余長

平 面

壁

壁
柱

４．２．１図　異形鉄筋の末端部

４．２　異形鉄筋の末端部

１）最上階の柱頭部

１）下階の柱主筋を
　 引き通すことが
　 できない柱頭部

４．７．１図参照
４．２．１図の　 印

２）継手部
１）末端部 １）末端部 ４．８．１図参照

４．１１．１１）末端部
１）末端部
２）継手部

１）末端部
２）継手部

１）末端部
壁の一部となる

４．１．１表参照

場合を含む図参照

部　　位

四隅の主筋

柱

梁

煙突の鉄筋

幅止め筋

圧接継手

継手方式
備　考

帯筋(ＨＯＯＰ)

断面が異な

重ね継手

４．２．１表　フックを設ける位置

上下階の柱

る場合

あばら筋
(ＳＴＰ)

（１）Ｄは、折曲げ内法直径を示す。

（２）ｄは、鉄筋直径（呼び名）を示す。

以下
Ｄ１９

柱、梁の主筋
Ｄ１６以上の鉄筋

Ｔ形及びＬ形の梁の
あばら筋

幅止め筋

４ｄ以上

４ｄ以上

４ｄ以上

４ｄ以上

～Ｄ３８

３ｄ以上

３ｄ以上

３ｄ以上

３ｄ以上

Ｄ１６

１３５°９０°

　　　２．９０°未満の折曲げの内法直径は図面による。

　　　　　を用いる場合には、余長は４ｄ以上とする。

使　用　箇　所ＳＤ２９５，ＳＤ３４５

折曲げ内法直径（Ｄ）

折　曲　げ　図
曲げ
角度

４．１．１表　鉄筋の折曲げ形状及び寸法（末端部）

（注）１．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で９０°フック又は１３５°フック

ｄ Ｄ

４ｄ以上

ｄ

６ｄ以
上

８
ｄ
以

上

Ｄ

ｄ

４ｄ以
上

Ｄ
ｄ

Ｄ

ｄ

４
ｄ
以

上

鉄筋の折曲げ加工は、４．１．１表を標準とする。

異形鉄筋の末端部には、４．２．１表によりフックを設ける。

１５０mm

鉄筋相互のあきは、下記の最大値のもの以上とする。ただし、機械式継手及び溶接継手

のあきは、図面による。

４．５　鉄筋の継手及び定着

（３）主筋及び耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、４０ｄとする。ただし、ＳＤ３９０、

　　 ＳＤ４９０を使用する場合は特記による。

１８０°

１３５°

９０°

９０°

１３５°

Ｄ１３以下の鉄筋
あばら筋、帯筋、スパイラル筋

４．５．１図

柱 梁

ａ  部

　　・梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの３/４倍以上

　　・小梁主筋の大梁内定着においては、原則として大梁幅の１/２倍以上

　　・スラブの梁内定着においては、原則として梁幅の１/２倍以上

鉄筋の Ｌ Ｌ

（フックなし） （フックあり）種　別

ｄ Ｄ 粗骨材径×１．２５ 最小あき 鉄筋径×１．５
ａ＋Ｄ

設計基準強度
コンクリートの

Ｆc（Ｎ/mm  ）

設計基準強度
コンクリートの

Ｆc（Ｎ/mm  ）

※ 通常の施工の場合
必要とする場合

・ 塩害対策を

フックなし 梁主筋の柱内曲げ定着

小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着フックあり

2

1 1h

1      1h

1h

1h

1 2

3

2 1h 2h

3h

1 1h

2 2h

3

3h

a

1       2            　3

1h       2h            3h

b

2

b

b

a

a

b

Ｄ

４．７．２図参照
４．２．１図の　 印

ａ
かぶり厚さ

かぶり厚さ

定着起点

全長

a

縮　尺

種　　別

工　　種

図面番号 －
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直交梁位置

４．５．４表　隣り合う継手の位置

（柱頭又は柱脚部）
末　端　部

（重ね継手）
中　間　部

（１）隣り合う継手の位置は、４．５．４表により、ａ寸法を守ること。

　　 ただし、壁の場合及びスラブ筋でＤ１６以下の場合を除く。

４．７．１　隣り合う継手の位置及び定着

（２）柱頭定着長さＬ  が確保出来ない場合は、図面による。

（３）上下の柱断面が異なる場合の柱主筋の折曲げ及び定着は、４．７．２図による。

（１）フック及び継手の位置は交互とする。

（２）帯筋の割付けは、４．９．１図による。ただし、図面にある場合は図面による。

（３）柱、梁の交差部（パネルゾーン）の帯筋のせん断補強比は、０．２％以上を

４．５．５　隣り合う継手の位置及び定着

４．９　帯筋の割付け

４．７　柱筋の継手及び定着

４　建築工事

４．６　（欠番）

（１）継手長さはＬ  とし、定着及び余長は、４．７．１図による。

４．８　帯筋

４．８．１　帯筋の形状

（１）帯筋の形状は、４．８．１図とし、種別は図面による。図面になければ下記による。

（ロ）（イ）

（ロ）

（ロ）（イ）

（イ）

（ハ）

（ハ）

（イ）

（ロ）

・丸形

（ニ）

・Ｈ形

・Ｗ－I形（溶接を行う）

・ＳＰ形（スパイラル筋）

　　 　　 溶接の場合は１０ｄ以上とし、組立前に行う。

　　 （ｃ）溶接する場合の溶接長さＬは、両面フレア溶接の場合は５ｄ以上、片面フレア

　　 （ｂ）Ｈ形の１３５゜曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－I形とする。

　　 （ａ）Ｈ形を標準とする。以上の
添巻

≧６ｄ

ｄ

ｄ ｄ ｄ

≧６ｄ

　　 確保し、補強筋間隔≦１．５Ｐとする。

１．５巻

※１．５Ｐ 　、１．５Ｐ　 のピッチは１５０mm以下とする。

Ｄ１３ ＠１００

Ｄ１３ ＠１２５

パネルゾーン柱幅(mm)

≦５００

≦６００

≦７００

≦８００

≦９００

≦１０００

≦１１００

≦１２００

４．１０　大梁筋の継手及び定着

４．１０．１　大梁（基礎梁以外の大梁に限る）主筋の継手、定着及び余長

（１）大梁主筋の継手及び定着の一般事項

５０ｄ

５０ｄ

４．５．３図　溶接金網の継手及び定着要領

４．５．４図　スパイラル筋の継手及び定着要領

（２）溶接金網の継手及び定着は、４．５．３図による。

柱、梁の交差部の配筋例（０．２％確保）

　　 （ｄ）ＳＰ形において、柱頭及び柱脚の端部は、１．５巻以上の添巻きを行う。

（３）スパイラル筋の継手及び定着

４．９．１図　帯筋の割付け

４．８．１図　帯筋組立の形

４．７．２図　上下の柱断面が異なる柱主筋の折曲げ及び定着

ｄ

≧８ｄ

ＬＬ

≧６ｄ

≧４０ｄ

Ｐ
＠

Ｐ
＠

Ｐ
＠

Ｐ
＠

≧６ｄ

Ｌ

４．１０．２　ハンチのない場合

定着の長さ

鉄筋

一節半以上かつ
継手の重ね長さ
一節半以上かつ

１５０mm以上

Ｌ Ｌ

１５０mm以上

かぶり厚さ

か
つ

１
５

ｄ
か

つ
１

５
ｄ

ｈ
ｈ

ｈ
  

/２
＋

１
５

ｄ

Ｌ

Ｌ

Ｌ
  

以
上

５
０

０
以

上
か

つ
１

５
０

０
以

下
５

０
０

以
上

か
つ

１
５

０
０

以
下

≦
３

/４
・ｈ

≦
３

/４
・ｈ

ｈ
  

/２
＋

１
５

ｄ

継手 定着

≧１５０mm≧１５０mm

１
６Ｄ

ａ

ａ

≦

差し筋

ｂ
Ｄ

１
６

≦ａ
Ｄ

Ｌ
  
以

上

６

差し筋

ｂ

１ａ
Ｄ

＞

か
つ

１
５

ｄ

Ｌ
  

以
上

４．７．１図　柱主筋の継手、定着及び余長

２ ＠
以下

帯筋

２ ＠Ｐ

重ねる。

１ ＠
以下

梁面より割付ける。
１Ｐ ＠

１ ＠
以下

０.２％以上、

０．２％以上、

０．２％以上、
かつ１．５Ｐ

かつ１．５Ｐ

かつ１．５Ｐ

一般の場合

上下の柱断面寸法が異なる場合、
帯筋は、一般の帯筋より１サイズ
太い鉄筋または同径のものを２本

二段筋

Ｄ

継手長さ

継手長さ

１５ｄ(余長) １５ｄ(余長)

１５ｄ(余長)

２０ｄ(余長)

Ｄ

Ｌa※

１５ｄ(余長)

Ｌa※

Ｌ

余
長

Ｌ
Ｌ

余
長

Ｌ

Ｌ

余
長

Ｌ

Ｌa※

Ｌ

Ｌa※

余
長

Ｌa※

余長

Ｌ

Ｌa※

余
長

：柱芯

Ｌ
Ｌa※

余長

（１）最上階の場合

４．１０．３図　大梁の重ね継手、定着及び余長

４．１０．３　ハンチのある場合

４．１０．４図　ハンチのある大梁の定着及び余長（最上階）

二段筋 Ｌ

ＬＬ

Ｌ

Ｌ

余
長

Ｌ

Ｌa※

余
長

Ｌa※Ｌ

（注）１．継手中心位置は次による。

　　　　　　上端筋：中央Ｌ  /２以内

　　　　　　下端筋：柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、Ｌ  /４を加えた範囲以内

　　　２．４．２ 異形鉄筋の末端部で定めた鉄筋には、フックを付ける。

　　　３．　　　　　　印は、継手及び余長を示す。

　　　４．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　※ Ｌaは、原則として、４．５．３表の数値かつ柱せいの３/４倍以上とする。

　　　※ Ｌaは、原則として、４．５．３表の数値かつ柱せいの３/４倍以上とする。

が多い場合

柱脚の鉄筋

が多い場合

下階の鉄筋

が多い場合

上階の鉄筋

が多い場合

柱頭の鉄筋

ａ：上下の柱幅の差(ａ≦１５０)

ｂ：かぶり厚さ

Ｄ：梁のせい

４．１０．２図　段違い梁

４．１０．１図　梁主筋の梁内定着

梁

柱

梁

Ｌ

梁梁

柱
Ｄ≦１００

吊上げ筋は、一般のあばら筋より１サイズ
太い鉄筋又は同径のものを２本重ねたものとする。

　　 ｂ．梁主筋を、柱内に折曲げて定着する場合は次による。

　　　　 なお、定着の方法は、４．５．４による。

　　 ｃ．段違い梁は４．１０．２図による。

　　　　　　　　　　上端筋：曲げ下ろす。

　　　　　　　　　　下端筋：原則として曲げ上げる。

Ｄ１０ ＠１２５

Ｄ１０ ＠１００

Ｄ１０ ＠１００

Ｄ１３ ＠１５０

Ｄ１３ ＠１２５

Ｄ１３ ＠１００

　　 ａ．梁主筋は、原則として、柱をまたいで引き通すものとし、引き通すこと

　　　　 が出来ない場合は、ｂ．により柱内に定着することができる。

　　　　 ただし、やむ得ず梁内に定着する場合は、４.１０.１図による。

最上階

一般階

上端筋

下端筋

継手の重ね長さ
床版の場合 壁の場合

3 １
Ｌ 2 Ｌ １

1

2

00

0

0

0
0

2

2

2

Ｌ
2

1   　                2

2

2

2

2

2

2

2 2

2
2

0

0

2

2

2

1
2

1 1

2 2

フックなしの場合

フック有りの場合

接

重 ａ

Ｌ

Ｌ

ａ

ａ≧４００mm

ａ

ａ ＬＬ

Ｌ Ｌ

ａ≧０．５Ｌ

ａ＝０．５Ｌ

ａ＝０．５Ｌ

ａ

Ｌ

Ｌ

ａ≧０．５Ｌ

1h

1h

1h 1h

1h 1h

1

1

1

1 1

1

ね

継

手

圧

継

手

（４）柱の継手及び圧接中心位置は、梁上端から５００ｍｍ以上、１５００ｍｍ以下かつ

　　　３/４h （h は柱の内法高さ）以下とする。
（５）※鉄筋のカットオフの位置及び長さは図面による。

※

※

　　５．梁筋カットオフ位置及び余長は図面による。

鉄筋

≧６ｄ ≧６ｄ ≧６ｄ

ｈ
0

ａ ａ

か
つ

１
５

ｄ

Ｄ Ｄ

Ｌ

≧６ｄ

ＣＬ ＣＬ

ＣＬ

ＣＬ ＣＬ

Ｌ /２0Ｌ　/４0 Ｌ　/４0

Ｌ　/４0

Ｌ0

ＣＬ
ＣＬ

Ｌ1
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　　 ３．梁内定着の端部下端筋が接近するときは、　　　　  のように引き通すことができる。

　　 ４．破線は、梁内定着の場合を示す。

　　 ２．　　　　    　印は、継手及び余長を示す。

４．１２．２　小　梁

４．１１　梁のあばら筋、腹筋及び幅止め筋

４．１２　小梁及び片持梁の配筋要領
４．１２．１　一般事項

（１）図面にない事項は大梁、梁のあばら筋の項に準ずる。

（２）　　　　　　印は、継手及び余長を示す。

４　建築工事

４．１０．４　水平段差のある場合

４．１０．５　鉛直段差（ｅ）のある場合

（２）ｅ/Ｄ＞１/６の場合

（１）腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、１５０mm程度とする。

（２）壁梁の場合、腹筋の定着長さ及び継手長さは、Ｌ  とする。

（３）土圧、水圧を受ける梁は、図面による。

（４）幅止め筋及び受け用幅止め筋は、Ｄ１０－１０００mmピッチ程度とする。

（２）間隔が一様でハンチのある場合

４．１１．１　一般事項

４．１１．２　あばら筋組立の形及びフックの位置

（１）形は、４．１１．１図（イ）を標準とする。

（２）フックの位置

　　 ｃ．（ハ）の場合は床版の付く側を９０゜折曲げ、８ｄ確保する。

　　 ｄ．（ホ）（ヘ）の場合は梁の上下にスラブが付く場合でかつ、梁せいが

　　 ｂ．（ロ）の場合　床版が片側に付く場合は床版の付く側

　　 ａ．（イ）の場合は交互とする。

　　 ｂ．床版が両側に付く場合は、（ロ）～（ニ）

　　 ａ．床版が片側に付く場合は、（ロ）又は（ハ）

　　 ただし、（イ）によることが出来ない場合は、下記の方法によることが出来る。

　　　　 床版が両側に付く場合は交互

４．１１．１図　あばら筋組立の形及びフックの位置

　　　　 １．５m以上の場合に適用する事ができる。（基礎梁）

４．１１．４　腹筋及び幅止め筋

ａ） 腹筋及び幅止め筋

４．１０．８図　鉛直段差梁（その２）

４．１０．７図　鉛直段差梁（その１）

定着の長さは、４．１０．２図に準ずる

４．１０．６図　大梁の定着及び余長（水平段差のある場合）

（３）梁の端部で間隔の異なる場合

４．１１．４図　あばら筋の割付け（その３）

４．１１．３図　あばら筋の割付け（その２）

（１）間隔が一様でハンチのない場合

４．１１．３　あばら筋の割付け

４．１１．２図　あばら筋の割付け（その１）

４．１２．２図　小梁主筋の継手、定着及び余長（その２）

（注）１．　　　　　　印は、継手及び余長を示す。

　　　２．梁内の定着筋において梁せいが小さく垂直で余長がとれない場合、斜めにしてもよい。

（２）単独小梁の場合

４．１２．１図　小梁主筋の継手、定着及び余長（その１）

４．１２．３　片持梁筋の定着

（１）先端に小梁のない場合

　　 ａ．先端の折曲げの長さｂは、梁せいよりかぶり厚さを除いた長さとする。

　　 ｂ．梁筋を引き通さない場合は、取り合い部材に定着する。ただし、柱に

　　　　 取り合う場合は、全数を引き通すことができる場合でも、上端筋は、

　　　　 ２本以上を柱に定着する。

（２）先端に小梁がある場合

　　 ａ．上端筋は、先端小梁内に斜めに定着する。

　　 ｂ．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。

　　 ｃ．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。

４．１２．３図　片持梁主筋の定着及び余長（先端に小梁のない場合）

（２）特殊な梁

腹筋及び幅止め筋は、図面による。

４．１１．５図　腹筋及び幅止め筋

（１）水平段差のある場合

（１）ｅ/Ｄ≦１/６の場合

（１）一般の梁

（１）連続小梁の場合

　　　２．図中のＰ＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

（注）１．あばら筋は、柱面の位置及びハンチに切り替わる位置から割付ける。

　　　２．図中のＰ＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

　　 ※ Ｌaは、原則として、４．５．３表の数値かつ柱せいの３/４倍以上とする。

　　　※ Ｌaは、原則として、４．５．３表の数値かつ柱せいの３/４倍以上とする。

　　　※ Ｌaは、原則として、４．５．３表の数値かつ柱せいの３/４倍以上とする。

　　　　※ Ｌaは、原則として、４．５．３表の数値かつ柱せいの３/４倍以上とする。

　　　※ Ｌ  は、原則として、４．５．３表の数値かつ梁幅の１/２倍以上とする。
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先端小梁

片持梁筋
折下げ 折下げ 片持梁

≒４５゜ ≒４５゜

４．１２．４図　片持梁主筋の定着

(注)１．４．２ 異形鉄筋の末端部で定めた鉄筋には、フックを付ける。

：柱芯

※ Ｌ  をフックなしで定着
　 させる場合は２５ｄとする。

（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割付ける。
　　　２．図中のＰ＠、Ｐ′＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

４．１０．５図　ハンチのある大梁の定着及び余長（一般階）

（２）一般階の場合

　　　※ Ｌ　の数値は、原則として、４．５．３表の数値かつ梁幅の１/２倍以上とする。

一般階 最上階

（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割付ける。

（イ） （ロ） （ハ） （ニ）
一般の場合

（ホ）
重ね継手とする場合

（ヘ）
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一般階

小梁の終端部小梁が連続する場合
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　　 ５．梁筋カットオフ位置及び余長は図面による。
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４　建築工事
４．１３．４　壁の交差部及び端部

４．１５．１　一般事項

４．１５　床の配筋要領

４．１４　壁の打増し要領

４．１５．２　片持スラブ

（２）先端に小梁がなく壁が取り付く場合

４．１５．３　片持ちスラブ出隅部の補強配筋

４．１５．３図　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その３）

４．１５．５図　先端に壁が付く場合の配筋

４．１５．４　地上部最上階の屋根床版

４．１５．５　段差床版の補強

４．１５．６　床版開口部の補強

（２）床版開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることに

　　 より開口部を避けて配筋できる場合は、補強筋を省略することができる。

ａ．交差部補強筋Ｄ※はＤ１３以上、かつ壁主筋と同径とする。

４．１３．４図　壁の交差部及び端部の配筋

（１）鉄筋の継手長さは、Ｌ  とする。

４．１４．１図　壁の打増し補強配筋

打増し部

縦筋はＤ１０とし、間隔は２００mm
横筋はＤ１０とし、間隔は壁横筋と同じ

（２）定着長さ及び受け筋は、４．１５．１図による。ただし、引き通すことができない場合は、

　　 ４．１５．２図、４．１５．３図により梁内に定着する。

（３）基礎梁と床版を一体打ちとしないで、打ち継ぎを設ける場合の補強は図面による。

（１）片持スラブの配筋

４．１５．４図　片持スラブの配筋

４．１５．６図　片持スラブ出隅部の補強配筋

（１）出隅及び入隅部分には、４．１５．７図により、補強筋（溶接金網）を上端筋

　　 の下側に配筋する。

（２）陸屋根、勾配屋根共通とする。

４．１５．７図　出隅及び入隅部分の補強配筋

（１）同一床版に段差がある場合、４．１５．８図の補強を行う。ただし、

Ｈ＞１５０の場合は、小梁を設ける事を原則とする。

４．１５．８図　段差のある床版の補強配筋

（１）開口の最大径≦７００の場合は、開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強し、

　　 隅角部には、斜め方向に主筋径以上の鉄筋２本を上下筋の内側に配筋する。(４.１５．９図)

　　 開口の最大径＞７００の場合は図面による。

４．１５．９図　床版開口部の補強配筋

４．１５．１図　スラブ筋の定着長さ

及び受け筋（その１）

４．１５．２図　スラブ筋の定着長さ

及び受け筋（その２）

ｂ．壁の端部にＵ型鉄筋を使用する場合の径及び間隔は、壁筋と同径及び同間隔とする。

壁の交差部及び端部の交差部は、４．１３．４図による。

コンセントボックス等を壁に埋め込む場合の補強は、特記によるほか、配管等での壁の

打増し補強筋は、４．１４．１図による。

打増し厚さのａが５０mm以上、２００mm以下に適用する。

２００mmを越える場合は、特記による。
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※　原則としてＬ  は、４．５．３表の数値かつ梁幅の１/２倍以上とする。

よりかぶり厚さを除いた長さとする。
※先端の折り曲げ長さｂは、スラブ厚さ

※　Ｌ  の数値は、原則として、６．３表
の数値かつ梁幅の１/２倍以上とする。

※：鉄筋径は、図面による

Ｄ※：鉄筋径は、図面による。

４．１３　壁の配筋要領
４．１３．１　一般事項

４．１３．２　耐震壁の開口

（１）耐震壁等の開口は、図面以外は設けてはならない。

　　 満足することを構造計算によって確認すること。

（２）やむを得ず開口をあける場合は、Ｈ１９国土交通省告示５９３号の規定を

４．１３．１図　壁の配筋

※壁構造の場合は、「壁構造配筋指針・同解説」（日本建築学会）に基づき図面による。

４．１３．３　壁開口部の補強

（１）壁開口部の補強は、図面による。補強筋の長さ及び位置は、４．１３．３図

　　 を標準とする。

４．１３．３図　壁開口部の補強の定着長さ

（２）開口部は柱及び梁に接する部分又は鉄筋を緩やかに曲げることにより

　　 開口部を避けて配筋出来る場合は、補強筋を省略することができる。

出隅部分の補強筋

一般スラブ配力筋

出隅部分の補強筋
注ｂ  ≧ｂ  とする

出隅部
柱又は梁にＬ  を定着する
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ｂ
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２
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※：鉄筋径及び本数は、図面による
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（３）打増し部分に、壁及びスラブ等が取りつく場合は、壁及びスラブ筋等の定着長

（１）一般壁配筋の重ね継手の長さはＬ  とし、耐震壁の鉄筋の重ね継手の長さは

（２）幅止め筋は、縦、横ともＤ１０－＠１０００を標準とする。

1

     ４０ｄとする。ただし、ＳＤ３９０，ＳＤ４９０を使用する場合は特記による。

     また、定着の長さは、Ｌ　とし、鉄筋の継手位置は、柱・梁部以外とする。

　　 さには打増し部分は含まない。

（４）土圧及び水圧などを受ける壁の配筋は、図面による。

2

（注）図中のＰ＠は、図面の壁筋の間隔を示す

（１）出隅部の補強筋は図面により、配筋方法は、４．１５．６図による。

（２）出隅受け部分(図のハッチ部分)の配筋は、図面による。
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４．１９．１　斜め柱・斜め梁の取り合い
４．１７  階段の配筋要領

４　建築工事 ４．１９　勾配屋根の取り合い
４．１８．２　梁 ４．１９．２　梁と床版の取り合い

４．１９．３　円柱の取り合い

４．１８　柱及び梁の増し打ち要領

（１）壁配筋は、図面による。

（２）階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に曲げ下ろす。

４．１８．１　柱

４．１８．１図　柱の増し打ち補強配筋

　　 ただし、ａ＜７０mmの場合、補強は行わない。２００mm＜ａの場合は、図面による。
（１）増し打ちコンクリートの補強は、４．１８．１図による。

（２）増し打ち部分での鉄筋は、定着長さとして認めない。ただし、躯体と一体打ちの場合を除く。

（３）増し打ち部分の帯筋の定着長さは、Ｌ  以上とする。

（４）増し打ち部分主筋の定着、重ね長さは、柱の主筋による。

（１）増し打ちコンクリートの補強は、４．１８．２図による。ただし、

　　 ａ＜７０mmの場合、補強は行わない。２００mm＜ａの場合は、図面による。

（２）増し打ち部分での鉄筋は、定着長さとして認めない。ただし、躯体と一体打ちの場合を除く。

（３）増し打ち部分のあばら筋の定着長さは、Ｌ  以上とする。

（４）増し打ち部分の主筋の定着、重ね長さは、梁の主筋による。

（５）梁の上下の増し打ちが途中で終わる場合

４．１８．４図　梁の側面の増し打ち補強配筋（途中で終わる場合）

４．１８．３図　梁の上下の増し打ち補強配筋（途中で終わる場合）

（１）※印の鉄筋は、同径以上とし、かつダブル巻きとする。

（２）１．５Ｄの範囲の柱の帯筋は一段太いものか、またはダブル巻きとし＠１００

（３）柱の取合い部における斜め梁のせん断補強筋中心間隔は、当該梁部材のせん断

　　 以下とする。

　　 補強筋中心間隔ｐ以下とする。

４．１９．１図　斜め柱・斜め梁の取り合い配筋

増し打ち補強要領は、４.１９．２図による。

４．１９．２図　梁と床版の取り合い配筋

４．１９．３図　円柱の取り合い配筋

Ｌ

：壁芯

４．１７．１図　片持スラブ形階段配筋の定着
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梁：Ｄ
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ｐ ｐ ｐ
※

Ｄ

大梁

小梁

小梁

大梁

１．５Ｄ

ーＤ１３＠２００

柱：Ｄ

※

－Ｄ１３＠２００

１００

Ｄ：梁せい増し打ち補強筋

Ｄ
Ｌ

Ｌ
Ｌ

梁

梁
隅鉄筋Ｄ１６

Ｄ１３＠２００
ＨＯＯＰ

基礎梁
(図面による)

フーチング

※１

主筋

主筋

※１

主筋

主筋

※１

ｂ

Ｄ１６－３００＠以内

Ｄ１６－３００＠以内
Ｄ１６－３００＠以内

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

※１

主筋
Ｄ１６－３００＠以内

ａ） 柱幅と斜材（柱又は梁）幅が同一 ｂ） 柱幅と斜材幅が異なる

ｄ） 柱頭で斜材となる上端筋は、連続筋とする。ｃ） 柱脚で斜材となる

ｅ） 梁が斜材となる上端筋は、連続筋とする。

７０≦ａ≦２００ ７０≦ａ  、ａ  ≦２００

７０≦ａ≦２００ ７０≦ａ≦２００

※１．帯筋と同径・同材質・同ピッチとする。

７０≦ａ≦２００ ７０≦ａ  、ａ  ≦２００

ｆ） 斜め大梁に小梁が接する場合

柱筋はａ）、ｂ）に倣う。

ｇ） 大梁に斜め小梁が接する場合

３） 柱脚部の円柱と基礎との
取合い

取り付く場合
１） 柱頭部で柱芯に梁が ２） 柱頭部で柱外面に梁が

取り付く場合

Ｔｙｐｅ Ａ Ｔｙｐｅ Ｂ

※１．あばら筋と同径・同材質・同ピッチとする。

４．１８．２図　梁の増し打ち補強配筋

（６）梁の側面の増し打ちが途中で終わる場合
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あと施工アンカー

アンカー筋ピッチ標準

新 設 壁 筋 アンカー筋（接合筋）　Ｐ へりあき h ゲ－ジ g 備　　考新設壁厚既設壁厚壁符号

新設壁筋及びアンカー筋の標準配筋

鉄筋フレア溶接要領

１．特記なき鉄筋のフレア溶接は、下図の片面または両面とする。

　　但し、La 及び Lbは 2d以上とする．

２．鉄筋のフレア溶接の溶接長さは、ビードの始点(La)及び、クレーター(Lb)を
　　除いた部分の長さとする．

両面フレア溶接片面フレア溶接

10dLa Lb

d d

d/2d/2 d/2d/2

5dLa Lb

dd

アンカー関係共通事項
接着系アンカーの有効　埋め込み長さ

接着系アンカーの有効　定着長さ 一般部　　：Ln=20da（ナット付き）

アンカー筋形状 ナット付き異形棒鋼（開口補強筋用はナット
なし）とし、ナットから ねじ山が2山以上で
ること。
また、先端形状は45ﾟカットとする。

　　　　　：Ln=30da（ナットなし）

(=補強筋との継手長さ＋クリアランス)

Le

接着剤

Da

L Ln
Ld

アンカー筋

da

接合面

増設補強壁

増設補強壁既存躯体
(ナットなし）

(ナット付）

接合面
Le

接着剤

Da

L Ln
アンカー筋

da

L ： コンクリートの穿孔深さ、または接着系アンカーの埋め込み長さ：先端形状45°カットの場合L=Le＋da
Le： アンカーの有効埋め込み長さ
Ld： アンカー筋の全長
Ln： 有効定着長さ
Da： 既存コンクリート躯体への穿孔径
da： アンカー軸部の直径、アンカー筋の呼び名

P
P

P
P

P P P P P

2

2

１．補強位置
１）.別紙、補強図参照

２．使用材料

JIS規格品 SD345 (D19以上)
アンカー筋

JIS規格品 SD345 (D19以上)
接着系アンカー筋

付着強度　τa= 10 (σB/21) 以上
σB:既存部のコンクリートの圧縮強度（N/m㎡）

接着系アンカー非破壊試験要領

JIS規格品 SD345 (D19以上)

鉄 　　筋

接　合　筋

　Ｆｃ＝２４N／㎜（普通コンクリート）スランプ　１８㎝以下

　Ｆｃ＝４０N／㎜

１）.構造図の寸法は躯体寸法を示す
２）.材料の加工に先立ち躯体寸法を実測し、実状に合った寸法に加工する
３）.増設部材と既存部材との接触面は、既設仕上げモルタルは全て撤去し、全面はつり荒しとし、コンクリート打設前に十分な水浸しを行う
４）.コンクリートの打設にはバイブレータを使用し、また、タタキにより密実なコンクリートとするように十分な施工計画をたてること
５）.コンクリートの強度発現期間内は十分な湿潤状態で養生する。また養生期間中は振動等を与えないに注意する

７）.既設部との取合いは、現場調査の上工事計画書及び施工図を作成し、工事管理者の承諾を得ること。
８）.接着系アンカー削孔前に鉄筋探査を行うこと。
９）.接着系アンカーの性能確認試験を行うこと。

３．使用コンクリート設計基準強度

４．モルタル設計基準強度（無収縮）

５．注意事項

頭付スタッド

・試験方法は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　公共建築改修工事標準仕様書（令和7年版）による。

da：アンカー筋の呼び径

一般仕様

６）.設計図に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　公共建築工事標準仕様書（令和7年版）、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　公共建築改修工事標準仕様書（令和7年版）による。

・非破壊試験は、引張試験を行う。

10）.後打ちコンクリートは梁下２０ｃｍまで打設し、壁頂部は無収縮モルタル圧入とする。

JIS規格品 SD295A(D16以下)

JIS規格品 SD295A(D16以下)

メーカーにより材料強度が保証されたもの。

JIS規格品 SD295A(D16以下)

JIS規格品

コンクリートハツリ部納まり図

壁部コンクリート打設，モルタル圧入法（新設壁、閉塞壁）

壁部コンクリート打設，モルタル圧入法（増設壁）

無収縮モルタル

モルタル圧入孔　各壁１ケ処（中央）
塩ビホースφ４０ｍｍ

ウレタン系コーキング（速乾性）

ウレタン系コーキング（速乾性）

壁頭部

外部振動横たたき締め
コンクリート
型枠

壁　部

コンクリート投入口

10
0

20
0

20
0

空気ぬき＠３０００程度
塩ビホースφ２０ｍｍ

外部振動横たたき締め

型枠
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コンクリート投入口
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モルタル圧入
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新設鉄筋

コンクリート斫り

カッターで目地切を行ったあと

手バツリとする。
（既存鉄筋は残す）

既設ＲＣ壁既設鉄筋

（径が異なる場合は、大なる径）
フレアー溶接（片面10d又は両面5d）

※構造躯体からの寸法を示す。

　　部分は斫り範囲を示す
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フレア溶接 D10
L=100

フレア溶接 D10
L=100

フレア溶接 D10
L=100

フレア溶接 D10
L=100

2026年　9月

福山市山手町五丁目地内

耐震補強配筋図(2)

耐震補強配筋図(2) S=1/50



縮　尺

種　　別

工　　種

図面番号

番

1/50

改修後 平面図・断面図

2026年　9月設計年月

工事箇所 福山市山手町五丁目地内

福山市上下水道局

神島中継ポンプ場耐震補強工事

号

DW

電気室
搬入室

上
部
ﾎ
ｲ
ｽ
ﾄ
ﾚ
ｰ
ﾙ
1
0
K
N
吊

上
部
ﾎ
ｲ
ｽ
ﾄ
ﾚ
ｰ
ﾙ
3
0
K
N
吊

便所

階段室

ＡＡ

UP

ｽ
ﾛ
ｰ
ﾌ
ﾟ

Ｂ

Ｂ

３２１

6,500 7,000

13,500

Ⅽ

Ⅾ

9
,
0
0
0

S=1/50改修後 １階平面図

UP

ポンプ室

上部搬入口

Ａ

３２１

6,500 7,000

13,500

Ⅽ

Ⅾ

9
,
0
0
0

階段室

▽1FL+5.20

Ⅽ Ⅾ

9,000

▽GL+4.80

▽1FL+5.20

4
0
0

便所

３２１

6,500 7,000

13,500

電気室搬入室

S=1/50改修後 地下１階平面図

S=1/50Ａ－Ａ 断面図

S=1/50Ｂ－Ｂ 断面図

Ａ

(50、75)

50 100 20

100

50

20(100、50)

(20、50)

(50)

20

配管架台
(既設再取付)

散水栓T27-13
(既設再取付)

配管架台
(既設再取付)

SGP-VD（JWWA K 116）

備　　　考記　　号

改修後 凡例

給　　水　　管

名　　称

水道用硬質塩ビライニング鋼管

管　　種

VP     (JIS K 6741)汚　　水　　管 硬質ポリ塩化ビニル管

排　　水　　管 硬質ポリ塩化ビニル管 VP     (JIS K 6741)

既　　設　　管（  ）

既設管接続箇所

(20)

(20)

20GV(既設)
BOX(B1)共

(20)

(20)

(20)

散水栓T27-13(既設)
BOX(B3)共

(20)

(20)

50、100

散水栓T27-13
(既設再取付)

配管架台
(既設再取付)

注記：配管架台(2箇所)は設置位置を変更し再取付を行う。
　　　又、既設穴はモルタル補修を行うこと。

(20)20 20

配管架台
(既設再取付)

(100、50)

(20)

(20)

(20)

配管架台
(既設再取付)

散水栓T27-13

20

20

20電動ボール弁装置
(既設)

(既設)

50-KT5A
(既設)

ＡＭ-１



縮　尺

種　　別

工　　種

図面番号

番

1/50

改修前 平面図・断面図

2026年　9月設計年月

工事箇所 福山市山手町五丁目地内

福山市上下水道局

神島中継ポンプ場耐震補強工事

号

DW

電気室
搬入室

上
部
ﾎ
ｲ
ｽ
ﾄ
ﾚ
ｰ
ﾙ
1
0
K
N
吊

上
部
ﾎ
ｲ
ｽ
ﾄ
ﾚ
ｰ
ﾙ
3
0
K
N
吊

便所

階段室

ＡＡ

UP

ｽ
ﾛ
ｰ
ﾌ
ﾟ

Ｂ

Ｂ

３２１

6,500 7,000

13,500

Ⅽ

Ⅾ

9
,
0
0
0

S=1/50改修前 １階平面図

UP

ポンプ室

上部搬入口

Ａ

３２１

6,500 7,000

13,500

Ⅽ

Ⅾ

9
,
0
0
0

階段室

▽1FL+5.20

Ⅽ Ⅾ

9,000

▽GL+4.80

▽1FL+5.20

4
0
0

便所

３２１

6,500 7,000

13,500

電気室搬入室

S=1/50改修前 地下１階平面図

S=1/50Ａ－Ａ 断面図

S=1/50Ｂ－Ｂ 断面図

Ａ

SGP-VD（JWWA K 116）

備　　　考記　　号

改修前 凡例

給　　水　　管

名　　称

水道用硬質塩ビライニング鋼管

管　　種

撤  去  範  囲

VP     (JIS K 6741)汚　　水　　管 硬質ポリ塩化ビニル管

排　　水　　管 硬質ポリ塩化ビニル管 VP     (JIS K 6741)

HIVP(JIS K 6742)屋外土中給　　水　　管 水道用硬質ポリ塩化ビニル管

20

建具撤去(建築工事) 建具撤去(建築工事)

20

散水栓T27-13
(取外し・再取付)

配管架台×2
(取外し・再取付)

20電動ボール弁装置

100、50

20

20

100、50

50 100 20

50

50、75

20

20

散水栓T27-13
(取外し・再取付)

配管架台
(取外し・再取付)

100

50

20

20、50

20

20GV
BOX(B1)共

20

20

20

散水栓T27-13
BOX(B3)共

50、100

20

20

配管架台
(取外し・再取付)

20

配管架台
(取外し・再取付)

散水栓T27-13

建具撤去(建築工事)

50-KT5A

ＡＭ-２



縮　尺

種　　別

工　　種

図面番号

番

1/100

電灯設備平面図(改修前・改修後)

2026年　9月設計年月

工事箇所 福山市山手町五丁目地内

福山市上下水道局

神島中継ポンプ場耐震補強工事

号

改修前

改修後

（取外し）

（再）

（再取付）

（再）

ＡＥ-１

（取外し・再取付） （現況のまま）

（現況のまま）
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1階平面図

耐震補強一般図(1) S=1/50

※凡例

：増打ちコンクリート範囲を示す。

縮　尺

種　　別

工　　種

図面番号 1/50

耐震補強一般図(1)

設計年月

工事箇所

福山市上下水道局

神島中継ポンプ場耐震補強工事

Ｃ-１
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00
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2200 400 3350

100 2000 3850

2026年　9月

福山市山手町五丁目地内
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00
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※凡例

：増打ちコンクリート範囲を示す。

縮　尺

種　　別

工　　種

図面番号 1/50

設計年月

工事箇所

福山市上下水道局

神島中継ポンプ場耐震補強工事

C D

9600

300 9000 300

600 8400 600

63
00

70
0

52
00

40
0

25
0

48
00

15
0

15
0

10
0

+5.20

+4.80 +4.80

+4.50

-0.55

-0.70

+4.25

1 2 3

+4.80+4.80

63
00

70
0

52
00

40
0

30
0

40
0

15
0

15
0

49
0063
00

70
0

52
00

40
0

40
0

30
0

15
0

49
00

15
0

14100

300 6500 7000 300

600 5950 500 6450 600

2200 400 3350

1-1断面図 2-2断面図

-0.55

-0.70

+5.20

-0.55

-0.70

+5.20

+4.80

+4.50

+4.90

+4.50

+4.35 +4.35

耐震補強一般図(2)

福山市山手町五丁目地内

2026年　9月

耐震補強一般図(2) S=1/50

500 7400 500

Ｃ-２



縮　尺

種　　別

工　　種

図面番号 1/50

耐震補強配筋図(1)

設計年月

工事箇所

福山市上下水道局

神島中継ポンプ場耐震補強工事

耐震補強配筋図(1) S=1/50

2

1

1

平面図

C

D

2 2

96
00

90
00

84
00

74
00

50
0

60
0

30
0

50
0

60
030
0

500

250
250

C D

9600

300 9000 300

600 8400 600

63
00

70
0

52
00

40
0

25
0

48
00

15
0

15
0

10
0

1-1断面図

2-2断面図

2

500

250
250

70
0

15
0

3 3

3-3断面図

2

500

250
250

70
0

25
0

65
13

5
13

5
65

14
@2

50
=3

50
0

18
@1
25

=2
25

0
18

@1
25
=2

25
0

65 135 135 6518@125=2250 14@250=3500 18@125=2250

80 4@85
=340

60

80 4@85
=340

80 80 804@85
=340

80
170
170
80

梁補強詳細図 S=1/20

帯鉄筋D13(補強)

帯鉄筋D13(既設)

80 4@85=340 80

500

70
80

70
0

15
0

70
56

0
70

補
強

部
材

既
設
部

材

20
0

550

コンクリートはつり

鉄筋フレアー溶接
（片面）L=130

主鉄筋D25(既設)

主鉄筋5-D25(補強)

70
56

0
70 70

80

既設鉄筋D25

既設帯鉄筋D13

既設鉄筋D25

既設帯鉄筋D13

鉄筋フレアー溶接
（片面）L=130

鉄筋フレアー溶接
（片面）L=130

G 1 D25

G 2 D13

H 1 D16 H 1 D16

G 1 D25

G 2 D13

G 2 D13
G 1 D25

G 2 D13 G 1 D25

H 1 D16

既設鉄筋5-D25

既設帯鉄筋D13

2026年　9月

福山市山手町五丁目地内

ガス圧接

ガス圧接

ガス圧接ガス圧接 あと施工アンカー(接着系)
D16 埋込長L=210

あと施工アンカー(接着系)
D16 埋込長L=210

500 7400 500

420 80 80 420

帯鉄筋D13(補強)

帯鉄筋D13(既設)

80 2@170=340 80

500

70
80

70
0

15
0

70
56

0
70

補
強

部
材

既
設
部

材

20
0

550

コンクリートはつり

鉄筋フレアー溶接
（片面）L=130

主鉄筋D25(既設)

主鉄筋5-D25(補強)

一般部 端部

ハンチ鉄筋3-D16(補強)

G 3 D13

G 3 D13

用心筋D13

G 3 D13

Ｃ-３



縮　尺

種　　別

工　　種

図面番号 1/50

耐震補強配筋図(2)

設計年月

工事箇所

福山市上下水道局

神島中継ポンプ場耐震補強工事

2026年　9月

福山市山手町五丁目地内

1975 5000 1325

G 1-1 5-D25 X 1980 G 1-2 5-D25 X 5000 G 1-3 5-D25 X 1330

耐震補強配筋図(2) S=1/50

8300

369

24
1

172

209

24
1

17
2 630

H 1 6-D16 X 630

G 2-1 53-D13 X 790 G 2-2 53-D13 X 630

369

18
6

146

G 3-1 6-D13 X 710

209

18
9

14
6

G 3-2 6-D13 X 550

鉄筋質量表
記 号 径 長   さ 本 数 単 位 質 量 一本当り質量 質   量 摘   要

G 1-1 D25 1975 5 3.98 7.861 39.305 （5）D25+D25

G 1-2 D25 5000 5 3.98 19.900 99.500 （5）D25+D25

G 1-3 D25 1325 5 3.98 5.274 26.370

G 2-1 D13 790 53 0.995 0.786 41.658

G 2-2 D13 630 53 0.995 0.627 33.231

G 3-1 D13 710 6 0.995 0.706 4.236

G 3-2 D13 550 6 0.995 0.547 3.282

247.582

H 1 D16 630 6 1.56 0.983 5.898

5.898

(圧接箇所)

合　計 D25 165.175 kg ( 10) D25+D25

D16 5.898 kg

D13 82.407 kg

総質量 253.480 kg ( 10)

Ｃ-４



Ｂ-Ｂ　断面図 S＝1/50

2120 8

10 11 12 13 14

22

1

1918

5 4 2

6 97

15

C

D

321

13500

6500 7000

電気室

90
00

フリクト LA-1
流入渠水位計検出器 フリクト収納箱

排気ファン盤

土壌脱臭床操作盤

流入渠水位計変換器

Ａ

ＢＢ

Ｍ

Ｍ
排気ファン 1.5kW

コンテナ用チェンブロック 2.1kW

Ｍ

Ｍ

Ｍ

排気ファン盤

土壌脱臭床操作盤

流入渠水位計変換器

321

ＤＣ

Ａ-Ａ　断面図 S＝1/50

Ａ

排気ファン 1.5kW

土壌脱臭ファン 1.5kW

１階　平面図 S＝1/50

17

18

8

15

9

6

7

5

1

4

2

番　号

CC-1-6

RY-2

RY-3

KP-1

RY-1

DC-1

盤　記　号名　　　　　　称

引　　込　　受　　電　　盤

主ポンプ制御盤

NO.3,4

NO.1,2

備　　考

HC-1

LC-1

HC-2変　　　圧　　　器　　　盤

低　　圧　　主　　幹　　盤

直　 流　 電　 源　 装　 置

計　　装　　計　　器　　盤

沈 砂 池 フ ァ ン 制 御 盤

接　　地　　端　　子　　盤

既　設

12

13

11

10

14

20

19

運転操作設備コントロールセンタ１

運転操作設備コントロールセンタ２

主ポンプ制御盤

運転操作設備コントロールセンタ４

運転操作設備コントロールセンタ３

運転操作設備コントロールセンタ５

運転操作設備コントロールセンタ６

CC-1-2

CC-1-1

CC-1-4

CC-1-3

CC-1-5

既　設

照　　明　　分　　電　　盤

動　　力　　分　　電　　盤

NO.3 主　 ポ　 ン　 プ　 盤

M-1

LP-3

L-1

ET

主　 ポ　 ン　 プ　 盤NO.4 LP-421

22 主　 ポ　 ン　 プ　 盤NO.5 LP-5 将　来

既　設

既　設

既　設

既　設

既　設

既　設

既　設

既　設

既　設

既　設

既　設

既　設

既　設

既　設

既　設

既　設

既　設

1 3

D

2

13500

6500 7000

自動除塵機中継端子箱

Ｂ１階　平面図 S＝1/50

自動給水弁

既設流用
電線管

G22

既設流用
電線管

既
設

流
用

電
線

管

Ｍ

土壌脱臭ファン 1.5kW

Ｍ

流入ゲート 0.75kW

F2 76,63,38,24

F2 24

P.BOX2

P.BOX2

P.BOX1

P.BOX1

P.BOX2

P.BOX1

P.BOX2

縮　尺

種　　別

工　　種

図面番号 1:50

電気設備改修図（更新）

2026年　9月設計年月

工事箇所 福山市山手町五丁目地内

福山市上下水道局

神島中継ポンプ場耐震補強工事

ＰＥ-１
注　記

1.      は更新を示す。

凡　例

1.      …露出配線

2.      …床隠ぺい配線、ピット内配線

梁増打ち（建築工事所掌）

F2 76,63,38
F2 24,24

ケーブル直線接続箇所

接続箇所
G22-F24

接続箇所
電線管

既設流用
G22



Ｂ-Ｂ　断面図 S＝1/50
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フリクト LA-1
流入渠水位計検出器 フリクト収納箱

排気ファン盤

土壌脱臭床操作盤

流入渠水位計変換器

Ａ

ＢＢ

Ｍ

Ｍ
排気ファン 1.5kW

コンテナ用チェンブロック 2.1kW

Ｍ

Ｍ

排気ファン盤

土壌脱臭床操作盤

流入渠水位計変換器

321

ＤＣ

Ａ-Ａ　断面図 S＝1/50

Ａ

土壌脱臭ファン 1.5kW

１階　平面図 S＝1/50
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番　号

CC-1-6

RY-2

RY-3

KP-1

RY-1

DC-1

盤　記　号名　　　　　　称

引　　込　　受　　電　　盤

主ポンプ制御盤

NO.3,4

NO.1,2

備　　考

HC-1

LC-1

HC-2変　　　圧　　　器　　　盤

低　　圧　　主　　幹　　盤

直　 流　 電　 源　 装　 置

計　　装　　計　　器　　盤

沈 砂 池 フ ァ ン 制 御 盤

接　　地　　端　　子　　盤

既　設

12

13

11

10

14

20

19

運転操作設備コントロールセンタ１

運転操作設備コントロールセンタ２

主ポンプ制御盤

運転操作設備コントロールセンタ４

運転操作設備コントロールセンタ３

運転操作設備コントロールセンタ５

運転操作設備コントロールセンタ６

CC-1-2

CC-1-1

CC-1-4

CC-1-3

CC-1-5

既　設

照　　明　　分　　電　　盤

動　　力　　分　　電　　盤

NO.3 主　 ポ　 ン　 プ　 盤

M-1

LP-3

L-1

ET

主　 ポ　 ン　 プ　 盤NO.4 LP-421

22 主　 ポ　 ン　 プ　 盤NO.5 LP-5 将　来

既　設

既　設

既　設

既　設

既　設

既　設

既　設

既　設

既　設

既　設

既　設

既　設

既　設

既　設

既　設

既　設

既　設

1 3

D

2

13500

6500 7000

自動除塵機中継端子箱

Ｂ１階　平面図 S＝1/50

自動給水弁

既設流用
電線管

G22

既設流用
電線管

Ｍ

土壌脱臭ファン 1.5kW

Ｍ

流入ゲート 0.75kW

Ｍ

排気ファン 1.5kW

G70,54,36,22

G22

既設流用
G22

P.BOX2

P.BOX2

P.BOX1

P.BOX1

P.BOX2

P.BOX1

P.BOX2

縮　尺

種　　別

工　　種

図面番号 1:50

電気設備改修図（撤去）

2026年　9月設計年月

工事箇所 福山市山手町五丁目地内

福山市上下水道局

神島中継ポンプ場耐震補強工事

ＰＥ-２
注　記

1.      は撤去(再利用しない)を示す。

凡　例

1.      …露出配線

2.      …床隠ぺい配線、ピット内配線

既設流用
G22



低
圧
主
幹
盤

LC-1

コ
ン
ト
ロ
勖
ル
セ
ン
タ

CC-1

補
助
継
電
器
盤

RY-1

計
装
計
器
盤

KP-1

S-1

端子箱

F1

1.5
排気ファン

S1

0.75

自動除塵機

Br

M1

2.1
コンテナ用チェンブロック

LCB-S 自動除塵機現場操作盤

GL

0.75
流入ゲート

流入渠水位計（フリクト）

CV   　3.5 sq - 3 c

CV   　3.5 sq - 3 c × 2

CV   　3.5 sq - 3 c

CV   　3.5 sq - 3 c

CVV    2 sq - 5 c
CVV    2 sq - 15 c

CVV    3.5 sq - 2 c

CVV    2 sq - 4 c

CVV    2 sq - 3 c
CVV    3.5 sq - 2 c

CVV    2 sq - 5 c

CVV    2 sq - 2 c

LA-1

CVV-S  2 sq - 2 c
CVV    2 sq - 2 c

CVV-S  2 sq - 2 c

CV   　3.5 sq - 2 c

CV   　3.5 sq - 3 c

CV   　3.5 sq - 3 c
CV   　3.5 sq - 2 c

CVV    2 sq - 4 c

流入渠水位計（投込式）

L1-1

１Ｆ電気室

１Ｆ電気室 Ｂ１Ｆポンプ室

Ｂ１Ｆポンプ室

１Ｆ搬入室

Ｂ１Ｆポンプ室 １Ｆ搬入室

P.BOX1
300 ×300

300 ×300
P.BOX2

自動除塵機

G22

G54

G70

G36

CV   　3.5 sq - 3 c

CV   　3.5 sq - 3 c

CV   　3.5 sq - 3 c

CVV-S  2 sq - 2 c
CVV    2 sq - 2 c

CVV    2 sq - 3 c
CVV    3.5 sq - 2 c

CVV    2 sq - 5 c

CVV    2 sq - 2 c

CVV-S  2 sq - 2 c

CVV    2 sq - 5 c
CVV    2 sq - 15 c

CVV    3.5 sq - 2 c

CV   　3.5 sq - 2 c

CV   　3.5 sq - 3 c × 2

CVV    2 sq - 4 c

配線系統図（撤去） 配線系統図（更新）

G22

撤去 既設流用

電線管

G22P.BOX 排気ファン盤

変換器

土壌脱臭床操作盤

F1

1.5
土壌脱臭ファン

MV 自動給水弁

撤去 既設流用
電線管

低
圧
主
幹
盤

LC-1

コ
ン
ト
ロ
勖
ル
セ
ン
タ

CC-1

補
助
継
電
器
盤

RY-1

計
装
計
器
盤

KP-1

S-1

端子箱

F1

1.5
排気ファン

S1

0.75

自動除塵機

Br

M1

2.1
コンテナ用チェンブロック

LCB-S 自動除塵機現場操作盤

GL

0.75
流入ゲート

流入渠水位計（フリクト）

CV   　3.5 sq - 3 c

CV   　3.5 sq - 3 c × 2

CV   　3.5 sq - 3 c

CV   　3.5 sq - 3 c

CVV    2 sq - 4 c

CVV    2 sq - 3 c
CVV    3.5 sq - 2 c

CVV    2 sq - 5 c

CVV    2 sq - 2 c

LA-1

CVV-S  2 sq - 2 c
CVV    2 sq - 2 c

CVV-S  2 sq - 2 c

CV   　3.5 sq - 2 c

CV   　3.5 sq - 3 c

CV   　3.5 sq - 3 c
CV   　3.5 sq - 2 c

CVV    2 sq - 4 c

流入渠水位計（投込式）

L1-1

１Ｆ電気室

１Ｆ電気室 Ｂ１Ｆポンプ室

Ｂ１Ｆポンプ室

１Ｆ搬入室

Ｂ１Ｆポンプ室 １Ｆ搬入室

300 ×300

300 ×300

自動除塵機

F2 24

F2 63

F2 76

F2 38

CE   　3.5 sq - 3 c

CV   　3.5 sq - 3 c

CVV-S  2 sq - 2 c
CVV    2 sq - 2 c

CVV    2 sq - 3 c
CVV    3.5 sq - 2 c

CVV    2 sq - 5 c

CVV    2 sq - 2 c

CVV-S  2 sq - 2 c

CVV    2 sq - 5 c
CVV    2 sq - 15 c

CVV    3.5 sq - 2 c

CV   　3.5 sq - 2 c

CV   　3.5 sq - 3 c × 2

CVV    2 sq - 4 c

F2 24

G22P.BOX 排気ファン盤

変換器

土壌脱臭床操作盤

F1

1.5
土壌脱臭ファン

MV 自動給水弁

更新 既設流用
電線管

P.BOX1 P.BOX2

P.BOX1

P.BOX2

P.BOX1 P.BOX2

縮　尺

種　　別

工　　種

図面番号 S=NONE

配線系統図

2026年　9月設計年月

工事箇所 福山市山手町五丁目地内

福山市上下水道局

神島中継ポンプ場耐震補強工事

ＰＥ-３

３．　　　は撤去(再利用しない)を示す。

４．　　　は既設を示す。

１．　　　は更新を示す。

２．F2 〇 …2種金属製可とう電線管

１． G〇　…厚鋼電線管

注　記

凡　例

２．　　　はケーブル直線接続部を示す。

P.BOX G22
CV   　3.5 sq - 3 c

P.BOX 

更新 既設流用

電線管

G22

CVV    2 sq - 5 c
CVV    2 sq - 15 c

CVV    3.5 sq - 2 c



§工事名称 神島中継ポンプ場耐震補強工事

§工事場所 福山市　山手町五丁目地内

1 この数量書は、福山市建設工事請負契約約款１条に定める「設計図書」ではなく

参考数量です。従って、契約後の変更等を含意するものではありません。

2 数量の算出は次の基準によっています。

※ 「建築数量積算基準・同解説」 （建築工事積算研究会制定）

※ 「建築設備数量積算基準・同解説」 （国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）

参考数量書

特記事項



工事名称 神島中継ポンプ場耐震補強工事

工事場所 広島県福山市山手町五丁目地内

【設計概要】

耐震補強工　　一式



工事費内訳 1

名　　　　　　　　　　　　称 数　　　量 単位 金　　　　　　　　　額 備　　　　　　考

直接工事費      

建築工事        
1   

式
計

共通費          

  共通仮設費    
1   

式
  現場管理費    

1   
式

  一般管理費等  
1   

式
計

工事価格        
1   

式
消費税等相当額  

1   消費税率 10 ％
式

工事費          
1   

式

調査基準価格
1   

式
調査基準価格の100/110

1   
式



工事種別内訳 2

名　　　　　　　　　　　　称 数　　　量 単位 金　　　　　　　　　額 備　　　　　　考

建築工事        
1   

式
機械設備工事    

1   
式

電気設備工事    
1   

式
計



建築工事　種目別内訳 3

名　　　　　　　　　　　　称 数　　　量 単位 金　　　　　　　　　額 備　　　　　　考

神島中継ポンプ場耐震補強工事
1   

式
計

機械設備工事  種目別内訳 4

名　　　　　　　　　　　　称 数　　　量 単位 金　　　　　　　　　額 備　　　　　　考

神島中継ポンプ場耐震補強工事
1   

式
計



電気設備工事　種目別内訳 5

名　　　　　　　　　　　　称 数　　　量 単位 金　　　　　　　　　額 備　　　　　　考

神島中継ポンプ場耐震補強工事
1   

式
計



建築工事　科目別内訳 6

名　　　　　　　　　　　　称 数　　　量 単位 金　　　　　　　　　額 備　　　　　　考

直接仮設        
1   

式
外装改修        

1   
式

内装改修        
1   

式
建具改修        

1   
式

躯体改修        
1   

式
発生材処理      

1   
式

計

機械設備工事  科目別内訳 7

名　　　　　　　　　　　　称 数　　　量 単位 金　　　　　　　　　額 備　　　　　　考

給水設備        
1   

式
排水設備        

1   
式

撤去工事        
1   

式
発生材処理      

1   
式

計

神島中継ポンプ場耐震補強工事

神島中継ポンプ場耐震補強工事



電気設備工事　科目別内訳 8

名　　　　　　　　　　　　称 数　　　量 単位 金　　　　　　　　　額 備　　　　　　考

電灯設備        
1   

式
計

神島中継ポンプ場耐震補強工事



建築工事　中科目別内訳 9

科　目　名　称 中　科　目　名　称 数　　量 単位 金　　　　　　　　額 備　　　　　　考

直接仮設        

1   
式

計

外装改修        新設            

1   
式

計

内装改修        撤去            

1   
式

内装改修        新設            

1   
式

計

建具改修        撤去            

1   
式

計

躯体改修        撤去            

1   
式

躯体改修        新設            

1   
式

計

発生材処理      運搬            

1   
式

発生材処理      処分            

1   
式

計

機械設備工事  中科目別内訳 10

科　目　名　称 中　科　目　名　称 数　　量 単位 金　　　　　　　　額 備　  　　　考

給水設備        

1   
式

計

排水設備        

1   
式

計

撤去工事        

1   
式

計

発生材処理      運搬            

1   
式

発生材処理      処分            

1   
式

計

神島中継ポンプ場耐震補強工事

神島中継ポンプ場耐震補強工事



電気設備工事　中科目別内訳 11

科　目　名　称 中　科　目　名　称 数　　量 単位 金　　　　　　　　額 備　　　　　　考

電灯設備        電灯分岐        

1   
式

計

神島中継ポンプ場耐震補強工事



建築工事　細目別内訳 12

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

墨出し          別紙 00-0001
1   

式
外部足場        別紙 00-0002

1   
式

内部足場        別紙 00-0003
1   

式
仮設間仕切り    別紙 00-0004

1   
式

養生            別紙 00-0005
1   

式
整理清掃後片付け 別紙 00-0006

1   
式

仮設材運搬      別紙 00-0007
1   

式
計

建築工事  細目別内訳 13

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

打放し面補修    B 種 ｺｰﾝ処理   部分目違いばらい 
11.3 

㎡
壁薄塗りﾓﾙﾀﾙ塗り 金ごて 厚5 既調合品             
(基準単価)      0.4 

㎡
複層塗材 E      凹凸状   吹付け   下塗1回･      
(ｱｸﾘﾙﾀｲﾙ)       基層塗1回･模様塗1回･            11.4 
(基準単価)      上塗2回 水系ｱｸﾘﾙつやあり        ㎡
下地調整費      ｺﾝｸﾘｰﾄ面  屋内外 C-1            

11.4 
㎡

ｼｰﾘﾝｸﾞ          一般部 ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系(PU-2)          
15×10                          24   

ｍ
計

神島中継ポンプ場耐震補強工事 直接仮設

神島中継ポンプ場耐震補強工事 外装改修 新設



建築工事　細目別内訳 14

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

ｺﾝｸﾘｰﾄ撤去      無筋       ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾚｰｶ 集積共   
0.2 

ｍ3
ｶｯﾀｰ入れ        ｺﾝｸﾘｰﾄ面 厚さ20～30㎜           

2.3 
ｍ

壁ﾓﾙﾀﾙ･ﾌﾟﾗｽﾀｰ   集積共                          
撤去            4   

㎡
ｶｯﾀｰ入れ        ﾓﾙﾀﾙ面   厚さ20～30㎜           

12.3 
ｍ

計

建築工事  細目別内訳 15

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ      Fc=18N/mm2  S=15cm              
0.2 

ｍ3
ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間  防水保護ｺﾝｸﾘｰﾄ 人力打設         

-                  S15～S18     0.2 
-        -                      ｍ3

床ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し  金ごて 直均し仕上げ             
仕上げ          0.5 

㎡
床用塗料塗り    ｴﾎﾟｷｼ樹脂系防塵塗装             

0.5 
㎡

打放し面補修    B 種 ｺｰﾝ処理   部分目違いばらい 
4   

㎡
壁ﾓﾙﾀﾙ塗り      金ごて                          

内壁                    厚20    7.4 
㎡

計

神島中継ポンプ場耐震補強工事 内装改修 撤去

神島中継ポンプ場耐震補強工事 内装改修 新設



建築工事　細目別内訳 16

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

ｱﾙﾐ製ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ窓  枠共   集積共                  
撤去            3.4 

㎡
鋼製戸撤去      片開き戸 枠共   集積共          

1.7 
㎡

ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ撤去   集積共                          
3.5 

㎡
ｼｰﾘﾝｸﾞ撤去      集積共                          

16.8 
ｍ

建具周囲はつり  RC 20㎝ 集積共                  
16.8 

ｍ
計

建築工事  細目別内訳 17

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

ｺﾝｸﾘｰﾄ撤去      鉄筋切断共 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾚｰｶ 集積共   
2.2 

ｍ3
ｶｯﾀｰ入れ        ｺﾝｸﾘｰﾄ面 厚さ20～30㎜           

49.7 
ｍ

砕石撤去        
0.2 

ｍ3
計

神島中継ポンプ場耐震補強工事 建具改修 撤去

神島中継ポンプ場耐震補強工事 躯体改修 撤去



建築工事　細目別内訳 18

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

＜鉄筋＞        

異形鉄筋        D295　D10                       
0.1 

ｔ
鉄筋加工組立    RCﾗｰﾒﾝ構造                      
(基準単価)      階高3.5～4.0ｍ程度 形状単純     0.1 

ｔ
鉄筋運搬費      4ｔ車  30㎞程度                 

0.1 
ｔ

鉄筋溶接        ﾌﾚｱ溶接(片面)D10 L=100mm        
276   

か所
＜ｺﾝｸﾘｰﾄ＞      

普通ｺﾝｸﾘｰﾄ      Fc=24N/mm2 S=18cm               
2.1 

ｍ3
ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間  流し込み工法                    

2.1 
ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ     
圧送            2.1 

ｍ3
無収縮ﾓﾙﾀﾙ      Fc=40N/mm2                      

0.2 
ｍ3

目あらし        ｺﾝｸﾘｰﾄ面 壁                     
4.8 

㎡
＜型枠＞        

普通型枠        小型構造物                      
20.8 

㎡
無収縮ﾓﾙﾀﾙ注入用 木製 両面 H=200                 
型枠            4.5 

ｍ
型枠運搬費      4ｔ車  30㎞程度 往復            

20.8 
㎡

建築工事  細目別内訳 19

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

型枠目地棒      打継目地 幅20 ×深さ20程度      
24   

ｍ
計

神島中継ポンプ場耐震補強工事 躯体改修 新設

神島中継ポンプ場耐震補強工事 躯体改修 新設



建築工事　細目別内訳 20

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

発生材運搬      別紙 00-0014
1   

式
計

建築工事  細目別内訳 21

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

ﾓﾙﾀﾙがら        
0.2 

ｔ
ｺﾝｸﾘｰﾄがら      

5.6 
ｔ

がれき          
0.3 

ｔ
廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ       

0.1 
kg

ｶﾞﾗｽくず        
37   

kg
非鉄ｽｸﾗｯﾌﾟ      有価物(ｱﾙﾐ)                     

16.8 
kg

鉄ｽｸﾗｯﾌﾟ        有価物(ｽﾃﾝﾚｽ)                   
3.4 

kg
鉄ｽｸﾗｯﾌﾟ        有価物(鉄)H2                    

68.7 
kg

計

神島中継ポンプ場耐震補強工事 発生材処理 運搬

神島中継ポンプ場耐震補強工事 発生材処理 処分



機械設備工事　細目別内訳 22

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

給水・塩ﾋﾞ      ねじ接合        屋内一般        
ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管       20A                            6   
(SGP-VD)改修    ｍ
保温            別紙 00-0008

1   
式

既設散水栓　取付 13A                             
1   

個
既設配管架台    
取付            2   

個
既設管接続      （給水）                        別紙 00-0009

1   
式

計

機械設備工事  細目別内訳 23

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

排水・硬質ﾎﾟﾘ   屋内一般        50A             
塩化ﾋﾞﾆﾙ管      9   
(VP)改修        ｍ
排水・硬質ﾎﾟﾘ   屋内一般        75A             
塩化ﾋﾞﾆﾙ管      1   
(VP)改修        ｍ
排水・硬質ﾎﾟﾘ   屋内一般       100A             
塩化ﾋﾞﾆﾙ管      8   
(VP)改修        ｍ
既設管接続      （排水）                        別紙 00-0010

1   
式

計

神島中継ポンプ場耐震補強工事 給水設備

神島中継ポンプ場耐震補強工事 排水設備



機械設備工事　細目別内訳 24

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

給水・塩ﾋﾞ      ねじ接合        屋内一般        
ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管       20A                            5   
(SGP-VD)撤去    再使用しない                    ｍ
排水・硬質ﾎﾟﾘ   屋内一般        50A             
塩化ﾋﾞﾆﾙ管      再使用しない                    9   
(VP)撤去        ｍ
排水・硬質ﾎﾟﾘ   屋内一般        75A             
塩化ﾋﾞﾆﾙ管      再使用しない                    1   
(VP)撤去        ｍ
排水・硬質ﾎﾟﾘ   屋内一般       100A             
塩化ﾋﾞﾆﾙ管      再使用しない                    8   
(VP)撤去        ｍ
水栓類取外し    再使用する                      

1   
個

配管架台取外し  再使用する                      
2   

個
計

機械設備工事  細目別内訳 25

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

(廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類)   

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類     人力　集積共                    
積込            0.1 

ｍ3
撤去材運搬      ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ    2t積級             

人力積込                        0.1 
ｍ3

計

神島中継ポンプ場耐震補強工事 撤去工事

神島中継ポンプ場耐震補強工事 発生材処理 運搬



機械設備工事　細目別内訳 26

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

(発生材処分)    

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類     
39.5 

kg
スクラップ      別紙 00-0011

1   
式

計

電気設備工事  細目別内訳 27

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

照明器具類      別紙 00-0012
1   

式
撤去工事        別紙 00-0013

1   
式

計

神島中継ポンプ場耐震補強工事 発生材処理 処分

神島中継ポンプ場耐震補強工事 電灯設備 電灯分岐



建築工事　別紙明細 28

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

墨出し          別紙 00-0001
1   

式
墨出し(内部改修) 個別改修                        

0.5 
㎡

墨出し(建具改修) 個別改修                        
11.3 

㎡
計

外部足場        別紙 00-0002
1   

式
枠組本足場      建枠 600×1700    布枠500×1枚  
(手すり先行方式) 掛払い手間                      32.4 

12m未満 -      -                ㎡
枠組本足場      建枠 600×1700    布枠500×1枚  
(手すり先行方式) 供用1日賃料 修理費含む          32.4 

12m未満 -      -                ㎡
枠組本足場      建枠 600×1700    布枠500×1枚  
(手すり先行方式) 基本料 修理費含む               32.4 

12m未満 -      -                ㎡
防音ｼｰﾄ張り     掛払い手間               -      

-                               32.4 
㎡

防音ｼｰﾄ張り     供用1日賃料 修理費含む   -      
-                               32.4 

㎡
防音ｼｰﾄ張り     基本料 修理費含む        -      

-                               32.4 
㎡

計

建築工事　別紙明細 29

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

内部足場        別紙 00-0003
1   

式
脚立足場        直列　運搬費含む                

3.6 
ｍ

計

仮設間仕切り    別紙 00-0004
1   

式
仮設間仕切り    C種 単管下地                    

15.2 
㎡

計

養生            別紙 00-0005
1   

式
養生(内部改修)  搬出入路部分                    

40.3 
㎡

養生(内部改修)  個別改修（作業ｴﾘｱ　床）         
3.2 

㎡
養生(内部改修)  個別改修（作業ｴﾘｱ　壁）         

12   
㎡

計

神島中継ポンプ場耐震補強工事 直接仮設

神島中継ポンプ場耐震補強工事 直接仮設



建築工事　別紙明細 30

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

整理清掃後片付け 別紙 00-0006
1   

式
整理清掃後片付け 個別改修                        
(内部改修)      43.5 

㎡
計

仮設材運搬      別紙 00-0007
1   

式
仮設材運搬      建枠幅600                       
(枠組本足場)    32.4 
(手すり先行方式) ㎡
仮設材運搬      防音ｼｰﾄ                         
(ｼｰﾄ･ﾈｯﾄ類)     32.4 

㎡
仮設材運搬      C種                             
(仮設間仕切り)  15.2 

㎡
仮設材運搬      搬出入路部分                    
(ｼｰﾄ･ﾈｯﾄ類)     40.3 

㎡
仮設材運搬      作業ｴﾘｱ 床                      
(ｼｰﾄ･ﾈｯﾄ類)     3.2 

㎡
仮設材運搬      作業ｴﾘｱ 壁                      
(ｼｰﾄ･ﾈｯﾄ類)     12   

㎡
計

建築工事　別紙明細 31

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

発生材運搬      別紙 00-0014
1   

式
とりこわし      ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ   10t積級             
発生材運搬      ﾊﾞｯｸﾎｳ0.45m3 無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ類       2.4 

DID区間有り  5.5㎞以下          ｍ3
とりこわし      ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ    2t積級             
発生材運搬      人力積込     がれき類           0.6 

DID区間有り 10.5㎞以下          ｍ3
とりこわし      ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ    2t積級             
発生材運搬      人力積込     廃プラ類           0.01

DID区間有り  4.5㎞以下          ｍ3
とりこわし      ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ    2t積級             
発生材運搬      人力積込     スクラップ類       0.21

DID区間有り  8.0㎞以下          ｍ3
計

神島中継ポンプ場耐震補強工事 直接仮設

神島中継ポンプ場耐震補強工事 発生材処理 運搬



機械設備工事　別紙明細 32

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

保温            別紙 00-0008
1   

式
給水管 保温     ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝ                         

屋内露出 合成樹脂製ｶﾊﾞｰ1        6   
 20A                            ｍ

計

既設管接続      （給水）                        別紙 00-0009
1   

式
既設管接続      20A　保温有                     

6   
か所

計

機械設備工事　別紙明細 33

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

既設管接続      （排水）                        別紙 00-0010
1   

式
既設管接続      50A　保温無                     

3   
か所

既設管接続      75A　保温無                     
1   

か所
既設管接続      100A　保温無                    

1   
か所

計

神島中継ポンプ場耐震補強工事 給水設備

神島中継ポンプ場耐震補強工事 排水設備



機械設備工事　別紙明細 34

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

スクラップ      別紙 00-0011
1   

式
金属くず        H3                              

10   
kg

計

電気設備工事　別紙明細 35

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考

照明器具類      別紙 00-0012
1   

式
蛍光灯          B402　FL40W-2　反射笠付         
再取付          1   

灯
計

撤去工事        別紙 00-0013
1   

式
蛍光灯          B402　FL40W-2　反射笠付         
取外し          1   

灯
計

神島中継ポンプ場耐震補強工事 発生材処理 処分

神島中継ポンプ場耐震補強工事 電灯設備 電灯分岐



                                        

総括情報表 頁 -

変更回数
適用単価地区
単価適用日

諸経費体系

当世代 前世代

  建設技能労働者や交通誘導員等の現場労働者にかかる経費として，労務費のほか各種経費（法定福利費の
事業者負担額，労務管理費，安全訓練等に要する費用等）が必要であり，本積算ではこれらを現場管理費等
の一部として率計上している。

≪凡例≫
Co ･･･コンクリート
DT ･･･ダンプトラック
CC ･･･クローラクレーン
RTC･･･ラフテレーンクレーン

As ･･･アスファルト
BH ･･･バックホウ
TC ･･･トラッククレーン

00010 

0 
70福山市                                  
00-08.09.01(0)

1 公共(一般)      

工種　　　　　　　　　　
施工地域・工事場所区分  
復興補正区分            
週休補正区分            
現場事務所等の貸与区分  
ＩＣＴ補正区分　　　　　
冬期補正係数            
緊急工事区分            
前払金支出割合区分      
契約保証区分            
消費税率 (％)           

32  下水道工事 (３) 　　　　
02  市街地(DID補正)         
00  補正なし                
00  補正なし　　　　        
00  補正なし                
00  補正なし　　　　　　　　
00  補正なし                
00  通常工事 ０％           
00  補正無し                
03  補正しない              
10



                          本工事費　内訳表                  0 0002

                                        

頁 -

費目・工種・施工名称など 数量 単位 単価 金額 備考
本工事費 X1000      

処理場・ポンプ場

         1     
          
    式    

Y1I06      レベル1 

耐震補強工

         1     
          
    式    

Y1I0606    レベル2 

耐震補強

         1     
          
    式    

Y1I060607  レベル3 

表面処理

          
    m2    

Y1I06060705レベル4 

コンクリートはつり
平均はつり厚3cm以下

         0.3       m2    

SPK2604011200    

    単第0 -0001  表   
コンクリート表面はつり

          
    m2    

Y1I06060705レベル4 

構造物とりこわし工(鉄筋構造物)
人力施工(コンクリートブレーカ)

         0.9       m3    

SDT00033   00    

    単第0 -0002  表   
殻運搬
Co(無筋)構造物とりこわし
DID区間有り 運搬距離23.2km以下(18.5km超)

         0.9       m3    

SPK2604015500    

    単第0 -0003  表   



                          本工事費　内訳表                  0 0003

                                        

頁 -

費目・工種・施工名称など 数量 単位 単価 金額 備考
【直接工事費に含まれる処分費等】　　　　
「処分費等」の取扱いによる　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

          

#0041      

コンクリート塊受入費
再生工場搬入

         2         ｔ    

T9005      00   

    
無収縮モルタル

          
    m2    

Y1I06060705レベル4 

無収縮モルタル

         1.6       m3    

F000000100 00   

    
型枠

          
    m2    

Y1I06060706レベル4 

無収縮モルタル型枠

         9         m2    

F000000200 00   

    
鉄筋

          
    ｔ    

Y1I06060707レベル4 

鉄筋工　鉄筋加工
ＳＤ３４５・Ｄ１３

         0.08       t    

S1040015   00    

    単第0 -0004  表   
鉄筋工（加工・組立）
ＳＤ３４５・Ｄ１３

         0.08       t    

S1040015   00    

    単第0 -0005  表   



                          本工事費　内訳表                  0 0004

                                        

頁 -

費目・工種・施工名称など 数量 単位 単価 金額 備考
鉄筋工（加工・組立）
ＳＤ３４５・Ｄ１６～Ｄ２５

         0.17       t    

S1040015   00    

    単第0 -0006  表   
鉄筋工（加工・組立）
ＳＤ３４５・Ｄ１６～Ｄ２５

         0.17       t    

S1040015   00    

    単第0 -0007  表   
鉄筋工　ガス圧接継手
Ｄ２５＋Ｄ２５

        10        箇所   

S1040017   00    

    単第0 -0008  表   
フレアー溶接

        59        箇所   

F000000400 00   

    
あと施工アンカー

          
    本    

Y1I06060706レベル4 

あと施工アンカー

         6         本    

F000000500 00   

    
足場工

          
   掛m2   

Y1I06060706レベル4 

手摺先行型枠組・単管・単管傾斜足場
手摺先行型枠組足場

        90        掛m2   

S0380      00    

    単第0 -0009  表   
支保工

          
   空m3   

Y1I06060706レベル4 



                          本工事費　内訳表                  0 0005

                                        

頁 -

費目・工種・施工名称など 数量 単位 単価 金額 備考
支保工
くさび結合支保
40<f<=80(120<t<=250)

        20        空m3   

S0370      00    

    単第0 -0010  表   
電気設備工

         1     
          
    式    

Y1I060607  レベル3 

低圧ケーブル

         1     
          
    式    

Y1I06060705レベル4 

600V EM-CE
3.5sq-3c

        10          m    

F000000600 00   

    
600V CV
3.5sq-3c

        44          m    

F000000700 00   

    
600V CV
3.5sq-2c

         9          m    

F000000800 00   

    
制御ケーブル

         1     
          
    式    

Y1I06060705レベル4 

CVV
3.5sq-2c

        18          m    

F000000900 00   

    
CVV
2sq-15c

         9          m    

F000001000 00   

    



                          本工事費　内訳表                  0 0006

                                        

頁 -

費目・工種・施工名称など 数量 単位 単価 金額 備考
CVV
2sq-5c

        18          m    

F000001100 00   

    
CVV
2sq-4c

         9          m    

F000001200 00   

    
CVV
2sq-3c

         9          m    

F000001300 00   

    
CVV
2sq-2c

        18          m    

F000001400 00   

    
CVV-S
2sq-2c

        18          m    

F000001500 00   

    
電線管類

         1     
          
    式    

Y1I06060705レベル4 

金属製可とう電線管
F2 76㎜（ﾋﾞﾆﾙ被覆）

         9          m    

F000001600 00   

    
金属製可とう電線管
F2 63㎜（ﾋﾞﾆﾙ被覆）

         9          m    

F000001700 00   

    
金属製可とう電線管
F2 38㎜（ﾋﾞﾆﾙ被覆）

         9          m    

F000001800 00   

    



                          本工事費　内訳表                  0 0007

                                        

頁 -

費目・工種・施工名称など 数量 単位 単価 金額 備考
金属製可とう電線管
F2 24㎜（ﾋﾞﾆﾙ被覆）

        14          m    

F000001900 00   

    
厚鋼電線管
GP22㎜（露出）

         3          m    

F000002000 00   

    
現場発生品及び支給品運搬
クレーン装置付 通称2t積2.9t吊
片道運搬距離9.0km以下(7.0km超)

         0.1        t    

SPK2604041000    

    単第0 -0011  表   
【スクラップ費】
共通仮設費[対象外]，現場管理費[対象外]　
一般管理費[対象外]　　　　　　　　　　　

          

#0046      

スクラップ
2号銅線

         8.6       kg    

F000002100 00   

    
【スクラップ費】
共通仮設費[対象外]，現場管理費[対象外]　
一般管理費[対象外]　　　　　　　　　　　

          

#0046      

スクラップ
H2

         0.1        t    

F000002200 00   

    
労務費

         1     
          
    式    

Y1I06060705レベル4 

施工費

         1         式    

V000000200 00    

    単第0 -0012  表   



                          本工事費　内訳表                  0 0008

                                        

頁 -

費目・工種・施工名称など 数量 単位 単価 金額 備考
＊＊直接工事費＊＊

#0020計=支給品等(材料),無償貸付        �

共通仮設費率分

          

Z0019      

計算情報……
対象額………
率……………

＊＊共通仮設費計＊＊

＊＊純工事費＊＊

現場管理費

          

計算情報……
対象額………
率……………

＊＊工事原価＊＊

一般管理費率分

          

計算情報……
対象額………

前払補正率…

率……………
一般管理費計



                          本工事費　内訳表                  0 0009

                                        

頁 -

費目・工種・施工名称など 数量 単位 単価 金額 備考
＊＊工事価格＊＊

＊＊消費税相当額＊＊

          

計算情報……
対象額………
率……………

＊＊工事費計＊＊



                                        

施工単価表 頁 -

当り

代表機労材規格(積算地区) 構成比 単価(積算地区) 代表機労材規格(東京地区) 単価(東京地区) 備考
機械構成比: 労務構成比: 材料構成比: 市場単価構成比: 標準単価：

0 0010

     5,600.80000  1.37%  95.32%   3.31%   0.00%

コンクリートはつり SPK26040112     単第0 -0001  表    
平均はつり厚3cm以下        1         m2    

<賃>空気圧縮機(エンジンコンプレッサ) 空気圧縮機
吐出量5m3/min
排出ガス対策型(第1,2次基準値)低騒音

可搬式・エンジン駆動・スクリュ型
吐出量4.0～5.0m3/min

KTPC00082  
KTPT00082    1.33%

その他(機械) その他(機械) EK009      
       

特殊作業員 特殊作業員 RTPC00001  
RTPT00001   37.94%

普通作業員 普通作業員 RTPC00002  
RTPT00002   32.05%

土木一般世話役 土木一般世話役 RTPC00009  
RTPT00009   22.56%

その他(労務) その他(労務) ER009      
       

軽油 軽油パトロール給油
パトロール給油,2～4KL積載車給油

TTPC00013  
TTPT00013    3.22%

その他(材料) その他(材料) EZ009      
       

積算単価 積算単価 EP001      
       



                                        

施工単価表 頁 -

当り

代表機労材規格(積算地区) 構成比 単価(積算地区) 代表機労材規格(東京地区) 単価(東京地区) 備考
機械構成比: 労務構成比: 材料構成比: 市場単価構成比: 標準単価：

0 0011

     5,600.80000  1.37%  95.32%   3.31%   0.00%

コンクリートはつり SPK26040112     単第0 -0001  表    
平均はつり厚3cm以下        1         m2    

A=1          平均はつり厚3cm以下                     B=1          -(全ての費用)                           

                                                                                                                                                      
                                                                                                                                                      
                                                                                                                                                      



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0012
構造物とりこわし工(鉄筋構造物) SDT00033       単第0 -0002  表    
人力施工(コンクリートブレーカ)        1         m3    

昼間_鉄筋構造物【手間のみ】
人力施工
時間的制約なし

       1.000     m3    
           

                    

諸雑費
       1         式    

           
                    

＊＊＊  単位当たり  ＊＊＊                     1         m3    

A=1          昼間施工                                B=2          人力施工(コンクリートブレーカ)          
D=1          時間的制約なし                          



                                        

施工単価表 頁 -

当り

代表機労材規格(積算地区) 構成比 単価(積算地区) 代表機労材規格(東京地区) 単価(東京地区) 備考
機械構成比: 労務構成比: 材料構成比: 市場単価構成比: 標準単価：

0 0013

     3,465.80000 39.03%  46.18%  14.79%   0.00%

殻運搬 SPK26040155     単第0 -0003  表    
Co(無筋)構造物とりこわし DID区間有り 運搬距離23.2km以下(18.5km超)        1         m3    

ダンプトラック[オンロード・ディーゼル] ダンプトラック[オンロード・ディーゼル]
10t積級
通称10t積級

通称10t積級
(タイヤ損耗費及び補修費(良好)を含む)

MTPC00018T1
MTPT00018T1 39.03%

運転手(一般) 運転手(一般) RTPC00007  
RTPT00007   46.18%

軽油 軽油パトロール給油
パトロール給油,2～4KL積載車給油

TTPC00013  
TTPT00013   14.79%

積算単価 積算単価 EP001      
       

A=1          Co(無筋)構造物とりこわし                B=1          機械積込                                
C=2          DID区間有り                             D=61         運搬距離23.2km以下(18.5km超)            
E=1          -(全ての費用)                           

                                                                                                                                                      
                                                                                                                                                      
                                                                                                                                                      



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0014
鉄筋工　鉄筋加工 S1040015       単第0 -0004  表    
ＳＤ３４５・Ｄ１３        1          t    

土木一般世話役
       0.200     人    

           
                    

鉄筋工
       2.300     人    

           
                    

普通作業員
       0.200     人    

           
                    

<作>ラフテレーンクレーン(油圧伸縮ジブ型)
25t吊,オペレータ付
排1～3,2011,2014

       0.040     日    
           

                    

異形棒鋼<JISG3112>
SD345,D13
単位質量0.995kg/m

       1.030      t    
           

1*1.03              

諸雑費
      12          %    

#09        
                    

＊＊＊  単位当たり  ＊＊＊                     1          t    

A=1          加工                                    C=5          ＳＤ３４５・Ｄ１３                      



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0015
鉄筋工（加工・組立） S1040015       単第0 -0005  表    
ＳＤ３４５・Ｄ１３        1          t    

土木一般世話役
       0.500     人    

           
                    

鉄筋工
       3.500     人    

           
                    

普通作業員
       0.300     人    

           
                    

<作>ラフテレーンクレーン(油圧伸縮ジブ型)
25t吊,オペレータ付
排1～3,2011,2014

       0.110     日    
           

                    

諸雑費
       8          %    

#09        
                    

＊＊＊  単位当たり  ＊＊＊                     1          t    

A=2          組立                                    B=1          一般構造物                              
C=5          ＳＤ３４５・Ｄ１３                      



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0016
鉄筋工（加工・組立） S1040015       単第0 -0006  表    
ＳＤ３４５・Ｄ１６～Ｄ２５        1          t    

土木一般世話役
       0.100     人    

           
                    

鉄筋工
       1.700     人    

           
                    

普通作業員
       0.200     人    

           
                    

<作>ラフテレーンクレーン(油圧伸縮ジブ型)
25t吊,オペレータ付
排1～3,2011,2014

       0.040     日    
           

                    

異形棒鋼<JISG3112>
SD345,D16～25        1.030      t    

           
1*1.03              

諸雑費
      12          %    

#09        
                    

＊＊＊  単位当たり  ＊＊＊                     1          t    

A=1          加工                                    C=6          ＳＤ３４５・Ｄ１６～Ｄ２５              



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0017
鉄筋工（加工・組立） S1040015       単第0 -0007  表    
ＳＤ３４５・Ｄ１６～Ｄ２５        1          t    

土木一般世話役
       0.400     人    

           
                    

鉄筋工
       2.900     人    

           
                    

普通作業員
       0.200     人    

           
                    

<作>ラフテレーンクレーン(油圧伸縮ジブ型)
25t吊,オペレータ付
排1～3,2011,2014

       0.110     日    
           

                    

諸雑費
       8          %    

#09        
                    

＊＊＊  単位当たり  ＊＊＊                     1          t    

A=2          組立                                    B=1          一般構造物                              
C=6          ＳＤ３４５・Ｄ１６～Ｄ２５              



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0018
鉄筋工　ガス圧接継手 S1040017       単第0 -0008  表    
Ｄ２５＋Ｄ２５      100        箇所   

土木一般世話役
       0.200     人    

           
                    

鉄筋工
       0.500     人    

           
                    

溶接工
       1.200     人    

           
                    

普通作業員
       0.400     人    

           
                    

溶解アセチレン
       5.000     kg    

           
                    

酸素
圧縮,純度99.6％以上
ボンベ

       5.000     m3    
           

                    

諸雑費
       8          %    

#09        
                    

＊＊＊  合計  ＊＊＊                         100        箇所   

＊＊＊  単位当たり  ＊＊＊                     1        箇所   

A=1          ガス圧接                                B=5          Ｄ２５＋Ｄ２５                          



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0019
手摺先行型枠組・単管・単管傾斜足場 S0380          単第0 -0009  表    
手摺先行型枠組足場      100        掛m2   

土木一般世話役
       1.600     人    

           
                    

とび工
       7.000     人    

           
                    

普通作業員
       1.300     人    

           
                    

<作>ラフテレーンクレーン(油圧伸縮ジブ型)
25t吊,オペレータ付
排1～3,2011,2014

       1.400     日    
           

                    

諸雑費
      34          %    

#09        
                    

＊＊＊  合計  ＊＊＊                         100        掛m2   

＊＊＊  単位当たり  ＊＊＊                     1        掛m2   

A=1          手摺先行型枠組足場                      B=1          安全ネットを設置しない                  
C=0          潮待割増                                 

                   



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0020
支保工 S0370          単第0 -0010  表    
くさび結合支保 40<f<=80(120<t<=250)      100        空m3   

土木一般世話役
       2.100     人    

           
                    

型わく工
       2.700     人    

           
                    

とび工
       4.200     人    

           
                    

普通作業員
       6.000     人    

           
                    

<作>ラフテレーンクレーン(油圧伸縮ジブ型)
25t吊,オペレータ付
排1～3,2011,2014

       1.200     日    
           

                    

諸雑費
      33          %    

#09        
                    

＊＊＊  合計  ＊＊＊                         100        空m3   

＊＊＊  単位当たり  ＊＊＊                     1        空m3   

A=2          くさび結合支保                          B=3          40<f<=80(120<t<=250)                    



                                        

施工単価表 頁 -

当り

代表機労材規格(積算地区) 構成比 単価(積算地区) 代表機労材規格(東京地区) 単価(東京地区) 備考
機械構成比: 労務構成比: 材料構成比: 市場単価構成比: 標準単価：

0 0021

     5,250.90000 13.14%  83.98%   2.88%   0.00%

現場発生品及び支給品運搬 SPK26040410     単第0 -0011  表    
クレーン装置付 通称2t積2.9t吊 片道運搬距離9.0km以下(7.0km超)        1          t    

トラック トラック
クレーン装置付
通称2t積級吊能力2.9t

クレーン装置付
通称2t積級 吊能力2.9t

MTPC00154  
MTPT00154   13.14%

運転手(特殊) 運転手(特殊) RTPC00006  
RTPT00006   42.42%

特殊作業員 特殊作業員 RTPC00001  
RTPT00001   41.56%

軽油 軽油パトロール給油
パトロール給油,2～4KL積載車給油

TTPC00013  
TTPT00013    2.88%

積算単価 積算単価 EP001      
       

A=1          クレーン装置付 通称2t積2.9t吊           B=2          DID区間有り                             
C=9          片道運搬距離9.0km以下(7.0km超)          

                                                                                                                                                      
                                                                                                                                                      
                                                                                                                                                      



                                        

施工単価表 頁 -

当り
名称・規格など 数量 単位 単価 金額 備考

0 0022
施工費 V000000200     単第0 -0012  表    

       1         式    

電工
      11         人    

           
                    

＊＊＊  単位当たり  ＊＊＊                     1         式    


